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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　超まえがき







　ＴＲＰＧを遊んでいると、よくこんなセリフを耳にする。




「お前ってほんとダイス運、悪いよな。ダイスの神様に見捨てられてるよ」




　よくよく考えれば不思議な話である。

　同じダイスを振っても、人によって出る目は変わるって話だからだ。

　確かく率りつ的に言えばそんなことはありえないと、ある友人がそう言った。

「ファンブルやクリティカルした時の出目は、強い印象として記憶に残るから〝人によってダイス目は変わる〟とか思い込んでいるにすぎない」

「そういうことになった方が面白いから、無意識にそう信じているだけだ」

　……たしかに、そういう面はあるだろう。

　なのでリプレイを読み返して、出目を全部追ってみた。




「お前はどんだけヒマなんだ」




　……などと言わないでほしい。

　知的探求心の表われ、とでも思っていただきたい。

　で、結論───。




　います。

　ダイスの神様。

　絶対。




　もちろんリプレイではすべてのダイス目を書いてるわけではないし、出目の統とう計けいを取るにはダイスを振った回数は多いわけではないだろう。

　だが、そんなことはどうでもいい。

　言いたいのは、神様がいるかいないか、ではない。

　リプレイとは、ＧＭとプレイヤーが協力して作った話をダイスがさらに盛り上げ、新しい方向に道を作っていく───他では見られない物語の創造方法だな、と再確認できたことだ。

　そんなわけで、今回もそんなノリで行ってみたいと思う！




　　　＊　　＊　　＊




　……と、ここから口調をガラリと変えまして───。




　では、本編に入る前に言っておきたいことがひとつあります。……まあ、リプレイを文庫で出すたびに言ってることですが（笑）。




　まず、表紙に惹ひかれて本書を小説だと思って手にとったあなた。




　本書は、富士見書房から発売されているＴＲＰＧ『アリアンロッド』を使用した〝リプレイ〟と呼ばれるものです。

　こんな言葉に耳慣なれないって人のために、恒こう例れいとなった説明をば少し。




　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Roleplaying Game）の略称で、文字通りゲームの一種です。

　『ラグナロクオンライン』や『ファイナルファンタジーXI』のような、大だい規き模ぼネットワークＲＰＧのごとく、プレイヤーは自分のキャラクターをひとり創って（これをＰＣ……プレイヤーキャラクターと呼ぶ）操あやつり、仲間といっしょに冒ぼう険けんや物語を楽しむ遊びです。

　ただ、コンピュータやゲーム機は必要ありません。

　用意するのは、ルールブックと筆記用具、いくつかのダイスに想像力。

　あとは、一緒に遊んでくれる友人───。

　ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼ばれる進行役とプレイヤーたちが会話をしながら物語を進めていきます。

　仲間同士で楽しむためにアドリブで演劇をするよーな雰ふん囲い気きが近いかもしれません。

　シミュレーションゲームのように勝ち負けはなく、参加者のみんながそのストーリーや扱あつかったキャラクターを楽しめれば〝勝ち〟と言えます。




　そして、ＴＲＰＧを遊んだ風景を文章に書き起こしたのが〝リプレイ〟です。

　ちょっと口では説明しにくいこの遊び、その遊び方やプレイしている雰囲気を伝えるために最適の手段と言えましょう。

　このリプレイで使用されているＴＲＰＧルールは、富士見書房から発売されている文庫型ＴＲＰＧ『アリアンロッド』、およびその各種サプリメント類です。

　もし、本書を読んで興味を持った方は、ぜひともルールブックの方も手にとってやってくださいませ。全国書店、並びにゲームショップで絶賛発売中でございます（笑）。

　関連書籍については富士見書房および、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社のサイトを見て頂けると幸いです。




　　　＊　　＊　　＊




　さて、本書には二編のリプレイと四コマまんがが収録されています。

　これを簡単に解説しておきましょう。




　リプレイ「ノエルと白馬の王子」───。

　この本を手にとってくださった方ならご存じかと思いますが、昨年完結した『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズの番外編です。

　今回はＰＣの中からノエルとトランにスポットをあててセッションしています。

　物語は第三巻『ノエルと白亜の悪夢』に収録された「みっしょん05」と「みっしょん06」の間の話です。みっしょん06では〝あのイベント〟があるわけで……おかげで本セッションは────────なぜか爆笑の渦うずでした。

　やはり、ＴＲＰＧは楽しんで遊ぶものですね、うん（笑）。







　リプレイ「魔を貫つらぬくもの」───。

　巻頭の口絵コミックを読めば理解できると思いますが……「『アリアンロッド』でこんな遊び方を……っ」と思いたくなる一本です（笑）。

　著者は久く保ぼ田た・悠ゆう羅ら。『ハートフル』シリーズを手がけてる男です。

　パーティを組んでランダムダンジョンに潜り、キャラが死んだプレイヤーは、会社で仕事してる別のプレイヤーに入れ替えて続行───。

　その顚てん末まつがどうなるかは、あなたの目でお確かめください。




　四コマまんが「ノエルと四つのコマ」───。

　こちらはお題のとおり、ノエルたち『ルージュ』のキャラが活躍する四コマまんがです。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社が発行している会報「ゲーマーズ・フィールド」誌に連載されたものを、再収録しました。

　リプレイとはまたちがった〝面白さ〟を見てやってください（笑）。




　そして、ゲーマー向け＆「ルージュ」ファン向けのあなたのために、巻末にはおまけのページを用意しました。




　巻末の「アペンディクス」のコーナーには、ふたつのコンテンツが収録されています。




　悪の秘密結社ダイナストカバル資料＆データ───。

　これでキミも今日からダイナストカバルの構成員！

　本コーナーには、地域密着型悪の組織・ダイナストカバルの解説に加え、この組織に入会しないと得られないアイテムの数々をご用意。加えて、ダイナストカバルに所属するエネミーたちをデータで紹介します。

　ぜひともシナリオに登場させて、この偉い大だいなる悪の組織の力を堪能してください！




「アリアンロッド・リプレイ・ルージュ」設定資料───。

「ルージュ」シリーズは、ＰＣたちが装備を変更すると、リプレイの挿絵でキャラクターたちの絵が変わるというイラストレーター泣かせの企画でお贈りしました。

　ノエルたちの装備変更の歴史を、ここでもう一度お楽しみくださいませ。




　では、そんなところで───そろそろ本編の方にまいりましょう！
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　それは、最後の楽しいひととき




　さてさて、内容盛りだくさんでお贈りする本書───そのトップバッターは『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』、その番外にして短編となります「ノエルと白馬の王子」！

　この本を手にとってくれた方はご存じだと思いますが、『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』とは第一巻『ノエルと薔薇の小箱』から始まる、リプレイシリーズのことです。

　それまで、幸せに育ってきた少女ノエルが、十六歳の誕生日に自分が実の子供ではなかったことを知らされ、過去を求めて旅立つ……そんなお話しです。

　彼女は、〝薔薇の武具〟と呼ばれる伝説の武具を開封する能力を持っており、武具をねらう数々の組織からやってきたエージェントたちに声をかけられます。

　神殿からは正義に燃える神官クリス＝ファーディナントが、悪の組織ダイナストカバルからはお人好しの魔術師トラン＝セプターが、そしてヴァンスター帝国からは刑期二千年の大犯罪者エイプリル＝スプリングスが……。

　一触即発の状態で始まった四人の旅は、いつしかノエルを中心に楽しさ、そしてに笑顔にあふれたものになります。

　しかし、旅が終盤に近づいた時───……。

　本シリーズは、二〇〇七年九月、第四巻『ノエルと蒼穹の未来』の発売をもって完結しました。今回お贈りする「ノエルと白馬の王子」を読む前に、ぜひとも本編の方もご覧になっていただけると感激です。




『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズ

第一巻「ノエルと薔薇の小箱」ISBN 4-8291-4465-3-C0176

第二巻「ノエルと翡翠の刻印」ISBN 4-8291-4474-2-C0176

第三巻「ノエルと白亜の悪夢」ISBN 4-8291-4485-8-C0176

最終巻「ノエルと蒼穹の未来」ISBN 978-4-8291-4511-1-C0176




　今回お贈りするリプレイは、第三巻『ノエルと白亜の悪夢』に収録された、みっしょん05直後の出来事です。ラインの街での事件を解決し、久々に訪れた休日───物語がクライマックスに向かう直前の、四人が過ごした最後の楽しいひとときを描きました。

　ドラゴンマガジン二〇〇七年一月号と二月号にわけて前後編で掲載されたリプレイを、少し増量して再掲載しています。

　では、能書きはここまでにして……そろそろリプレイ本編に参りましょう！








[image: ]

















「ちょ……っ」




　ノエルが、胸むな元もとを隠かくすようにマントを右手でわし摑づかみ、あとずさる。

　男は彼女ににじりよりながら、いやらしげな笑みを浮うかべ……口を開いた。

「ノエル。さ、遠えん慮りよせずに脱ぬいでくれたまえ？　ここで拝はい見けんさせていただこうじゃないか。……それとも我わが輩はいが手伝うかね？　ん？」

　ノエルは、意を決した。

　眼がん前ぜんに迫せまる男を見上げて睨にらみつけ、身体からだをふるふると震ふるわせながら───




　胸きよう部ぶを覆おおう鎧よろいの留とめ金がねに、手をのばした。








　PREPLAY




　◆Preplay 01◆文もん句くが来たらなんとかしてくださいね!?




　時に二〇〇六年某ぼう月げつ某ぼう日じつ。

　ドラゴンマガジン誌し上に前ぜん後こう編へんで「ルージュ」のリプレイ掲けい載さいが決定し───この日、セッション収しゆう録ろくが行なわれた。

　セッション本番前は、例のごとく無む駄だ話ばなしに花が咲さき───




「ほんとほんと……っ、もうすごい技わざで名めい刺しを渡わたしてくるんです、その勧かん誘ゆうの人……って、あ、すみません関係ないですねこんな話っ、ゲーム……っ、ゲームを進めましょうっ!!」




　力丸さんは、いきなりかっ飛ばしていた。




　　　＊　　＊　　＊




きくたけ：というわけで、そろそろセッションの方に入ります（笑）。

クレバー矢野：（つぶやくように）これがトランの最後のセッションか……。




　アリアンロッド・リプレイ・ルージュ第三巻かん『ノエルと白はく亜あの悪あく夢む』において、これまでメンバーの中ちゆう核かくだったトラン（クレバー矢野のキャラクター）は、壮そう烈れつな戦死を遂とげた。




力丸：（泣きそうな声で）ぇああぁああ～……トランさあん～……わたしが殺したとか文もん句くのメール来たらなんとかしてくださいよぉ……っ？

一同：そこかいっ!?

力丸：でもぜったいわたしが殺したとかメール来そうで～……っ！　最近、リプレイの感想、いっぱいメールもらうんですよ。「あまりトランをいじめないでください」というメールがほんと多くて～。い、いじめてないですよねぇっ!?

トラン：別にいじめられてませんよ（笑）。

きくたけ：（……三巻の冒ぼう頭とうはいじめられていたような）。

力丸：はい？

きくたけ：いえ、なんでも（笑）。……さて！　今回のセッションは、〝出生の秘ひ密みつ〟がどうとか〝秘められた過か去こ〟がどうとか……そのような難むずかしい話は一いつ切さいなし！　お気楽極楽のストーリーを展てん開かいしようと思います！

力丸：お気楽極楽ですかっ。

きくたけ：ええ！　で、今回はリプレイの中からノエルとトランのふたりを投入。これに新キャラをひとり加えてのセッションでーす。……はい、ご挨あい拶さつを。

伊藤：は、新人の伊藤です。よろしくお願いします。

力丸：よろしくお願いいたします～。

ＧＭ：この伊藤というのは、うちの会社の新入社員（←セッション当時の話である）でライターです。ＴＲＰＧではシリアスかつ、かっこいいキャラクターが好きだけど……いつも肝かん心じんなところで判はん定ていに失敗して「（シリアスに）ば、馬ば鹿かな……」と、死にます。

伊藤：変な先入観を植え付けないでくださいよ菊池さん!?

力丸：そうなんですか～すごいです～。

伊藤：すごくないですから!?

力丸：大だい丈じよう夫ぶですよ！　ダイス目って悪いものです！（力いっぱい）がんばりましょう、伊藤さんっ。

伊藤：い、いや……その……。

ＧＭ：（笑）。では、今回のシナリオの〝今回予告〟を読み上げます！（声を作って……）「今、ラインの街は───……」




　　　＊　　＊　　＊




今回予告───




「今、ラインの街は三日にわたる大きな祭りの真っ最中だった。

　祭りがもっとも盛もり上がる、その二日目。

　クリスも、エイプリルも、用事があるとかでマビノギ探さがしは少しだけお休みだ。

　突とつ然ぜん訪おとずれたこの休日、祭りを楽しもう。

　ノエルはそう思った。




　だが、嵐あらしは白馬と共にやってきた」




　アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

　みっしょん5.5

『ノエルと白馬の王子』




　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいが、キミを待つ！」




　　　＊　　＊　　＊




一同：………………。

力丸（以下、ノエル）：あ、あの……（笑）。

クレバー矢野（以下、トラン）：はくばって……白い馬のことですか。

きくたけ（以下、ＧＭ）：他になにがある。

ノエル：白馬の王子……（笑）。

トラン：なにか嫌いやな予感が……ろくなハンドアウトをもらえない気がする……（笑）。

ＧＭ：なに言ってんだ。今回のハンドアウト、めちゃくちゃ素す敵てきな内ない容ようだよ！　特にノエルのハンドアウトは、自分で言うのもなんだが……最高に美しい！

ノエル：う、美しいですか……っ。

ＧＭ：ええ！　そんなわけでノエルのハンドアウト、読みあげます！（声を作って……）

ノエル：（わくわく）。

ＧＭ：「白馬の王子───」

ノエル：……ふっ…（下を向いて噴ふいた）。

ＧＭ：いや、そこは笑うとこじゃないです。

ノエル：す、すみません……（笑）。




ノエル用ハンドアウト（力丸乃りこ）




　白馬の王子───。

　大人になる前、少女が一度は夢ゆめ見みるもの。




ノエル：（笑いをこらえながら、首をひねる）。




　それは自分を守ってくれる騎き士しであり、それはガラスの靴くつを履はかせてくれる者であり、それは永えい遠えんの愛を囁ささやき続ける伴はん侶りよであり──。

　しかし夢は儚はかなく消えゆくものと……誰だれもが現げん実じつを知って大人になっていく。

　それゆえ、キミは驚おどろいた。

　……まさか、白馬の王子が目の前に現あらわれるなんて。

コネクション：白馬の王子　　関係：白馬の王子




トラン：関係が白馬の王子ってなんだよっ!?

ノエル：しかも現われますよ……っ。

トラン：問答無用で殴なぐり倒たおしそうだ。
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　トラン用ハンドアウト（クレバー矢野）




　キミの愛する組そ織しきダイナストカバルは、未み曾ぞ有うの危き機きに陥おちいっていた。

　軍ぐん資し金きんが、底をついたのだ。




トラン：なんと!?（一同大爆笑）それは一大事だっ!!

ノエル：（可か憐れんにシリアスな声で）と、とうとう……っ、恐おそれていたことが……っ。




　最近、組織の大きな収入源であるテキ屋が、次々と新しん興こうのテキ屋に駆く逐ちくされているという。




トラン：うちは悪の組織なのに……テキ屋が主な収しゆう入にゆう源げんだったのか……（笑）。お祭りの屋台とか……海の家とか……。

ノエル：屋台とかっ、海の家とかっ（笑）。




　……稼かせがなくてはならない。

　そんなおり、大だい首しゆ領りようから送られてきたのは小さな屋台と、実に素す敵てきな踊おどり子こ衣い装しようだった。

コネクション：大首領　　関係：恩おん人じん
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トラン：そうか……ラインの街のお祭りで、お金を稼げという話ですね。今回。

ＧＭ：です（笑）。では、次は伊藤のハンドアウトー。




　伊藤キャラ用ハンドアウト




　ゴンザレス＝ゴールドマン伯はく爵しやく───。

　それが、キミが憎にくむべき男の名だ。

　奴やつは、キミの愛する妹を花はな嫁よめという名目で……金で買ったのだ。

　だが、男は子こ供どもがおもちゃに飽あきるように、彼女を捨すて去さった。

　彼女の心は、永えい遠えんに壊こわれた。

　だからキミは、悪あく魔まに魂たましいを売うり渡わたしたのだ。

　力を得るために。

　復ふく讐しゆうのために。

コネクション：七つの名を持つ魔ま族　　関係：主人




トラン：質しつ問もんがあります菊池さん。

ＧＭ：ゴンザレスもゴールドマンも名字なのは仕様です。

トラン：そこじゃなくて……っ、いや、そこもツッコみたいですが！（笑）なんか伊藤キャラのハンドアウトだけ我われ々われと世界がちがいませんか！

ＧＭ：シリアスにしてみました。

伊藤：かっこいいハンドアウトですね。妹の復讐のために魔族と契けい約やくした男……すばらしい！（←どんなキャラにするか妄もう想そう中）

ＧＭ：もちろん、内ない容ようは変えてもいいよ。変えるなら相談にのります（笑）。ぶっちゃけ、「ゴールドマン伯爵が自分の仇かたき」という部分が守られれば、ＯＫです。

伊藤：（ちょっと考えて）……いや、そのままでいきます！

ＧＭ：よし、それじゃキミのキャラだけ作ろうか！　今回はみっしょん5.5ということで、リプレイ第三巻、みっしょん05と06の間のエピソードでーす。ノエルとトランのレベルは７なので伊藤くんもそれで作ってくれい。

伊藤：うっす！




　───こうして、ノエルとトランに続く三人目のキャラクターの作成が始まった。

　小一時間ほどが経たって……。

〝妹の復讐のために魔族と契約した暗殺者・ヴァル〟は、このエリンディル世界に生み落とされたのだった。








　OPENING PHASE




　◆Opening 01◆危機と屋台と踊り子衣装




「……頼たのむぞ、トラン＝セプターよ。

　ダイナストカバルをこの未曾有の危機より救うことができるのは……お前だけなのだ」




　今日も携けい帯たい大首領を通して命令は下された。

　大首領との交信を終え、トラン＝セプターは新たな決意をその胸むねに誓ちかった。




ＧＭ：というわけで最初のシーンは、ラインの街の宿屋で、トランが大首領からの指令を受け終わったところだ。

トラン：ではこのトラン＝セプター……粉ふん骨こつ砕さい身しん───我われらが組織のために働きましょうと返事をし……交信を終えます。

ＧＭ：キミが携帯大首領のスイッチを切って……ふと気がつけば、部屋の中にはいつのまにか衣装ケースが置かれている。

トラン：封ふうを解といてみると……おお、なんとすばらしい踊り子衣装！

ＧＭ：そうそう。さらに窓まどの外には、いつのまにか屋台がどーんと置かれていた。

トラン：い、いつのまに……！（笑）

ＧＭ：屋台ののれんには、「やきそば・かばる屋」と書かれているな。

一同：かばる屋！（笑）

トラン：これぞ我わが組織の命運を握にぎる……最後の砦とりで！

ノエル：さ、最後の砦……っ（わなわな）。

ヴァル：というか、やきそば……あるのか……（笑）。

トラン：では、さっそく……ノエルに協力を求めにいきましょう。一円でも多く、送金するために！　ノエルの部屋に行きます！

ＧＭ：ＯＫ。ではこのシーンを閉じまーす！

一同：はや！（笑）




　◆Opening 02◆それは大事なお願いだった




　───まどろむ心。

　外から聞こえる喧けん噪そうに、ノエルの意い識しきが覚かく醒せいしていく。

　窓まどから見える太陽は高みにあり……今が、お昼を過すぎていることを教えてくれた。




ＧＭ：と、ここでノエルのシーンだ。キミはこの明け方、ひとつの事じ件けんを終えて眠ねむりにつき……今、目覚めたところだ。気がつけば、外から喧噪が聞こえてくる。




　なお、ここで言われている〝ひとつの事件〟とは、リプレイ『ノエルと白亜の悪夢』のみっしょん05のことである。




ノエル：あ、お祭りですね！　じゃあ、その楽しそうな雰ふん囲い気きに……むく。起きました。

ＧＭ：で、そんな時───。

トラン：〝……コンコン〟ノエル、起きていますか？　あなたに……お願いがあってやってまいりました。

ノエル：な、なんですかあらたまってっ？　えとっ、なにかはおってドアを開けますっ。
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トラン：するとそこには、土ど下げ座ざをするわたしの姿すがたが（一同大爆笑）。

ノエル：なんですかトランさん……っ、なんなんですかっ……な、な、なんで土下座っ……。

トラン：（シリアスな声で）……どうしてもお願いしたいことがあるのです。

ノエル：と、とりあえず立って……立ってくださいっ……立って立ってっ。

トラン：あのですね……その……（追いつめられた声で）いろいろと事じ情じようがあるのですっ。

ノエル：は、はい……っ。

トラン：（がしっと肩かたをつかんで）つまり！

ノエル：はいっ、はいっ。

トラン：なにも言わずにこれを着てください！

ノエル：な、なんですかっ、こ、このいかがわしい衣い装しようはっ！

ＧＭ＆トラン：いかがわしいのかっ!?（笑）

ノエル：こ、これはいったい……っ。この踊おどり子の衣装ってトランさんが着るものじゃなかったんですかっ。

トラン：なんでわたしが着るんですかっ!?

ノエル：ち、ちがうんですかっ!?




　素すでそう思っていたらしい。




ノエル：だからいかがわしい衣装ということにしたんですよっ。

トラン：これはあなたに着てもらいたいのです。それには、重大な理由がありまして。

ノエル：な、なんでしょうっ。

トラン：わたしはこれより……（意を決するように）ヤキソバを売らねばならんのです！

ノエル：トランさん、ヤキソバを売るんですか～行ってらっしゃい～。

トラン：あっさり拒きよ否ひしないでください!?　あなたにその客引きをやってほしいと頼たのんでるんじゃないですか！　この任にん務むには、多くの人の生活がかかっているのですっ！

ノエル：おおくのひとのせいかつがっ!?

トラン：そして、この任務が成功するかどうかもっとも重要なのが……あなたです！

ノエル：あたしが！

トラン：ええ。そしてこれはただのアルバイトでもありません。そう……あなたのクラスはなんですか！

ノエル：ウォーリア／ダンサーですっ。

トラン：ははは、そうでしょうそうでしょう。つまりただの客引きと見せかけて、これはあなたのダンサー修しゆ業ぎようでもあるのです。

ノエル：そっ、そうなんですか？

トラン：ええ……。

ノエル：ト、トランさん今、目をそらしましたよっ!?（一同大爆笑）なんで目をそらすんですかトランさんっ……なんで客引きで踊ることが修行になるんですかっ（笑）。

ＧＭ：ダンサースキルにあるでしょう。《ウォーターステップ》とか《ファイアステップ》とか。

ノエル：あ、ありますねっ。《クイックステップ》とかもっ。

トラン：そうそう、ステップを踏ふむ練習になるということです。

ノエル：なるほどっ。わ、わかりましたっ、修行とあらば……それに多くの人の生活が懸かかるというなら……っ。

トラン：それって実は、わたしの家族のことでして……。

ノエル：（わざとらしく愕がく然ぜんとした絶ぜつ対たい無む敵てき可か憐れんな口調で）……か、家族っ。トランさんが初めて自分の家族のことを……っ、ト、トランさん、いつも笑っているけどきっと、病気のお母さんとかがいるかもしれない……っ、トランさんの手をガッとにぎって───わかりましたっ、やりましょうっ。

トラン：うう、ありがとうございます……。




　ほとんど詐さ欺ぎ師しと被ひ害がい者しやの会話である。




ＧＭ：では、ノエルがトランの願いに涙なみだしたところでこのシーンを切りましょう（笑）。




　◆Opening 03◆闇やみの中に狂きよう気きの瞳ひとみ、光る




　その男の残る人生は、復ふく讐しゆうのためにあった。

　人でありながら、魔ま族ぞくに魂たましいを売った者の未来に、輝かがやかしい光が訪おとずれることはない。

　だが、男は後こう悔かいしていなかった。

　妹の心を壊こわした者の命───。




　それが、男のもっとも望むものだった。




ＧＭ：……闇の中で〝ぼうっ〟と松明たいまつの光がゆらぐ。それはどこか遺い跡せきのような場所。広々とした石いし造づくりの部屋の奥おくに玉ぎよく座ざのような椅い子すがあり、ひとりの女じよ性せいが座すわっている───だが、女性は全身を黒い衣装で身を包み……その顔を見ることはできない。その口元だけが妖よう艶えんに笑んでいる───。

一同：おお？

ＧＭ：と、ここからはヴァルのシーンだ。舞台は、どこかの遺跡の奥……ヴァルが仕える魔族のアジトだな。

トラン：こ、このシーンだけわたしらと雰囲気がちがう！（笑）

ノエル：ほ、ほんとですよっ。

ＧＭ：ええ、伊藤の趣しゆ味みにあわせてみました。シーンはヴァルが主あるじから与あたえられた任にん務むを終え、帰き還かんしたところから始まる───。

ヴァル：（シリアスな雰囲気で）───主よ。

ＧＭ：主と呼ばれた魔族の女は、ふいにかけられた声に、キミの方を向いた。「……はやかったわね。首しゆ尾びは……どう？」

ヴァル：（シリアスな雰囲気で）聞くまでもないな───と、なにか丸いものがたくさん入った布ぬの袋ぶくろをごろん、主の足元に放ほうる。

ＧＭ：「───なるほど、たしかに聞くまでもないようね？」よく見れば、その袋ふくろからは大量の血が滲にじんでいるのがわかる。

ノエル：な、なにが入ってるんですかっ!?

ＧＭ：「今回は、何人殺したの───？」

ヴァル：……百から先は、数えていないな。

ＧＭ：その答えに満足したのか、女は再ふたたびほくそ笑み───その話を切り出した。「……じゃあ、次の任務よ。今、ラインの街で、人間どもが大きな祭りをやっているのは知っているわね？」

ヴァル：ああ。そこにやってくる要人を殺せ───そんな話か。

ＧＭ：「いいえ。もっと大事な役目よ。あなたにとって、ね」女は目を細めて笑み、意味深なセリフを口にする。

ヴァル：もったいつけるのはやめにしてもらおう。

ＧＭ：「ふふ。あなたに頼みたいこと。それは───」

ヴァル：ああ。

ＧＭ：「祭りに出店している屋台のひとつを手伝いなさい」

ヴァル：……。

ＧＭ：「……」

ヴァル：断ことわる。

ノエル：こ、断わりましたよっ（笑）。

ＧＭ：「最後まで話は聞くものよ？」

ヴァル：なぜ俺おれが出店など手伝わねばならん。

ＧＭ：「その出店のひとつにね───あたしと同どう盟めい状じよう態たいにある、ある組織が関わっているのよ」（一同大爆笑）

トラン：ダ、ダイナストカバルかっ!!（笑）我が組織は魔族とも組んでいるのかっ!?

ヴァル：だ、だからといって屋台を……ましてやヤキソバを売るなど───。




　なぜヤキソバと知っている。




ＧＭ：「貴方あなたはこれまであたしのために尽つくしてくれた───だから、褒ほう美びにこの任務を与あたえるの」

ヴァル：褒美……？

ＧＭ：「ええ。ゴンザレス＝ゴールドマン伯はく爵しやく───わかるわね？」

ヴァル：（シリアスな雰囲気で）ゴンザレス……あの男が───。




　なぜかここで全員、一いつ斉せいに大爆笑する。




ノエル：（笑いをこらえてふるふる震ふるえつつ）……シリアスにごんざれすって言われても～……（笑）。

ヴァル：（シリアスな雰囲気で）……いいだろう。出店だろうがなんだろうが、過か程ていはどうでもいい。目的さえ、果たせればな───あの男が、今回の任務に関わっているのだな？

ＧＭ：「そうよ。その男をどうするかは、貴方あなたの自由にしていいわ」

ヴァル：最高の任務だ。礼を言う───と、すぐさま振ふり返って部屋を出て行く。

ＧＭ：暗闇の中に、キミの足音が響ひびく。魔族の女は、いつのまにか手にしていたグラス───そこになみなみと注がれた真っ赤な液えき体たいをくっ、と飲み干ほし……キミを見送った。

トラン：む、無む駄だに悪役っぽい（笑）。

ＧＭ：闇の中から、人の住む光の世界へ。外に出て、夜空を見上げ───キミは妹のことを思い出し……。

ヴァル：ええ、そこでかつての妹の笑顔と、心を失ってしまった無む表ひよう情じようの今の顔を交こう互ごに思い出し……ぽつりと彼女の名をつぶやきます。

一同：……。

ヴァル：……。

一同：……？




　全員が、最後の言葉が発されるのを待つ中で───ヴァル（のプレイヤー）は、つぶやくように……言った。




「……しまった。妹の名前、決めてなかった」








　MIDDLE PHASE




　◆Middle 01◆ヤキソバと舞まい姫ひめ




　心が、満たされていく。

　トランは今、自分が生きていることを肌はだで実感していた。




ＧＭ：というわけで、次のシーン───トランとノエルの方にいってみよう。

ノエル：はいっ。どんなシーンでしょう～。

ＧＭ：えー……。

トラン：……。

ＧＭ：〝じゅうぅうううううぅ～……っ！〟（←鉄板でヤキソバを焼く音）（一同爆笑）

トラン：かぐわしいソースの香かおりが……！

ＧＭ：今、トランは屋台に立って一いつ生しよう懸けん命めいヤキソバを焼いている。どうもダイナストカバルが裏うらから手を回して、この祭りの中でも一等地と言える場所に、出店のスペースをもらったらしい。

トラン：おお、さすがは大だい首しゆ領りよう！　なんといっても、出店は場所取りが大事ですからね。

ノエル：（←手を叩たたいて笑っている）。

ＧＭ：出店の前には、大きな人だかりができている。その人の輪の中央、不思議な衣い装しように身を包み……軽けい快かいなリズムにあわせて踊おどるのは───ノエルだ。

ノエル：しゃしゃしゃー。




　踊っている音らしい。




ＧＭ：あ。ところでノエルの衣装はどんなのにしよう。イラストに起こすかもしれません。

ノエル：じゃあ……ヘソ出しで！　せくしぃなので……っ！　前はヘソ出しを希望したらボツにされたので！（笑）




　アリアンロッド公式サイト参照である。




ＧＭ：キミは、人の輪の中で、情じよう熱ねつ的てきに踊りを舞まう。静から動へ。閉へい塞そくから解かい放ほうへ───次々と変わるキミの舞いの表ひよう情じように……。

トラン：はい、そこで《ウォーターステップ》！　ターンして《ファイアステップ》！（一同大爆笑）

ＧＭ：すごい勢いきおいで【ＭＰ】がなくなりそうだ。

ノエル：お、おかしいおかしい……っ……【ＭＰ】がどんどん減へっていきますよっ（笑）。




　スキルの使用には【ＭＰ】を消費するのである。

　なお、当然だがここでは実際に【ＭＰ】の消費はしていない（笑）。




ＧＭ：集まる人々は、キミの踊る姿すがたに完全に見とれ……ヤキソバも飛ぶように売れている（一同大爆笑）。

トラン：は～い、並ならんで並んで～まだまだいっぱいありますからね～。じゅじゅううー。

ＧＭ：ヤキソバの代金に加え、えらい勢いきおいでおひねりが飛んでくるんですが……ここから重要です。このヤキソバの売り上げとおひねりでどれくらい稼かせいだのか。これが大事です。

トラン：つまり？

ＧＭ：判はん定ていします。

ノエル：判定するんですかっ!?

ＧＭ：もちろん！　そしてここで稼いだお金の額がくが、今回のシナリオで大変重要なものとなります。

トラン：なんと！　そ、その金額の決定方法は……？

ＧＭ：表を用意してきました。ノエルの踊りが素す晴ばらしいものであるほど、お金は稼かせげます。判定は、【敏びん捷しよう】で行ないます。

ノエル：び、【敏捷】ですかっ……。

ＧＭ：ここに三枚まいのドロップ品チャートがありまして……まず、ノエルの判定の達成値ちによってどのチャートを使うか、決めます。

トラン：なるほど、そこでドロップ品のチャートでダイスを再ふたたび振ふるのか。

ＧＭ：そうそう。もちろん、スキルもギルドスキルもフェイト……なんでも使ってＯＫ！　そしてここで稼いだお金が多ければ多いほど、今回のシナリオのクリアが楽になる。

トラン：ほ、ほう。

ＧＭ：そして、使い残した金額がダイナストカバルヘの送金額になります。

トラン：そうなのか!?（笑）さあ、ノエル……お願いします！　フェイトと《クイックステップ》を使ってダイスを増ふやしましょう！

ノエル：で、でも……【敏捷】……あたしダメなんですよね……【敏捷】～。

トラン：弱気にならないで───っ!?

ノエル：い、一いつ般ぱんの方が振るダイス目の平へい均きん値ちよりかなり低く見積もっていただけると～。

トラン：お願いだからがんばって───っ!?

ノエル：じゃあ……いきます！（ぐっとダイスを握にぎりしめ……）




　テーブルの上に、四つのダイスは解とき放はなたれた。乾かわいた音を立て……運命のダイスは転げ回る。

　結果としてノエルたちが稼いだ金額は……。




トラン：よしっ、最高額の二〇〇〇Ｇ！

ノエル：や、やった！　やりましたよっ！

ＧＭ：ち（笑）。ではノエルが踊り終えると……大だい歓かん声せいと拍はく手しゆが巻まき起おこった。雨あられとおひねりが降ふってくる……！

トラン：いかん……っ、幸せだっ!!（笑）

ＧＭ：周囲の店が閑かん散さんとするほど、客が集まったようだね。

トラン：はっはっは、ちょっと気分がいいですよ？

ノエル：ト、トランさんっ、踊ってるのはあたしですよっ。

ＧＭ：……と。飛んできたおひねりを拾い集め、トランが金額を数え出したところで一いつ旦たんシーンを切りまーす（笑）。
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　◆Middle 02◆白馬の王子




　白馬の王子───。

　それは、少女が誰だれでも一度は夢ゆめ見みるもの。




　……そのはずだった。




ＧＭ：では、ここでおもむろに次のシーンに入りまーす！　舞ぶ台たいはさっきのシーンの直後。ノエルのダンスショー、その興こう奮ふんもさめやらぬ中───。

トラン：わたしは必死にお金を数えています。

ノエル：な、なんて現げん実じつ的てきな……っ。

ＧＭ：すでにショーは終わって、その場は解かい散さんとなっている。笑顔にあふれた子こ供どもたち。手をつなぎ、微笑ほほえみあう恋こい人びとたちの姿───みな、今の踊りのことを楽しそうに語りながら帰っていく。

ノエル：恋人さん～……じゃあちょっとうらやましそうに見送って……はー、いいことしたなあーと、トランさんの方をちらりと見ると……。

トラン：やはり必死にお金を数えています。

ノエル：ト、トランさん……。

ＧＭ：と、ノエルがトランをじとー……っと見たその時だ。（チンピラ風に）「おい……おめえら、誰に断ことわってこの場所で商売してんだ……あー？」

ノエル：な、なんなんですか……!?　誰ですかっ。

ＧＭ：振ふり向けば、二十人ほどの男たちがキミらの屋台を取り囲んでいた。

トラン：我われ々われは大首領の手配でこの場所に店を……。

ＧＭ：「知らんなあ、そんな奴やつぁ？」

ヴァル：ただのチンピラだ。

ＧＭ：「まあとにかくよぉ、ここは我われらが主あるじ……ゴンザレス様のシマよぉ？　ショバ代を払はらうか……そっちのねーちゃんを頂いただいていこうか？　ずいぶんと稼かせげるようじゃねえか」

トラン：だ、だめですよ？　踊おどり子こさんには手をふれないでくださいよ？　彼女がいないとこの屋台、経けい営えいが成り立ちませんから。

ＧＭ：「だから女をよこせっつてんだ。あ？」そう言いながら二十人の男たちが、手に得物を持ってにじりよる。

トラン：しかたありませんねえ……と、屋台の前に出て魔ま法ほうを……。

ヴァル：ああ、それでトランがノエルを救って白馬な王子の演えん出しゆつになるのか（笑）。

ノエル：なるほどー、プレイヤーも王子ですしっ。

ＧＭ：いや、トランが攻こう撃げき魔法をぶっ放すことは、結局ないんだ。

トラン＆ノエル：お？

ＧＭ：なぜならば───（あやしげな声で）「これこれ、女じよ性せいをそぉんなふうに困こまらせるもんじゃあ～なあぃよ～？」（一同大爆笑）

ノエル：だっ、誰ですか……そのあやしげな声は……だ、誰っ……だれぇ!?（大爆笑）

ＧＭ：その声に、チンピラどもがざっと左右に分かれて道を作る。その中央を悠ゆう然ぜんと歩いてくるのは……五十歳さいくらいで恰かつ幅ぷくのいい、しかしあやしくヒゲをたくわえた……うさんくさそうな男。その金色のスーツがその男の趣しゆ味みの悪さを表わしている。

トラン：テキ屋の……親分？

ＧＭ：「んん～～ノエルくぅん……探さがしたよお～……」

ノエル：う、うさんくさい……っ、なんであたしの名前をしっているんですか～（笑）。

トラン：そのねっとりした口調はやめろ！（笑）誰だお前はっ!?

ＧＭ：「ん？　我わが輩はいを知らんと？」

トラン：わ、我が輩……っ!?（笑）

ＧＭ：「んー……そうねえ、我が輩は言うなれば……」と、そこでキミらはあらためて気づくんだ。

一同：というと？

ＧＭ：その男は、白馬に乗っていた。

一同：お前が白馬の王子かよっ!?（大爆笑）

ノエル：ちょ……っ……（笑）。

ＧＭ：「んんー、そう……我が輩はノエルくんの白馬の王子さあ。キミの婚こん約やく者しやだよ」

ノエル：えぇ──────っ!?　い、いつのまに……っ、いつのまにそんなことに……っ、初めてお会いしましたよっ!?

ＧＭ：「キミの親が決めた婚約者だからねえ。ほら、ここに契けい約やく書しよもある」ぺらり差し出した紙には、こう書かれている。




「ノエルを嫁よめにやる　───父、母」




ノエル：えぇ───っ、なっ、なぜにっ……お父さんとお母さんが～っ!?

トラン：その契約書は、ニセモノでは？

ノエル：そ、そうですよっ。これが本物だって証しよう拠こはありませんっ。

ＧＭ：では、【知力】の判定をどうぞ。

ノエル：えっ……（自分のキャラクターシートを見て）ち、【知力】……っ、えぇー……やだすごく低いっ（笑）。

トラン：大だい丈じよう夫ぶ。クリティカルを出せばいいのです。

ノエル：そ、そうですよね……っ、で、でもそんなプレッシャーをかけないで……っ……！（ダイスを振る）




　ピンゾロ───ファンブルである。




ノエル：ほらっ、ほらっ……ほらあ───っ!?（一同大爆笑）そ、ダメなんですよっ、ダイス目が悪いんですからそんなにプレッシャーを……かけるからですねっ……ほ、ほらあ……もぉう───っ!?

トラン：落ち着いてくださいっ!?（笑）

ヴァル：す、すごい……リプレイで書かれてるダイス運、ほんとなんですね……。

ＧＭ：もう、その契約書は本物にしか見えません。というか実じつ際さいに本物なんですがね。

ノエル：本物なんですかっ!?　この人の名前すら知りませんよっ!?

ＧＭ：「おっと、これは失礼。我が輩の名前……名前……あー……マイ・ネーム・イズ・ゴンザレスぅ……」（一同大爆笑）

ノエル：なっ……（パンパンパンと手を叩いて）……なぁんでそんな……っ……マイネー…ム……イズ……（ゴン、と机つくえに突つっ伏ぷして大爆笑している）。

トラン：（わなわな震ふるえる声で）マ、マイネームイズ……!?

ＧＭ：「さあ、ご両親の許きよ諾だくも得ているのだ。明日の晩ばんには盛せい大だいな結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんを開こうではないかねえ？」

ノエル：明日ぅっ!?　なっ、なぜにあたしがこの人と明日結婚しないといけないんですか……っ!?　なぜにそのようなことに!?

ＧＭ：するとゴンザレスさんは、そっとハンカチで目をぬぐい───「それを聞けば語るも涙なみだな話でねえ……」

ノエル：な、なんですかっ。

ＧＭ：「なにをかくそう、キミのお父上の事業がいきなりピンチになってねえ？　あちこちから融ゆう資しを断ことわられ、資し金きん繰ぐりが悪化してねえ……」

ノエル：お父さんのお仕事が……っ!?

ＧＭ：「まったく世間の風は冷たいものでねえ……そこでこの我が輩が、融資を申し出たのだよお」

ノエル：（絶ぜつ対たい無む敵てき可か憐れんな声で）は、それはご丁てい寧ねいにありがとうございます♪

トラン：いやいやいやっ！　きっと裏うらがありますから！（笑）

ＧＭ：「ぬはは、裏などないさ？　ただ、融資するにもやはりこちらも商売人。担たん保ぽも取らずに貸すわけにもいかなくてねえ。すでにキミの家も差さし押おさえられる寸すん前ぜん！　……そこでご両親と話し合った結果───キミを我が輩の嫁にすることで、話がまとまったのだよお？」

トラン：なんでそうなる!?

ＧＭ：「家族……ファアミリィ！　我々がそうなれば身内にお金を無利子・無む担たん保ぽで貸すことを誰が止められよう！」

ノエル：な、なるほどー。

ＧＭ：「どうだね？　我々が結婚すればキミの大事なご両親が助かぁる───そんな美しい話なのだよ。ああ、なんてけなげな娘むすめであることか……」

ノエル：……。

ＧＭ：「……」

ノエル：（意を決したように低い声で）け、結婚すれば……本当に救われるんですかっ。

トラン：いやいやいやいやっ!?　どう聞いてもおかしいじゃないですかっ!?　きっとなんか裏と目的があるんですよっ!?

ノエル：も、目的ですかっ。

ＧＭ：ではそこでゴンザレスは、ノエルの全身をくまなく見回し……ある一点に目を留とどめる。

トラン：え？

ＧＭ：「んー……関係ない話だがその腰こしにさげたカラドボルグ……実に高く売れそうだね？　おお、そっちの男が装そう着ちやくしている銀色の籠こ手ても、ノエルが我が嫁になったら返してもらわねばな？　いや、ひとり言だがね」

トラン：自分でバラしてるっ!?　おもいっきり金目当てだ!?　薔ば薇らの武ぶ具ぐのこと知ってノエルを罠わなにハメたんじゃっ!?

ＧＭ：「なにをブツブツ言ってるのかね。返事は待ってもいいが、明日の晩には決めないとお父上が首をくくることになる」

ノエル：えぇ───っ、ホントに明日明日明日ですかっ、ま、待ってください心の準じゆん備びが……っ、トランさんトランさんどーしよ───っ!?　あたし結婚した方がいいんじゃないですか!?（一同大爆笑）

トラン：とりあえず落ち着いてくださいっ!?　ほら、売れ残ったヤキソバでも食べて心を落ち着かせて！

ノエル：もぐもぐもぐもぐっ。

ＧＭ：「はっはっは、さすがに急な話で動どう揺ようしているようだね？　気持ちはわかぁる……んー……（わざとらしくポン、と手を叩いて）……そうだ、突とつ然ぜんだが我が輩、とてもいいことを思いついたよ」

トラン：い、今、おもいっきりわざとらしくなにか思いつかなかったか。

ノエル：な、なんですか。

ＧＭ：「なにを隠かくそう、我が輩はとても慈じ悲ひ深ぶかい男でね？」

一同：……。

ＧＭ：「我が輩と勝負をしよう。それにキミたちが勝ったら結婚の話はチャラにしようではないかね。無利子・無担保で資し金きんも融資しよう」

トラン：それができるなら最初から融資しろってツッコミはなしですか？

ＧＭ：「なしです」

トラン：そ、そうですか……（笑）。

ノエル：あたしたちが負けたら……？

ＧＭ：「結婚することになる。もちろん、融資はするとも。実に慈じ悲ひ深い提てい案あんだろう？」

トラン：めちゃくちゃあやしい……。

ノエル：か、勝てばいいんですよ勝てばっ。

ＧＭ：「それでいい……」ゴンザレスは満足そうに笑い───。

トラン：で!?　その勝負の方法は!?

ＧＭ：「そうだねえ……我が輩は実にフェアな男だ。両者に不公平にならない勝負を……おお、そうだあ！　んんー、たった今思いついたのだがね……？」

トラン：わ、わざとらしい口調が……（笑）。で!?　早く言えっ!!

ＧＭ：「今、ラインの街は大きなお祭りの真っ最中だ。つまりぃ……たくさんあるお祭りの出店で勝負をするというのは……どうかね？」

トラン：で、出店勝負？

ＧＭ：「そう。これから六つほど出店を選び……それを題材に勝負するのだ」

トラン：めちゃくちゃあやしい……（笑）。

ノエル：で、でも、もうこれに乗るしかないですよっ。

ＧＭ：「そのとおりだよ、ノエルくん。さあ、この婚こん姻いん届とどけにサインを。これと融資契約書を賞品として勝負しよう」

ノエル：わ、わかりましたっ。さらさらさらっとサインします。

トラン：わあっ!?　まだ具体的な勝負の方法も聞いてない……っ（笑）。

ノエル：か、勝てばいいんですよ勝てばっ。

ＧＭ：「それでいい……」ゴンザレス、サインの入った婚姻届を満足そうに見つめて懐ふところにしまい───「ぐふふふ、これで契約は完かん了りようだあ」。

ヴァル：そこで登場します。（シリアスな口調で）フ、どうやら一歩、遅おそかったようだな。

トラン：お？

ＧＭ：ふいにそんな声が、どこからともなく聞こえた。急きゆう激げきに、その場に殺気が満ちる。

ノエル：あ、あの……一歩遅いって……？

ヴァル：ゴンザレス───あいかわらず、小ずるい知ち恵えの回る奴よ。そうやって狙ねらった女にサインさせて、汚きたない方法で戦いを挑いどんで……勝つ。

ＧＭ：「ぬう……なに奴っ!?」

ヴァル：そして、あとは本人のサインを盾たてにとって……強ごう引いんに婚姻を迫せまる───お前のいつものやり口だ。

ノエル：お、おそいわー！（一同大爆笑）わ、わかってたならサインを……っ、サインをする前に……っ（笑）。

トラン：こ、この声はどこから……。

ヴァル：お前がトラン＝セプター……ダイナストカバル、幹かん部ぶだな。ゆえあって、助太刀しよう───。




　チンピラたちの作る人波が、そのあまりの殺気に左右に割われて道を作る。

　いくつもの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけた者だけが瞳ひとみに宿す……昏くらき炎ほのお。

　全身に黒い装しよう束ぞくと、血の匂においをまとわせた───男だった。

　男の種族は、フィルボルだった。




　そこには全身にハードボイルド臭しゆうを漂ただよわせた……身長一〇〇センチほどの暗殺者が、ちょこーんと立っていた。








[image: ]











　◆Middle 03◆小さな復ふく讐しゆう者




　人ひと混ごみがふたつに分かれて道を作る。

　殺気をまとい、そこに立つのは〝復讐〟の二文字を胸むねに刻きざんだひとりの男。

　身長一〇〇センチほどの身体からだから無む駄だに放たれるそのハードボイルドな雰ふん囲い気きに───




　ノエルは、笑いをこらえるのに必死だった。




ヴァル：（やたらシリアスな口調で）久ひさしぶりだな───ゴンザレス。

ノエル：な、なんかちっちゃい子が……っ！　もうかっこいいんだかかわいいんだか……！（と、笑いをこらえている）

ヴァル：ここでちらっと、トランのベルトのバックラーを見て……（シリアスな口調で）あんたが、ダイナストカバルの幹部・トラン＝セプターか。

トラン：え、はあ、そうですが……あなたは？

ヴァル：（シリアスな口調で）ゆえあって、あんたを助けるように言われて、はせ参じた。

トラン：えー……ちょっと待ってください。大首しゆ領りように連れん絡らくをとってみましょう。あー……もしもし？
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ＧＭ：『もしもし、大首領です』

トラン：かくかくしかじかというわけで、なんか接せつ触しよくしてきた男がいるんですが。

ＧＭ：『おお。まちがいない。殺気をまとった黒くろ装しよう束ぞくのフィルボル───我わがダイナストカバルと同どう盟めい関係にある、さる組そ織しきのエージェント・ヴァルだ。安心しろ、頼たよりになる男よ』

トラン：同盟関係！　そんな組織があったことなどこのトラン、幹部でありながらちっとも知りませんでした。……知らないことだらけだ（笑）。

ＧＭ：その場に現あらわれたヴァルに対し───ゴンザレスはいやらしい、相手を小こ馬ば鹿かにするような表情で馬上から見下し、言う。「おお、ひさしぶりだねえ、元マイブラザア？」

ノエル：ぶ、ぶらざーですかっ!?

ヴァル：ああ。こいつは金の力で我が妹を無理に花はな嫁よめとし───そしてボロ雑ぞう巾きんのように捨すて去った男。貴き様さまと会えるのを、楽しみにしていたぞ。

ＧＭ：「（いやらしい口調で）……捨て去った？　ノー、誤ご解かいだよそれは。あの娘むすめは結婚してすぐ病に冒おかされ、自分から離り婚こん届とどけにサインをし……我が輩の前から姿を消した。実によくできた、健けな気げな女だった」

ヴァル：きっちり、離婚の前に我が家の資し産さんだけは自分の懐に入れたようだがな。

ノエル：そ、そんなことをっ。

ＧＭ：『（小馬鹿にした口調で）ふうむ、なにか誤解があるようだが……これでもキミには大変もうしわけなく思っているんだよお？』

ヴァル：（シリアスに）───黙だまれ。

ＧＭ：「ん～、こわいこわ～い」

ノエル：う、うさんくさい……っ（笑）。

ヴァル：貴様……っ、とここはゴザンレスに斬きりかかって───。

トラン：頭を抑おさえられてぶんぶんと手を振ふり回まわすとこでしょうか（笑）。手も短いんでナイフが届とどかない（笑）。

ノエル：あはははははは。

トラン：……で、ですね。その勝負の方法とやらは……。

ＧＭ：「はっはっは、勝負の方法は簡かん単たんだよ。基き本ほん的てきには、こちらのチームとノエル君のチーム……三対三で戦せん闘とうを行ない、その結果で勝敗を決する。キミたちが勝てば結けつ婚こん話ばなしは破は棄き、出しゆつ資しは無む条じよう件けんに行なおう」

トラン：……うさんくさいわりには、ふつうですね。三対三の戦い───悪くない。

ヴァル：ちょうどいい。俺おれも加えてもらうぞ。

トラン：ええ、大首領のお墨すみ付つきのあなたなら大だい歓かん迎げいですよ。

ノエル：あれ？　でもさっきお祭りの出店で勝負するって言ってましたよね？

トラン：そういえばそうでした。ただ戦うだけじゃありませんね？

ＧＭ：「はい、最後まで話を聞きなさあい？　……まあ、ざっとルールを整理すると以下のようになる。





①最終的には三対三の戦せん闘とうで勝敗は決定される。この戦闘を本戦と呼よぶ。

②ただし、最初に両りよう陣じん営えいとも、すべての装そう備びを解かい除じよする。

　解除する装備品とは、頭部、右手、左手、胴どう部ぶ、装身具、所持品の六つ。所持品は全部でひとまとめとする。例えば、ポーションなどを複ふく数すう持っていても、まとめてひとつとして扱あつかう。






トラン：……え？

ノエル：装備なしで戦うんですか？

ＧＭ：そこで出店勝負が出てくるんだ。




③本戦の前に、出店を用いた六回戦の勝負を行なう。一回戦ごとに、勝利した側は全員、装備をひとつ取り戻もどしてよい。




ヴァル：……そうくるのか。

ノエル：ぜ、全部負けたら……っ。

トラン：自信を持って───っ!?

ＧＭ：「ははは、安心したまえ。もちろん、出店勝負で勝てなかった側への救きゆう済さい策さくも用意されている」




④出店勝負で敗北した場合でも、装備をひとつ選び、その価か格かくの１／10のお金を支し払はらえば取り戻すことができる。




ノエル：なるほどー。それなら負けても……。

ＧＭ：ちなみにその時に支払う金は今回、最初にヤキソバで儲もうけた金から使うこと。

トラン：そうくるのか!?（笑）だから最初にいくら稼かせげるかが大事と……っ。

ＧＭ：そして残ったお金が、ダイナストカバルへの送金額となる。

ノエル：な、なんてことを……っ、そのお金を待っている家族がいるというのにっ。

ヴァル：……おい、ゴンザレス。金額をつけられないアイテムはどうなる。

ＧＭ：「おお、カラドボルグやアガートラームのことだね？　実にいいところに気づいた。金額をつけられないのだから、それはお金では取り戻せないとするのが適てき正せいであろう？」

トラン：自力で勝って取り戻せってことか。

ＧＭ：なお、両陣営ともチームは五人以下で組むこと。本戦にしても出店勝負にしても、参加できるのは上じよう限げん三人までだ。

トラン：なるほど。例えば勝負の途と中ちゆうでメンバーチェンジをしてもいいということですね。

ＧＭ：そのとおり。ただし、交代によって一回引っ込こんだメンバーは、もう勝負に参加することはできない。

トラン：ふむ───意外にまともな条じよう件けんですね。なにか、オチが待っていそうですが。

ＧＭ：『ははは、我が輩はフェアな勝負が好きだと、言ったはずだが？　なあ!?』大げさに手を広げてそう言うと、周囲にある出店の店員が一いつ斉せいにうなずいた。

一同：おもいっきりイカサマっぽいっ!?（大爆笑）

ノエル：一チーム五人まで……クリスさんとエイプリルさんを呼び戻せませんかっ。

ＧＭ：クリスは現げん在ざい、神しん殿でんでマティアスの警けい護ごについており、職しよく務むの放ほう棄きはできない。エイプリルはどこに行ったかわからん（笑）。

トラン：まあ、プレイヤーもいないですしね（笑）。では、神殿で野の良らの冒ぼう険けん者しやを雇やとうというのは？

ＧＭ：『もぉちろん、かまわないとも？』ゴンザレス伯はく爵しやくは笑みを浮うかべ、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの口調で言う。

トラン：この余裕っぷりがあやしい……（笑）。すでに裏から手をまわして雇えなくなっている予感が……。

ＧＭ：「いやいやいや、仮かりに……仮に、だ。三人しかいなくとも、戦いにおいてはキミたちの方が実力では上さ。マイフレンド・ソーウェン公こう爵しやくを倒たおしたほどのキミたちだからね」

一同：マイフレンド!?

トラン：こ、公爵の友人かっ!?

ノエル：ど、どうりで……っ、どうりで!!




ソーウェン公爵

『ノエルと薔薇の小箱』に収しゆう録ろくされたみっしょん02のボスキャラ。

　ヴァンスター帝てい国こくの腹はら黒ぐろい大商人。ノエルを罠わなにはめ、カラドボルグとアガートラームを入手しようとした───が、失敗。

　戦闘で敗北するも、ノエルの慈じ悲ひにより命を助けられ……私し財ざいと共に失しつ踪そうした。




ＧＭ：「とにかく、ルールは以上だよ。勝負の開始は、一時間後。諸しよ君くんらの健けん闘とうを祈いのっておるよ？　ははははは！」ゴンザレスは高笑いしながら去っていく。

トラン：一時間後ですか……。

ＧＭ：今のうちにポーション買い足したりしてＯＫだよん。と、そんなところで一いつ旦たんシーンを閉とじましょうか！




　◆Middle 04◆それはあまりにばかばかしく




　それは、トランの予よ測そくした通りとなった。




　バトルが始まるまでの一時間で、ノエルたちは傭よう兵へいを雇おうと考えて神殿に赴おもむいたものの……戦力になりそうな冒険者は、不思議とみな出で払はらっていた。

　今日にかぎって、依い頼らいの数が多かったらしく───神殿側も首をひねっていた。

　ノエルたちは確かく信しんした。

　ゴンザレスが、背はい後ごで糸を引いているのはまちがいない、と。




　そして一時間が、経けい過かした。




ＧＭ：というわけで、次のシーン。出店勝負のシーン切り替かわる。広場に設せつ置ちされたさまざまな出店たち。広場にはこれを見学しようと、多くの野次馬が押おしかけている。そんなにぎやかな光景の中───白馬に乗ったゴンザレスが、キミたちを素す敵てきな笑顔で出で迎むかえた。

一同：…………。

ＧＭ：「いやあ、よくやってきたね諸君」彼は颯さつ爽そうと馬から降おりて、大きく手を広げて笑顔でノエルの方に歩あゆみ寄よる。

ノエル：う、うさんくさい……っ（笑）。

ＧＭ：「では、さっそく勝負を始めようではないか！　さあ、全員武ぶ装そうを解かい除じよしたまえ」

トラン：はずした武装……すり替かえられたりしないでしょうね……。

ＧＭ：「ははは、言っただろう？　我わが輩はいは、実にフェアな男。今回の勝負には立ち会い人として神殿の方をお呼よびしておる。アイテムは、その御お方かたの管理にしていただこう」

トラン：し、神殿？

ＧＭ：と、トランがそう聞き返した時だ。「あ、あれ？　なんであんたたち、まだ街にいんのよ」背はい後ごから聞きき慣なれた女の声がした。

トラン：まさか……。

ＧＭ：ゴンザレスが、紹しよう介かいする。「今回の立ち会い人兼けん司会をお願いした、カナンの街の神官長補ほ佐さ……シルヴァ様だ」

一同：シルヴァかい!?




シルヴァ

　カナンの街の神官長補佐を務つとめる女じよ性せい。

　やたらと押しが強く、冒険者をこき使うのが得意中の得意と巷ちまたで評ひよう判ばんの神官である。

　前回のシナリオ（「みっしょん05」）で登場し、ノエルたちと出会った。




トラン：なんであなたが!!　ここはラインの街で、あなたはカナンの神官でしょう!?

ＧＭ：「いやー……あたしもよくわかんないうちにひっぱり出されて……まあ、楽しそうだからいーけど」

一同：いいのかっ!?

ＧＭ：「ええ。ま、これも正式な依頼だからね。えーと……」シルヴァは契けい約やく書しよの内ない容ようを確かく認にんし───「なるほど。書類は有ゆう効こうのようね。神しん殿でんの名において、この勝負でノエルさんが勝てばゴンザレス氏より実家への資し金きん提てい供きよう。ゴンザレス氏が勝てばノエルさんと結けつ婚こん──いいわね？」

ノエル：は、はい。で、でも絶ぜつ対たい結婚はしないですよっ。ト、トランさんがなんとかしてくれますよっ。

トラン：わたしですかっ!?

ノエル：頼たよりにしてますっ。

トラン：すでにもうハメられている気がするのがあれですが……。

ノエル：トランさんならへいきですっ。

ＧＭ：シルヴァが、笑顔で言った。「（冷たい声で）……いちゃついてんじゃないわよ」

ヴァル：まったくだ。

ＧＭ：「おや、シルヴァ様と知り合いかね？　ならばよけいにこの戦いがフェアなものだとわかったろう？」ゴンザレスは、ヒゲをさすりながらノエルににじりより───「（死ぬほどうさんくさい口調で）……さ、ノエル。遠えん慮りよせずに脱ぬいでくれたまえ。ここで拝はい見けんさせてもらおうじゃないか。ん？　それとも我わが輩が手伝おうかね～え？」

ノエル：（笑いをこらえてふるふる震ふるえながら）……う、うさんくさい……（笑）。と、とりあえず鎧よろいの留とめ金がねをハズしますよっ。

ＧＭ：「そう、それでいい」満足気に微笑ほほえむゴンザレス。全員が武装を解除したのを確認すると、説明を始める。

ヴァル：（シリアスな口調で）……で？　勝負の方法はなんだ。金魚すくいか。それともヨーヨー釣つりか。

ＧＭ：「では説明しよう。用意された六つの勝負───それは……〝ナイフ投げ勝負〟〝大食い勝負〟〝幅はば跳とび勝負〟……」

一同：幅跳びっ!?

ＧＭ：「〝ナゾナゾ勝負〟〝火力勝負〟……」

一同：火力勝負ってなにっ!?

ＧＭ：「そして最後は〝ポージング勝負〟だ」

ノエル：ポ、ポージング……っ、な、なにそれっ、なんですかっ。

ＧＭ：「はっはっは、いったいどこが出店勝負なのか」

一同：お前が言うなっ!?（大爆笑）

トラン：まあ、名前だけでどんな勝負かなんとなく想そう像ぞうできますが……。

ノエル：ポージング勝負……？（笑）

ＧＭ：「この六つの勝負……どれから始めるか、選せん択たくするのはキミたちだ。さあ、勝負を始めよう！」




　◆Middle 05◆世界一の腕うで前まえ




　ノエルたちが、最初に選んだのは〝ナイフ投げ勝負〟だった。

　ヴァルの目が、きらり光った。

　ナイフの扱あつかいにかけては、自信があった。




ＧＭ：では、最初はナイフ投げ勝負！　見れば広場の中央に、円形の木の台だい座ざがある。台座の上には、椅い子す。わきにはハンドルがついており……。

トラン：そのハンドルを回すと、台座も廻まわる？

ＧＭ：そのとおり。ではここで、ルールの解かい説せつをこの方にお願いしよう。

一同：この方？

ＧＭ：（しわがれた声で）「不ふ吉きつじゃあ……」（一同大爆笑）

ノエル：なっ、なんでっ……なんで占うらないのおばあさんいるんですか……っ（笑）。

ＧＭ：「バイトじゃ」

ノエル：バ、バイトですかおばあさんっ。

トラン：もうあんたが出しゆつ現げんした理由はあえて聞かない。いいから説明しろ。

ＧＭ：「うむ。ではまず両ギルドマスターはあの台座の上の椅子に座すわっていただこう」

ノエル：え、あ、はい。す、座ります。

ＧＭ：〝ガシャンガシャガシャガシャんっ！〟座った瞬しゆん間かん、両手足、首、腰こしがベルトで固定された。

ノエル：あ、ああぁああぁ……っ、ちょっ!?

ＧＭ：そして、ばあさんは懐ふところをがさがさと探さぐって───「リンゴ！」

ノエル：りんごっ!?　もしかして～……。

ＧＭ：ばあさんは、きゅっとノエルの頭の上にリンゴを固定し……。

トラン：で、台座をくるくるまわして……このリンゴめがけてナイフを投げる……？

ＧＭ：「そのとおりじゃ！」

ノエル：えぇ──────っ!?

ヴァル：フン……そんなことだろうと思った。ここはまかせてもらおう。ナイフは、得意だ。

ＧＭ：ちなみに、ナイフを投げて命中させるには、命中判はん定ていで18を出さないといけません。

ヴァル：じゅ、18!?（シリアスな口調で）け、けっこー高いな。

ノエル：ノ、ノエルは目に涙なみだをためてヴァルさんをじーっ、と見てますよぉ……っ。

ＧＭ：なお、判定に失敗したら問答無用でノエルに命中します。

ノエル：あぁああ───っ、やっぱりくるんですねぇええ───っ!?

ヴァル：そのダメージロールは……俺おれが？

ＧＭ：もちろん。鎧を着てないからけっこー痛いたいはずです。「では、始めようかの？　ナイフを投げる者は、その白線から下がるのじゃ」あ、ちなみに相手チームは、ゴールドマンが椅子に座っている。なにやら、その椅子は虎とらの毛皮の豪ごう華か仕様（一同爆笑）。

ノエル：さ、差別っ……差別っ！（笑）

ＧＭ：ばあさんがここで号令をかける。「さあ、回すのじゃ！」すると、台座全体がぐるぐる回り始め……ぐる……ぐる…ぐる、ぐる、ぐる……ぐるぐるぐるぐる───っ！

ノエル：な、なんか勢いきおいがすごいことに!?

ＧＭ：ゴンザレスのほうも、ぐーる……ぐーる……ぐーる…………と、回り始めた。
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ノエル：なんかスピードがちがいますよっ!?

ＧＭ：「はっはっは、気のせいだよ」ぐーる…………（笑）。

ノエル：ちょっとちょっと……っ!!

ＧＭ：「では両者とも準じゆん備びはよいかな？　この勝負では、お互たがいナイフを投げあって……先にはずした方の負けじゃ」

トラン：お互いハズしつづけたら？

ＧＭ：「ギルドマスターがひどいことになる」（一同大爆笑）

ノエル：え……えぇっ!?

トラン：では、さくっといきましょうか（あっさり）。

ノエル：トっ……トランさんっ、椅子に座ってるのが自分じゃないからそんな軽く言えるんですよっ!?

トラン：はっはっは。まあ、このちっちゃい暗殺者さんを信じましょう。

ヴァル：（シリアスな怒ど声せいで）……俺をチビって言うなっ！　俺は人からチビと言われることがなにより嫌きらいなんだっ！　冷静でいられなくなるっ！（ガクガク身体からだを震ふるわせる）

ノエル：トランさんトランさ───んっ!?　よけいなこと言わないでくださいようっ……手元が狂くるったらどうするんですかあっ!?

ヴァル：ぜえぜえ……ふう……大だい丈じよう夫ぶだ、もう落ち着いた。まかせろ。

ＧＭ：では、キミは白線の前に立ち───正面でギュンギュンギュンッ、と高速回転しているノエルの方をにらむ。

ノエル：……ひ、ひどい……っ（笑）、あ～～～～っ!!（一同爆笑）

ヴァル：では、マイナーアクションで《インヴィジブルアタック》使用、これで命中判定のダイスが＋１　メジャーアクションで《フェイント》を使用、命中判定を二回する！　７＋４Ｄを二回振ふって、どっちかが11以上出れば命中だ。

ノエル：おぉー！　あ、あたしを妹さんだと思って……っ（笑）。

ヴァル：いくぞっ（と、ダイスを握にぎりしめ）……。

ＧＭ：ではそこで敵てきチームのナイフ使いが、ぽそっとつぶやいた。

トラン：ん？

ＧＭ：《インヴィジブルアタック》を《インタラプト》で打ち消し、さらにヴァルに対して《ディビレテイト》。

トラン＆ヴァル：妨ぼう害がいすんなよっ!?（大爆笑）




《ディビレティト》

　呪のろいの力で、対象の行なう判定のダイスを１コ減へらすシャーマンのスキル。




ヴァル：相手の妨害ありなのかっ!?

ＧＭ：「言ったはず。取得しているあらゆるスキルは使用してよい、と」ちなみに、今《インタラプト》を使ったナイフ使いは、シーフ／シャーマンという妨害スキルを満まん載さいした……この勝負のために作られたような奴やつだ。

トラン：おいっ（笑）、この勝負はさっき思いついたって言ってたじゃないかっ!?（笑）

ヴァル：いや、あの台座からしてずっと前から準備されてたとしか……ふっ、しかしそんな小細工で俺を止められると思うな───（ダイスを二回振る）……20と21！

ＧＭ：ヴァルの投げたナイフが、ノエルの頭のリンゴの中心に───すとっ、命中して突つき刺ささった。

ノエル：お、おぉー。

ＧＭ：相手のナイフ使いが言った。「やるじゃなーい？　しかしエリンディル１のナイフ使いと言われたこの私には勝てると思わない方がいいじゃなーい？」

トラン：なんだそのスカポンタンな口調は!?

ＧＭ：では、こちらの番！（ダイスを振る）




　初戦から、勝負は壮そう絶ぜつなものとなった。

　最初の一投は両者とも軽々リンゴを射い抜ぬき……二投目もまた同じだった。

　そして三投目───。




ヴァル：ふっ、なかなかやるようだな。

ＧＭ：「エリンディル１のナイフ使いのふたつ名は伊だ達てじゃないじゃなーい？」

ヴァル：（ダイスを振る）……22！　命中！

ＧＭ：こっちの妨害、ぜんぜん効きいてねえ！　ではこっちも三投目っ!!（ダイスを振る）……ぎゃ!?




　ダイス目───１、１、３。




　ナイフが、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑顔で座すわるゴンザレスの眉み間けんに直ちよく撃げきした。




　　　＊　　＊　　＊




（一同、大爆笑して机つくえに突つっ伏ぷしている）




ＧＭ：ま、負けた……（笑）。ナイフ使いは、がくっと肩かたを落として言う。「こ、このエリンディル１の私が……私が……」

ヴァル：（シリアスな口調で）お前はたいした奴だったさ。だが、あれを見ろ。と、台座から降りてきたノエルのリンゴを指さします。

ＧＭ：う？

ヴァル：俺の投げた二本目以い降こうのナイフは、リンゴではなく、ナイフが縦たてに繫つながるように刺ささっている（一同大爆笑）。

トラン：む、無む駄だな演えん出しゆつを……っ！（笑）

ＧＭ：「ば、ばかな……っ」（爆笑）




　ヴァルは、愕がく然ぜんとするナイフ使いに向かって言った。




「お前はたいしたナイフ使いだったさ。

　が、このエリンディエルじゃあ二番目だ。

　一番は───この俺さ」




　ノエルチーム１─０ゴンザレスチーム
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　◆Middle 06◆火力勝負！




　第二回戦目は、〝火力勝負〟だった。

　勝負の方法は簡かん単たんなもの。

　舞ぶ台たいに立ったゴーレムに一回だけ攻こう撃げきし、どちらが大きなダメージを与あたえられるか……それを競う勝負だった。

　よける気まんまんで軽いステップを踏ふむゴーレムと、ノエルが対たい峙じする。

　トランの《フェイス：ゴヴァノン》の加か護ごを受けたノエルの一撃が、ゴーレムを直撃する。

　ゴンザレス側がそれを妨害しようと《プロテクション》を放つが……結果、与えたダメージは35点に及およんだ。




ＧＭ：「ほう……やるではないか」ゴンザレスが、舞台に上がる。

トラン：ゴンザレスが殴なぐるのか!?（笑）

ＧＭ：「もちろんだとも。正々堂々……真正面から勝負するが、我が信しん条じよう」彼はその手になにやら強そうな魔ま法ほう剣けんを握にぎっており……。

ヴァル：ちょっと待て。なぜ、お前は剣を持っている。最初の勝負で負けたお前は装そう備びを取り返していないはず……。

ＧＭ：「ああ、だから装備を取り戻もどすために、金を使ってしまったよ」見れば、装備の置かれているテーブルの上に、金貨の袋ふくろがどっちゃり積まれている。

ノエル：お、お金っ……お金の力でっ！（笑）

トラン：そ、そうか。このお金を払はらって武装を取り戻すルールって……奴らのためにあったのか！（笑）

ヴァル：あいかわらず汚きたない奴よ……。

ＧＭ：とにかく、ダメージを出しますっ！　えー……ゴーレムは、まるでおじぎをするように、その堅かたそうな頭をゴンザレスに突つき出だし……。

ノエル：よ、よける気ありませんよっ!?

トラン：き、きたねえ！（笑）




　ゴンザレスが、剣を放った。

　ダメージは61点だった。

　トランが《サモン・アラクネ》を撃うった。

　この魔法が、ダメージを20点軽減した。

　しかし結果として与えたダメージは……41。




　戦いは、ゴンザレスの勝利に終わった。




　ノエルチーム１─１ゴンザレスチーム




　◆Middle 07◆最高の料理




　第三回戦目は、〝大食い勝負〟となった。

　机つくえに並ならべられるのは、豪ごう華かな料理の数々。

　司会によって、この豪華絢けん爛らんな料理を作ったシェフが紹しよう介かいされる。

　シェフの名は、ウェルチと言った。

　水の街・クラン＝ベルの神官長代理を務つとめる少女である。




トラン：豪華な料理って……い、いや、この勝負は一時間前に思いついたんですよね……？　この料理はいつ作ったので……？

ＧＭ：「はい、このひと晩ばんかけて料理の数々……」

ヴァル：ひ、ひと晩……？

トラン：もう、ツッこむ気も……（笑）。

ヴァル：質しつ問もん。この勝負……大食い勝負だよな？　判はん定ていしてたくさん食べた方の勝ちか？

ＧＭ：司会のシルヴァが、悲しそうな顔で言った。「いいえ、誠まことに遺い憾かんながら……」

一同：おいっ!?

ＧＭ：説明しよう。その料理は、破は壊かい的てきにまずいんだ。気づけば、料理からかぐわしい芳ほう香こうが……すなわち鼻につく刺し激げき臭しゆうがする。

一同：…………。

ＧＭ：わかりやすく言うと、食べるとＨＰダメージを受ける。

一同：おい待てっ!?（笑）

トラン：それは料理じゃないだろうっ!?

ＧＭ：なお、料理は全部で十皿。端はしから順番に食べていって……先に【ＨＰ】の尽つきた方の負けだ。

ヴァル：どこが料理勝負だっ!?

ＧＭ：ちなみに、最初の皿は１Ｄ、次の皿は３Ｄ、さらに次の皿は５Ｄと……どんどんダメージは増ふえていくので注意が必要だぞ。

ヴァル：どう注意すれば……。

トラン：あ、あの……わたし……【ＨＰ】低いんですが……（笑）。

ＧＭ：参加者は、自由に選んでＯＫです。

トラン：では私は役に立ちそうにないので見学で！　ノエル、ヴァル！　いちおーエンゲージしてそのご飯を食べてください！




　戦いは、三対二の勝負となった。




ＧＭ：舞台に神官服の上にエプロンを着た少女……ウェルチが上がり、頰ほおを染そめたままぴょこんとおじぎする。「あ、あの、一生懸けん命めい作りましたので、その、お願いします」その仕草に、一斉にわき起こる歓かん声せい。

ノエル：な、なぜ歓声が……っ。

トラン：そんなことより肝かん心じんの料理は……？

ＧＭ：うむ。見ればその舞台の上、白いテーブルクロスがかけられた長いテーブルに、フタをかぶせられた料理の皿がずらり並んでいるな。

ヴァル：中は食べる時まで見られないのか。

ＧＭ：そして不安げな表情のままにキミたちがテーブルについたのを確かく認にんすると、シルヴァが勝負の開始を告げた。「では、料理勝負を開始します！　まずはオードブル……第一皿目！『ドロドロ沼の暗黒毒ナマズの唐から揚あげ、地じ獄ごくクリーム添そえ』っ！」

一同：なんだそれはっ!?

ＧＭ：威い勢せいのいいシルヴァの声と共にフタがオープンされ、その白はく亜あの皿の上に現われたのは───なんか緑と紫むらさきがまざりあった、なんかへんな丸いもの。

一同：なんだこれはっ!?

ＧＭ：「では……賞味開始！」




　五人は目の前に並べられた……もはや毒としか思えないような料理を口に運ぶ。

　脳のう天てんを貫く衝しよう撃げき。

　とめどなくあふれる涙。

　生きていることのすばらしさを心の奥底で嚙かみしめられる一品───。

　一皿目をみなが完食した段階で脱だつ落らく者はいなかった。

　しかし続いてオープンされた二皿目を口につけ。

　みなが快かい調ちように【ＨＰ】を減へらしていく中───。




ノエル：（ダイスを振ふる）……ダイス目は１、１、３！　５ダメージです♪

ＧＭ：３Ｄで……たったの５かっ!?

ノエル：やっぱりあれですよ！　ダイス目は低い方がいいんですよっ！　ダ、ダイス目悪いのが……こんな時に役に立つなんてぇ～……っ（一同大爆笑）。




　ノエルだけが余よ裕ゆうの笑顔で次なる三皿目の料理を平らげていた。

　しかしその横で、ふいにヴァルの顔が、紫色に変わる。彼は、次の５Ｄダメージの料理を食せば……【ＨＰ】が尽つきる可か能のう性せいが大きいのは、誰だれの目にも明白だった。




ヴァル：つ、次に５Ｄ喰くらったら耐たえられないかもしれん……っ。

トラン：はい、ではそこで《ヒール》を！　ふたりを回かい復ふくします。

ＧＭ：なにいっ!?

トラン：ははは、だからわたしは参加しなかったのですよ。

ヴァル：助かったぜ……と言いたいが…………………ある意味でこれは……。

ノエル：食べては回復、食べては回復……し、死ぬぅっ……（笑）。

ヴァル：まさに……無む間げん地じ獄ごくだ（一同爆笑）。

ＧＭ：では、続きにいきます！




　───そして三皿目を完食した五人の眼前に、四皿目の料理が運ばれてきた。

　ここでＧＭのダイス目が爆ばく発はつした。

　ゴンザレスのお付きであるナイフ使いと、もうひとりのドゥアン族とおぼしき、巨きよ軀くの男がその場で昏こん倒とうした。




ヴァル：よし……っ!!（笑）

ＧＭ：あー、待て待て。食べるタイミングは全員同じだ。昏倒していく敵てきのひとりが、料理を口に運ぶヴァルに対し、囁ささやくように言う。

ヴァル：え？

ＧＭ：《ディスコード》。キミが食った料理のダメージが＋５Ｄ６♪

一同：おい───っ!?




《ディスコード》

　対象が行なうダメージロールの、振るダイスの数を増ぞう加かするスキルである。




　ヴァルの【ＨＰ】は、一いつ瞬しゆんで０となった。




　戦いは、再ふたたびノエルとゴンザレスの一いつ騎き打うちとなった。

　そして運命の五皿目───９Ｄダメージの料理がふたりの前に運ばれた。

　ノエルのダイス目は……９Ｄでたったの21。（ちなみに９Ｄの期待値は[image: ]である）

　快調に完食するノエルを横目に───。

　ゴンザレスは、




　泡あわをふいて昏倒した。




　ノエルチーム２─１ゴンザレスチーム




　◆Middle 08◆逆ぎやく襲しゆうの妖よう精せい




　第四回戦は〝ナゾナゾ勝負〟が選ばれた。

　舞ぶ台たいの上に用意された、小さな箱から飛び出したのは、一匹ぴきの妖精だった。

　ノエルとトランは、その身長四〇センチほどの妖精を眼がん前ぜんにした時、戦せん慄りつを憶おぼえた。




ＧＭ：「おおぅ、お久ひさしぶりですみなさん！　相も変わらずあなたたちはすばらしく英知にあふれた顔をしてらっしゃいますっ!!」

一同：うあぉっ!?




　───それはリドルの妖精。

　かつて、薔ば薇らの武ぶ具ぐウィガールが封ふう印いんされた神しん殿でんにおいて、ノエルたちをさんざん苦しめた妖精であった。




ノエル：えぇ───っ……な、なんで!?

トラン：あ、あいつか……っ、あいつか!?　なんであいつが出てくるんだっ!?　神殿の番人じゃなかったんですかこの妖精っ!?

ＧＭ：ああ、みっしょん04で神殿は崩ほう壊かいしちゃったからね。居い場ば所しよを失った妖精さんはあのあと流る浪ろうの旅に出てまして……今回の勝負のために、捕ほ獲かくされました（一同大爆笑）。

トラン：捕獲されんなっ!?

ノエル：ト、トランさんっ、お、落ち着いてっ……（笑）。

ヴァル：（シリアスな口調で）まったくだな。この程てい度どのことで心を乱みだすとは、ダイナストカバルもたいしたことがない。

トラン：お前はなにも知らないからそんなことが言えるんだっ!?

ＧＭ：うひひ（笑）。では、再びキミたちの前に現あらわれた妖精は、満面の笑顔で言った。「───いやあ、お久しぶりですみなさん！　よくぞここまで成長されました……っ、さすがは薔薇の刻こく印いんの継けい承しよう者しや、さすがは悪の組そ織しきの大だい幹かん部ぶ！　あなたたちの存そん在ざいこそ、きっとこの世界に光をもたらし……っ」

トラン：（うんざりした口調で）あ、あの、あの……もういいから。

ノエル：いいですからっ。

ヴァル：やれやれ、お前たちに前口上くらい聞いてやる度量はないのか。

ＧＭ：「おお！　貴方あなたは初めてお目に掛かかりますが……その殺気、その風ふう格かく！　さぞや名のある冒ぼう険けん者しやなのでしょうっ！　わたくしにはわかりますっ、きっとあなたも───たいへんすばらしいっ！」

ヴァル：…………あ、あの……リプレイで読んだ時は笑ったけど……目の前でやられるとムカつく……（笑）。

トラン：いいから早く本題に入れっ!?

ＧＭ：「では、これから三つのクイズを出題いたします。より多くの正せい解かいを出した側が勝者となります」

ヴァル：え？　ゴンザレス側の正解数はどうやって判定するので？

ＧＭ：１Ｄ÷２（切きり捨すて）した数字を正解数としよう。（ダイスを振る）……５！　つまり二問正解したということで！
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ヴァル：す。すると、こっちは全問正解しないと……だめなのか！

ＧＭ：「まさにそのとおり！　しかし素す晴ばらしい英知を誇ほこるあなた方ならきっと……！　ですが私もタダでは転びません。あなた方に居場所を逐おわれたこの私、復ふく讐しゆうすべくとっておきの問題を用意してきまして……っ」

トラン：いいから早く問題を出せっ!?（笑）




　そんなトランの怒ど声せいにせかされて、妖精は自信満々で三問のクイズを出題した。

　このとっておきの問題に対し───。




トラン：〝針はり〟

ノエル：〝Bird〟

ヴァル：〝峰みね不二子〟




　ノエルたちは三問連続、あっさり正解した。

　〝復讐〟という妖精さんの野望は、ここに潰ついえた。




　ノエルチーム３─１ゴンザレスチーム




　◆Middle 09◆不ふ敵てきに笑む男




　続く第五回戦は〝幅はば跳とび勝負〟が選ばれた。

　深く掘ほられた穴あなを飛とび越こえるという、実に単たん純じゆん明めい快かいな勝負である。

　しかし両者が成功するたびに、飛び越えなければいけない穴の幅はばが広がっていく。

　いずれ、勝負するどちらかが穴に落ちて、大きなダメージを喰くらうという過か酷こくな勝負だ。

　ノエルとトランが怖おじ気けづく中───ヴァルはひとりほくそ笑み……つぶやいた。




ヴァル：フッ……このような勝負なら、シーフであるこの俺おれにまかせてもらおうか。




　自信満々、不ふ敵てきな笑みだった。

　ヴァルが助走をつけて穴めがけて駆かけ込こんでいく。最高の位置で踏ふみ切り、まるで空を舞まう鳥のように華か麗れいに舞い───。




　そしてそのまま、深い闇やみへとダイブした。




　ノエルチーム３─２ゴンザレスチーム




　◆Middle 10◆現げん役えきの名めい誉よに賭かけて




　三勝二敗───。

　ノエルたちは、リードを奪うばったまま……出店勝負最終戦を迎むかえていた。

　残る勝負は───〝ポージング勝負〟。




ＧＭ：というわけでいよいよ最終戦！　残るポージング勝負、誰が挑いどみますか！

トラン：ポージング勝負……。

ヴァル：なにをするんだ……（笑）。

ノエル：よ、よくわかりませんけど……っ、ここはモデル経けい験けんのあるあたしが……っ！




『アリアンロッド トラベルガイド』、大だい好こう評ひよう発売中である。

　また、第二巻『ノエルと翡ひ翠すいの刻こく印いん』において、彼女がいかにトラベルガイドの表紙モデルとしてがんばったかが描えがかれている。




ＧＭ：では、司会のシルヴァがマイクを片かた手てに、声をあげる！

トラン：ま、まいく……？

ＧＭ：「ではここで、審しん査さ員いんの先生をご紹介しましょう！　先生は神しん殿でんに所しよ属ぞくし、なおかつこのエリンディルにおいて最高の画家と言われた───ピエール画が伯はくです！」（一同爆笑）

ノエル：ピ、ピエール先生っ……！




ピエール先生

　エリンディルが誇ほこる、最高の画家のひとりにして、至し高こうの芸げい術じゆつ家か。

　毎年、神殿が発行するトラベルガイドの表紙を手がけている。

　リプレイ第二巻かん『ノエルと翡翠の刻印』において、ノエルをモデルにした経験がある。




ＧＭ：「はい、みなさんもご存ぞんじのとおりピエール先生は、世界が誇る至高の芸術家っ！　モデルに対する厳きびしさも天下一品！」

ノエル：（わなわなと）そ、そうですよ、モデルが一ミリでも動くと筆がばしっと飛んでくるんですよっ。

ＧＭ：では、ここでルールの説明をしよう。勝負に挑むのはひとり。それぞれピエール先生の前でポーズをとってもらい……先に動いた方の負けです。一ミリでも動いたら即そく失しつ格かく。

ノエル：ひー。

ＧＭ：あっちのチームの参加者は、もちろんゴンザレスが参加。シャツを脱ぬぎすて、その肉体美を披ひ露ろうする。「ふーはははははは！」

トラン：最初と印象変わってるぞ！（笑）

ノエル：ほ、ほんとですよ……っ。

ＧＭ：勝負の方法は簡かん単たんだ。【精せい神しん】の判定を行ない、失敗した方が負けになる。両方成功した場合、判定の難なん易い度どが上がって再び判定し……どっちかが失敗するまでこれを繰くり返すのだ。

ノエル：【精神】ですかっ……５ですよっ。こ、ここはトランさんの方が……。

トラン：いや、いや……っ、わたしの【精神】は６ですが、《ダンシングヒーロー》で判定のダイスを＋１コできるのでノエルさんの方が有利のはず！

ＧＭ：（あ、なるほど）。では、代表者はノエルでＯＫ？

ノエル：現げん役えきモデルの名誉に懸かけて……っ。

ＧＭ：ＯＫ！　ピエールはヒゲをピンと立て───「では、それぞれ自分が最高だと思うポーズして立ってくださあい……っ」

ノエル：は、はい！

ＧＭ：「では、開始！」最初の達成値ちは10！　ゴンザレスの【精神】は４！（ダイスを振ふって）……出目は５、６！　合計15！

一同：うおっ!?

ＧＭ：ポーズをとって彫ちよう刻こくのように微び動どうだにしないゴンザレス！　さすがは三代前のトラベルガイドの表紙を飾かざった男！

一同：うそ───っ!?

トラン：そ、それは売れなかったでしょうねえ……（笑）。

ノエル：あ、あなどれない……っ、ゴンザレスさん、あなどれないっ……。《ダンシングヒーロー》使いますっ。（ダイスを振る）……合計16ですっ。

ＧＭ：ピエールは、拍はく手しゆしながらふたりを称たたえる。「おお、トレビア～ン……っ、ボンジュールカラシメンタイーコ……っ」

トラン：てきとーなこと言わんでください!?

ＧＭ：ぐ、しかしこのまま勝負していくと……ノエルは３Ｄで判定し続けるのか……いかん、不利だっ。

ノエル：現役モデルと元モデルの差をなめたらだめですよ～……っ。




　誰もが、ノエルの勝ちを確かく信しんしていた。

　しかし……っ。

　ゴンザレスは、ここで根こん性じようを見せる！

　難易度11！　難易度12！　難易度13　難易度14……っ！

　フェイト使用して一度だけダイスを振り直したものの……ゴンザレスは２Ｄで次々判定を成功させていく。判定に３Ｄを振れるノエルとまったく互ご角かくの勝負を見せたのだ！（ノエルも一度だけフェイトを使った）




トラン：す、すごい……っ!?

ヴァル：２Ｄしか振ってないのに……ついてくるとは敵てきながらすごいぞ、ゴンザレス！

ノエル：ふ、ふたりとも感心してる場合じゃありませんよっ……。

ＧＭ：でも、次は難易度15か……２Ｄで11以上……これは……厳きびしい。（ダイスを振る）……だめっ！　失敗！

一同：よっしゃ!!

ノエル：じゃあ、ここであたしが成功すれば勝ちですよ！《ダンシングヒーロー》使っちゃいます！　10以上出せばいいんですねっ。

トラン：ここは念のため、フェイトも一点使いましょう！　３Ｄだと失敗する可能性が結けつ構こう高いです！　４Ｄならまず失敗しない！

ノエル：じゃあ、フェイトも使って４Ｄで振ります！　い、いきますよぉ……っ。

ＧＭ：ぬ……。

ノエル：えいっ……（ダイスを振る）………えぁえええええええぇぇ───っ!?




　ダイス目……１、１、２、２




トラン：出目の合計６!!　４Ｄで、６！（一同大爆笑）これはすごい！　どうしよもない！（大爆笑）

ＧＭ：（げらげら笑って机に突つっ伏ぷしている）。

ノエル：すごっ……ちょ、ちょっとみましたきくたけさんの顔っ、すごい嬉うれしそう……っ、見ちゃったあたし……っ、もうっ、見ましたみなさんっ、すごい嬉しそうな……っ!?

ＧＭ：（げらげら笑って机に突っ伏している）。




　こうして。

　ゴンザレスとノエル───二時間にわたる死し闘とうの結果、ふたりはポーズを崩くずさぬままに、その場に倒たおれ伏したのだった。

　勝負は、引き分けとなった。




　ノエルチーム３─２ゴンザレスチーム

　───１引き分け。








　CLIMAX PHASE




　◆Climax 01◆死し闘とうの果てに




　そして───勝負は、クライマックスの時を迎むかえた。

　装そう備びの一部を金を支し払はらって取り返し、ノエルたちはほぼフル装備状じよう態たいだった。

　当然、無む限げんの資し金きん力りよくを持つゴンザレスはフル装備状態である。




ＧＭ：というわけで、ここからクライマックスです！

トラン：よし、これならいけます！　ほぼフル装備でクライマックスです！

ヴァル：……ん？　ＧＭ、質しつ問もんがある。これまで装備を取り戻もどすために使った金は、どうなるんだ？

ＧＭ：神しん殿でんへの寄き付ふ金きんとなります。

一同：…………。

ヴァル：神殿、ひどい奴やつだなっ!?

トラン：そうですっ！　神殿は悪い組そ織しきです！　今初めてあなたと分かり合えたような気がします！

ＧＭ：舞ぶ台たいは、広場に特とく設せつされた武ぶ闘とう会場。キミたちはそこでゴンザレスと対たい峙じする。

トラン：？　部下は？

ＧＭ：あ、ここでゴンザレスサイドのメンバーチェンジを行ないます。

ヴァル：なるほど。ここでより戦闘向けのメンバーにチェンジする、か。

トラン：まあ、そうくるでしょうね。

ＧＭ：さっきのナイフ使いと、ドゥアン族の男が引ひっ込こみ……サトウさんとスズキさんに交代だ。

トラン：なんで日本人名なんですか!?

ＧＭ：まあ、『アリアンロッド』は東とう洋よう系けいの名前もＯＫだし。ではまず、サトウさんが空から舞まい降おりてくる。

一同：…………。

トラン：…………はい？

ヴァル：空から？

ＧＭ：このサトウさん……職しよく業ぎようはグリフォンです。

トラン：それは職業とは言わん!?　おもいっきりモンスターじゃねえかっ!?

ＧＭ：ちなみに、スズキさんは会場中央に設置されたエレベーターがせり上がってきて……その巨きよ大だいな身体からだをキミらに披ひ露ろうする。彼は全身、透とう明めいの鉱こう石せきでできた頑がん強きようなボディを持っており……。

トラン：ゴーレムじゃねえかっ!?　ク、クリスタルゴーレムかっ!?




　クリスタルゴーレムにグリフォン……いずれも、高い戦闘力を保ほ持じする、強力なエネミーである。
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ＧＭ：ゴンザレスは、ヒゲをさすりながら勝ち誇ほこった表ひよう情じようでキミたちに向かって言う。「ふふふ、どうだね我わがチームのスズキさんとサトウさんは？　これまでの出店勝負でスキルを使いまくり、疲ひ弊へいしたキミたちに勝ち目があると───思うかね？」

トラン：なるほど。たしかにいずれも強力なエネミーですね。が、忘わすれてもらっては困こまります。我われ々われはまだ、カラドボルグもアガートラームもその特とく殊しゆ能のう力りよくを使ってはいません。

ＧＭ：「それが？」

トラン：しかも、《マジックフォージ》や《ボルテクスアタック》……大ダメージを与あたえるスキルもすべて温おん存ぞんしています。

ＧＭ：「そ、それが？」

トラン：私わたしは魔ま術じゆつ師しで、ゴーレムの魔法防ぼう御ぎよは０ですよね？　これまでさんざんゴーレムと戦ってきたわたしたちが、ゴーレムの弱点を知らないとでも思いますか？

ＧＭ：「……そ、それが……？」

トラン：ヴァル。グリフォンは任まかせます。クリスタルゴーレムはわたしが引き受けましょう。ノエルは、カラドボルグの能力全開で、ゴンザレスをやっちゃってください。

ノエル：はいっ。

ヴァル：心得た。

ＧＭ：「ふ、ふん！　なめられたものだ。作戦なぞ、考えた通りに運ぶと思うのかね？」

トラン：まぁ、たしかにやってみないとわかりませんね。では───始めましょうか！




　戦いが、始まった。

　トランの攻こう撃げき魔法が、魔法防御がまったくないゴーレムに巨大な魔法ダメージをたたき込こんだ。

　ヴァルが二連続で放ったクリティカルの攻撃───これによってグリフォンにたたき込んだダメージはいずれも20Ｄ以上だった。

　そして……

　ノエルの放ったカラドボルグが、ゴンザレス自じ慢まんの魔法の鎧よろいをあっけなく打ち抜ぬいた




　戦いは……




　トランの言うとおりの結果となった。








　ENDING PHASE




　◆Ending 01◆闇やみの中に還かえって




　神殿の立ち会いの下───勝敗は、決した。

　契けい約やくは神殿の名において履り行こうされ、ノエルの結けつ婚こん話ばなしは消しよう滅めつした。

　しかし、ゴンザレスからグリーンフィールド家への資し金きん提てい供きようが行なわれることは、なかった。

　なぜなら今回の事じ件けんのあと……グリーンフィールド家への、ゴンザレスによるさまざまな妨ぼう害がい工作が露ろ呈ていすることになったからだ。

　多た額がくの賠ばい償しよう金きんを得たことで、ノエルの父親が営いとなむ事業は息を吹ふき返かえし……すべての問題は解かい消しようされたのだ。

　なお、逮たい捕ほされる直前、ゴンザレスが失しつ踪そうした事実を……のちにノエルたちは、風の噂うわさで聞くこととなる。




「……いろいろ世話になったな。

　またいずれ、会うこともあるだろう」




　ヴァルは、ノエルとトランに別れの挨あい拶さつを済すませ───ラインの街をあとにした。




　　　＊　　＊　　＊




　闇の中に帰ったヴァルを待っていたのは、主あるじの妖よう艶えんな笑えみと声だった。




ＧＭ：というわけで、ヴァルのエンディングを演えん出しゆつするとしましょう！　キミは目的を果たし、主である魔族の待つ闇の中へと帰き還かんした───そんな場面だ。

ヴァル：……今、戻もどった。

ＧＭ：「……ふふ、どうやら目的は果たせたみたいね？　しかし……憎にくき宿しゆく敵てきの命を奪うばわなかったのは、どうして？」

ヴァル：命を獲とるほどの価か値ちもない男だったからだ。それに裏うらで、いろいろと悪さをしているようだからな。ここに戻るまでに、いくつか証しよう拠こを摑つかんで密みつ告こくしてやったさ。

ＧＭ：「ふうん？　それはあのノエルって女の子のため？　それとも……？」

ヴァル：「ゴンザレスは今ごろ、破は滅めつして逐おわれる身になっているはず。殺して楽にするより、生き地じ獄ごくを味わってもらおうと思った。それだけだ」

ＧＭ：どこか強がったように言うヴァルの言葉に、その魔族の女───主は、くすりと笑みを浮うかべた。

ヴァル：それより───聞きたいことがある。主こそ、なぜ、あの少女に肩かた入いれするようなことをした？　ダイナストカバルと同どう盟めいにあるからだけとは思えないが？

ＧＭ：主は、その言葉をあっさり切きり捨すてる。「それをお前が知る必要はない。お前は、これからもずっとあたしの言葉に従したがい、ただ働く───それだけでいい」

ヴァル：……。俺おれの復ふく讐しゆうは終わっている。妹の元に帰りたいのだがな。

ＧＭ：「心の壊こわれた妹の元に？　まあ、それもいいでしょう。しかし───その壊れた心を取り戻す方法を、あたしが知っているとしたら───どう？」

ヴァル：……そんな方法があるのか。

ＧＭ：「さあね？」主は、からかうような……しかし自信に満ちた笑みを浮かべる。

ヴァル：……わかった。これからも、お前のために働こう。本当にそんな方法があると言うなら、な。

ＧＭ：「信じる信じないは、あなた次し第だいよ？」

ヴァル：……この、悪あく魔まめ。

ＧＭ：その言葉に、主は相手をからかうような口調で……言った。




「悪魔？　───いいえ、魔族よ」




　　　＊　　＊　　＊




　ヴァルが退たい室しつしたあと、女は背はい後ごに立つ二体の魔族〝レライエ〟に語りかけるように、つぶやいた。




「〝薔ば薇らの巫み女こ〟ノエル───あなたにこんなところで、つまずいてもらっちゃ困こまるのよ。はやく〝薔薇の武ぶ具ぐ〟を集めてちょうだい？」
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　◆Ending 02◆いつかまた───




　一年に一度、ラインの街で行なわれる祭りには、エリンディル中から多くの人々が集まり……夢ゆめのように楽しいひとときを過すごす。

　三日目の夜───。

　祭りは、クライマックスを迎むかえていた。

　夜空を染そめる無数の花火が闇やみに包まれる街まち並なみに彩いろどりを添そえる。

　それは祭りのフィナーレを告げる光だった。




ＧＭ：では、最後にノエルとトランのシーンを演出してこのシナリオを終しゆう了りようしましょう！

ノエル＆トラン：はーい。

ＧＭ：シーンの舞ぶ台たいはヴァルと別れたあと───ラインの街の夜。ふたりは、終わりに近づく祭りの喧けん噪そうの中、クリスとエイプリルが帰ってくるのを待っている。

トラン：わたしは、生まれて初めて見る花火に見とれて、目をぱちくりさせています（笑）。

ノエル：じゃあ、今回の件けんでトランさんにお世話になったので、お礼を言いましょう。ありがとうございました、って。結けつ婚こんせずに済すみましたしっ（笑）。

トラン：ああ、いえいえ無事に済んでなによりですよ。

ノエル：で、でも～ご家族に送るお金を使っちゃいましたし～。

トラン：いやいや、神殿に吸すい上あげられた金もまあ、最さい低てい限げんでしたし……１５００くらいは残ってますよ。

ノエル：あ、そか、そうですね（笑）。

ＧＭ：なにげない会話を繰くり返すふたりの背後で鳴る、花火の音。そして人々の喧噪。祭りに、もうすぐ終わりの時がやってくる。

トラン：祭りももう終わりですか───では、クリスたちが帰ってくるまで、夜店を見て回りましょうか、ノエル。

ノエル：いいですねっ。

ＧＭ：（ナレーション風に）……初めて見る大きなお祭り。トランにとって、それはなにもかもが珍めずらしかった。隣となりではしゃぐノエルを見て、キミは───こんな生活もいいもんだな、という気持ちがふとよぎる。

トラン：な、なんですかその演出は（笑）。

ノエル：あ。じゃあ、トランさんに夜店でねだりますよ！　この鈴すず、買ってください！

トラン：わたしにたかるんですか！（笑）

ＧＭ：それは、祭りの夜店なら、どこにでも売っていそうな安物の鈴だ。

ノエル：いいんですよ、記念ですから！

トラン：まあ、じゃあ……それをひとつ買って、ノエルに渡わたしましょう。

ノエル：ありがとうございますっ、と手首に巻まき付つけます♪

ＧＭ：〝ちりん───〟手首に巻いた鈴が、どこか寂さびしげな音をたてた。

トラン：な、なんでそんな描びよう写しやが細かいんですか（笑）。さて、そろそろクリスたちも帰ってきますかね。

ＧＭ：ああ、もうそんな時じ刻こくだけど……まだ、言うべきことがあるだろう？

トラン：……は？　ああ……なるほど。じゃあ、最後にノエルに言います。

ノエル：はい？

トラン：こういうお祭りっていうのも、楽しいものですね。よかったら……また来年も、このお祭りで、わたしと一いつ緒しよに───屋台をやりましょう。

ノエル：ヤキソバですか！

トラン：売って売って売りまくります！

ノエル：わかりましたっ。

ＧＭ：喧噪の中での約束。そしてそれは……。




　それは、かなえられることのない約束。




トラン：で、ですね。屋台を閉しめたら……もう一回、その……一緒に夜のお祭りを見てまわりませんか？

ノエル：ぜひ♪




　約束が決して果たされないという事実を……この時のふたりはまだ知らない。




トラン：それと───ちょっと照れくさそうに言うんですが……。

ノエル：なんですか？

トラン：その……と、ノエルになにか言いかけて───。

ＧＭ：「おい、お前たち！　勝手に外を出歩くなよ！　探さがしたぞ！」並ならんで歩くふたりに背後から、クリスが上じよう機き嫌げんで抱だきついた。

ノエル：あ、クリスさん。

トラン：……やれやれ、クリス。今日、ものすごい大変だったんですよ？　今までなにをやっていたんです。なにやら上機嫌で……。

ＧＭ：「ふっふっふ、決まっているだろう。今日は一日、マティアス様と共に世界の愛について語っていたのだ」

トラン：世界の愛……一日中……。まったくこれだから神殿は……。

ノエル：あはははは。




　時は、静かに迫り来る。




ＧＭ：「ひさしぶりに、充じゆう実じつした一日だったぞ。今日は、私の兄弟子もこのラインに来ていてな───そうだ、立りつ派ぱな方なのでそのうちふたりにも紹しよう介かいしてやろう」

ノエル：お、お願いします……（笑）。

トラン：遠えん慮りよする！　神殿の人間なんか紹介されても困こまるだけだっ!?　そんなことより、早く次のマビノギを探しに……。

ノエル：まだエイプリルさんが来てま……。

ＧＭ：「……なにじゃれあってるんだ、お前たち」ふと気づけば、近くの塀へいの上に腰こし掛かけ、花火をながめているエイプリルがいる。

トラン：誰だれがじゃれあってるんだ!?

ＧＭ：「そうだ、なにが悲しくて悪の幹かん部ぶとじゃれあわねばならんのだ!?」




　いつものように言い争うふたり。

　あわてて、しかし笑いながらそれを止めに入るノエル。

　毎日のように繰くり返されるその光景に、エイプリルがやれやれと首をすくめて苦く笑しようした。




　───夜が明ければ、再ふたたび旅が始まる。

　トランの生まれ故郷……深い霧きりに閉ざされたイジンデルという名の小さな村を目指す旅。

　そう───

　四人が笑いあって歩ける……
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　その最後の旅が。








『アリアンロッド』リプレイ・ルージュ

みっしょん5.5「ノエルと白馬の王子」

─FIN─
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　命を賭けた冒険が今始まる！




　『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』外伝、『ノエルと白馬の王子』はいかがでしたでしょうか？

　さて、ここからは『ルージュ＋１』の、〝＋１〟の方のリプレイになります（笑）。

　タイトルは『魔を貫くもの』。内容はランダムダンジョンを使用したリプレイとなっています。『ルージュ』と並行して発表している『ハートフル』の第四巻『星せい霜そうのロンド』でもランダムダンジョンを使用してますが、こちらはそれに先駆けて行なわれたものです。




　　　＊　　＊　　＊




　このリプレイは、ゲーム・フィールドより発刊された『ゲーマーズ・フィールド別冊10号　菊池たけしがまたまいりました!!』に掲載されました。

　執筆は『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』でもお馴な染じみの久保田悠羅です。

　このリプレイの発表のほぼ一年前に『上級ルールブック』が発売され、その『上級ルールブック』に掲載されているランダムダンジョン・ルールを使った遊び方の紹介リプレイという意図を持って、『魔を貫くもの』は執筆されました。

　そのためシナリオの内容は、ＰＣの一応の目的はあり、直前に『アリアンロッド・リプレイＥＸ　死者の花嫁』が発売されたということもあってショコラといったＮＰＣを登場させてはいますが、ただダンジョンを突き進んでいくだけというシンプルなものになっています（ランダムダンジョンのルールについては、本文中で解説しています）。

　もっともそれだけでは面白くないので、シナリオに（というよりはセッションに）とある仕掛けを施してあります。おそらく、一本のシナリオでこんなことをしたリプレイは、あまり例を見ないのではないでしょうか。

　もともとはＴＲＰＧのイベントなどで行なっていたアイデアを、リプレイ用にリファインしたものではありますが、まさかこんなことになるとは予想していませんでした（笑）。

　なお、表現の一部や細かい部分の修正は行なっておりますが、データやプレイの内容は掲載時のままとなっています。『アイテムガイド』や『エネミーガイド』などは導入されていませんので、あしからずご了承ください。

　また、リプレイの仕掛けにつきましてはリプレイのネタバレ（？）になってしまいますので、ここで触れずにおきましょう。ぜひ、本編で確認していただければと思います。

　それでは『アリアンロッド』ランダムダンジョン・リプレイ『魔を貫くもの』、存分にお楽しみくださいませ。








　PREPLAY




　◆Preplay 01◆参加者募ぼ集しゆう中！




　桜さくらが満開に咲さき誇ほこる、とある春のうららかな日。

『ゲーマーズ・フィールド』誌しの編へん集しゆう長ちようが声をかけてきたところから、この物語は始まる……。




「とゆーことで、ゆーらさん。次号の『ＧＦ別べつ冊さつ』のリプレイを執しつ筆ぴつしていただきたいのですが」

「ネタはなんですか？」

「『アリアンロッドＲＰＧ』の予定です」

「『アリアンロッド』ならば、まぁ問題ないかと思いま……」

「ただしっ！」

「ただし？」

「ランダムダンジョンを使ったリプレイを書いてください」

「リプレイになりますかね？」

「まぁ、そこをなんとか。たとえば……（コソコソコソ）」

「おー、それは面おも白しろい（笑）。とゆーことは……（ゴニョゴニョゴニョ）」

「ふんふんふん。それならばこんなことも……（以下略）」

「分かりました。それでは、そういうことで」

　かくして、いまだかつてない、壮そう大だいにして、馬ば鹿か馬ば鹿かしいリプレイは実行に移うつされた。




　そして数日後。

　ランダムダンジョン用のシナリオと、リプレイ収しゆう録ろくの準じゆん備びを調えた私は、事じ務む所しよの中で、高らかに宣せん言げんした。




「これから、『ＧＦ別冊』用のアリアンロッド・リプレイを収録します」




　そして事務所で仕事をしている人の中から、適てき当とうにプレイヤーを指名していく。

　もちろん、その中には仕事が忙いそがしい人がいたかも知れない。だが、面白いリプレイのためには多少の犠ぎ牲せいは仕方ないのだ（笑）。

　特にこの男には、ぜひ参加してもらわねばならない。私は、ひとりの男の肩かたを叩たたいた。

　その男の名は、菊きく池ちたけしという。




「とりあえず、きくたけさんは参加確かく定ていということで」

「なんでだっ！」

「いや、『アリアンロッド』だし」

「え？　プレイヤーをやることは、あまり関係ないような……」

「いや、関係ありますよ。『菊池たけしがまたまいりました』というタイトルで、きくたけさんがリプレイに出ていないというのもちょっとナニではないですか？」

「そう言われてみれば……」

「それに、あまりリプレイでプレイヤーをやることがないでしょ。せっかくですから、やりましょうよ」

「うむ。そういうことならば仕方ない」

「では、決定！　あとはネタとして彼は外せないとして……」




　こうして、とりあえず選ばれたプレイヤーは次の四人だ。




菊池たけし

　数々のリプレイで一世を風ふう靡びする我わが社しやの取とり締しまり役やく副社長であり、『アリアンロッド』『ナイトウィザード』『セブン＝フォートレス』のデザイナー。きくたけの愛あい称しようでも有名。

（笑）と美少女を武ぶ器きに、日夜奮ふん闘とう中だっ!!




矢や野の・俊しゆん策さく

『ダブルクロス』のデザイナーとしても有名だが、『アリアンロッド』リプレイに登場したシグやトランの名でご存ぞんじの方も多いだろう。

『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』などのリプレイも好評発売中であり、今もっとも旬しゆんなゲームデザイナーのひとりといえるだろう。




藤ふじ村むらまどか

『アルセイルの氷砦』のマドカ、『リーンの闇あん砦さい』のディフェスなど、無口で超ちよう☆攻こう撃げき的てきなキャラクターを担たん当とうしたプレイヤー。その実力は、『ダブルクロス・リプレイ・ヴァリアント』のロストエデンリプレイでも存ぞん分ぶんに発はつ揮きされていた。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．内では、ＤＴＰデザイナーとして、担当するキャラクターのように黙もく々もくと仕事をしている。




大おお畑はた・顕あきら

『ラ・アルメイアの幻げん砦さい』のシェルジュのようなヘタレ主人公から、『アリアンロッド』のベネットのような三下キャラまで幅はば広ひろく（？）こなすオールラウンドプレイヤー。主にゲームデータの作成を担当している。




　とまぁー、以上のメンバーでとりあえずお送りいたします。

　あっと、それと一いち応おう自じ己こ紹しよう介かいもしておきしょう。




久く保ぼ田た・悠ゆう羅ら

『アリアンロッド』では、ルール、データ、ワールドなど、幅広くお手伝いをしているゲームデザイナー。『ドラゴンアームズ』『セブン＝フォートレス』『アルシャード』などのシステムデザインやワールドデザインなども行なっている。他にも新紀元社から『Truth In Fantasy』シリーズを何なん冊さつか出していたりするので、そちらもよろしくお願いします。




　それでは、『アリアンロッド』リプレイ本ほん編ぺんにいってみよー。




　◆Preplay 02◆大だい惨さん事じの予感～今回予告、そしてＰＣ作成




魔ま剣けんクラウ・ソラス。

宝ほう冠かんリア・ファリアス。

聖せい杯はいコルドロン。

そして、神しん槍そうブリューナク。




　エリンディルに住む者ならば、誰だれもが知っている、伝説に謳うたわれる四つの秘ひ宝ほう。

　魔剣は神聖皇こう帝ていゼダンの手に、宝冠は死者の住まう廃はい都とファリアスにあることが分かっていたが、聖杯と神槍の行ゆく方えはいまだ不明であった。

　だが、ついに神槍の在あり処かが判はん明めいし、神聖ヴァンスター帝国のゼダンは、冒ぼう険けん者しやを集め、神槍ブリューナクの探たん索さくを命じた。




アリアンロッドＧＦ別冊リプレイ

「魔を貫つらぬくもの」




海底に沈しずみし遺い跡せきに挑いどめ、冒険者！




久保田（以い降こう、ＧＭ）：（今回予告を読み上げたあと）とまぁ、こんな感じの今回予告でスタートです。

大畑：しかし、このガン○ムＳＥＥＤ風の予よ告こく編へんはなんですか？（笑）

ＧＭ：一回やってみたかったんですよ。「冒険者」の部分をいろいろと代えたりして（笑）。

矢野：切り裂さけ、エイジ、とか？

大畑：自じ爆ばくしろ、ベネット！（爆笑）

ＧＭ：また自爆かい！

きくたけ：じゃ、馬が合え、シグ（笑）。

矢野：なんでシグだけ、そんなふうになるんですか？　それだけは勘かん弁べんしてください（笑）。

ＧＭ：まぁ、こんな今回予告です。

矢野：〝貫くもの〟って、ケルト神話に出てくるブリューナクのことだよね。

ＧＭ：そうですよ。

きくたけ：しかし、海底遺跡とは。やっぱり、聖闘士○矢のポセイドン神しん殿でんみたいなのか？

ＧＭ：いや、柱を壊こわしながらクリアしたりはしないから（笑）。

大畑：じゃあ、中は普ふ通つうのダンジョンなんですね。

ＧＭ：そのとおり。しかし、ひとつだけ違ちがうのが、そのダンジョンがランダムダンジョン作成ルールによって作られるということだけ。

一同：なにっ？　ランダムダンジョンのリプレイ？




　ランダムダンジョンとは、トランプと表を使用して、ダンジョンを自動的に作成していく、その名も〝ランダムダンジョン作成ルール〟によって、作られるダンジョンである。

　ちなみにこのルールは、『アリアンロッド上級ルールブック』に掲けい載さいされている。




ＧＭ：だから、ＧＭもどうなるか想そう像ぞうつかないという世にも恐おそろしいリプレイになるんじゃないかと（笑）。

大畑：また、無む茶ちやなことしますね。

ＧＭ：私が決めたんじゃないやい（笑）。で、ただ単にランダムダンジョンでは面白くないので、次のようなレギュレーションを設もうけました。




①１フロアごとに成長点を算出し、可か能のうならばレベルアップしてもよい




きくたけ：おー。ということは、途と中ちゆうでレベルアップできるのか。

ＧＭ：そうです。

大畑：となると、成長も見み越こしてキャラクターを作った方がいいですね。

ＧＭ：ただし、誰だれかひとりでもレベルアップした場合、次のフロアからＤＬが上がりますのでよろしく（笑）。

まどか：ＤＬ？

ＧＭ：ダンジョンレベルのこと。ダンジョンの難なん易い度どを表わす値あたいです。通つう常じようは、ＰＣの平へい均きんキャラクターレベルを基き本ほんとします。

まどか：つまり、レベルアップすると、ダンジョンが難むずかしくなるということ？

ＧＭ：そうです。表でイベントを決定する時に、ひとつ上を参照することになりますからね。

きくたけ：だが、それだけＰＣも強くなっているということだ。

ＧＭ：では、次。




②【ＨＰ】、【ＭＰ】、フェイトなどのＰＣのリソースは、ポーションやイベント以外で回かい復ふくしない




きくたけ：レベルアップしても？

ＧＭ：はい。ちなみに回復しないのは、【ＨＰ】、【ＭＰ】、フェイト、ギルドスキル、それから回数制せい限げんのあるスキルです。ただし、レベルが上がると使用回数が増ふえるスキルは、レベルが上がった時に一回だけ使用回数が増えることにします。

矢野：ギルドレベルが上がった場合、ギルドスキルはどうなります？

ＧＭ：さすが、〝クレバー矢野〟と呼よばれるだけのことあって、目のつけ所が違う（笑）。ギルドレベルが上がった場合、ギルドスキルは選び直してＯＫです。したがって、回数はリセットされます。

まどか：ギルドスキルって？

ＧＭ：ＰＣたちは基本的にひとつのギルドに所しよ属ぞくしています。そのギルドに所属しているキャラクターならば、誰でも使えるスキルのことです。

まどか：結けつ構こう重要？

矢野：かなり重要です（笑）。

きくたけ：【ＨＰ】が全回復したりするからな。

ＧＭ：では、次。




③エネミーは戦せん闘とう不ふ能のうになったキャラクターから優ゆう先せん的てきにとどめを刺さす




一同：げーっ！　容よう赦しやなし？

ＧＭ：容赦なしです（笑）。ちなみに戦闘はスクウェア戦闘ルールを使用します。




　スクウェア戦闘ルールとは、ランダムダンジョン作成ルール同様、『上級ルールブック』に掲載されているルールである。戦場をスクウェアと呼ばれる四角いマスによって区切り、キャラクターの位置や距きよ離りを表ひよう現げんする。




ＧＭ：なお、とどめを刺さされた方は、ゲームから脱だつ落らくとなります。

大畑：となると、残されたＰＣだけで探たん索さくを続けるんですか？

ＧＭ：まぁ、その辺りは実じつ際さいにそうなった時に説明するということで（笑）。

きくたけ：その笑いが嫌いやだ（笑）。

ＧＭ：ふっふふふ……。では、キャラクターを作成してください。




　数十分後。

　この海底遺い跡せきに挑ちよう戦せんすべく、エリンディルに新たな冒ぼう険けん者しやたちが誕たん生じようした。彼かれらを待ち受ける運命は……ＧＭですら分からない（笑）。




ＧＭ：では、ひとりずつ自じ己こ紹しよう介かいしていただきましょー。








●菊池たけしの場合

きくたけ：名前はキングジョージ五世。

ＧＭ：キングジョージ五世って、イギリスの戦せん艦かんの？

きくたけ（以後、キング）：やはり男ならば艦船だろう（笑）。

ＧＭ：いや、だろうと言われても。

キング：出自で「英えい雄ゆう」が出たので、滅ほろんだ王国の子こ供どもということで、キングなのだよ。

ＧＭ：子供なら、キングじゃなくてプリンスじゃないですか？

キング：ん？　じゃ、プリンス・オブ・ウェールズ？

ＧＭ：戦艦の名前にこだわりますなあ。

キング：（しばらく考えて）んー、キングジョージでいいや。で、滅んでしまった王国を復ふつ興こうしようとしていることにしようかと思うんですが。

ＧＭ：なるほど。いいんじゃないですか？　滅んでしまったから、出自が「権けん力りよく者しや」ではないわけですね。

キング：そのとおり。で、メインクラスはメイジ、サポートクラスはセージ。で、種族はフィルボル。

ＧＭ：フィルボル？

まどか：フィルボルってちっちゃいんだよね？

キング：そう、ちっちゃい。さっきも言ったとおり、王国復興のために動いている。でも、その目的は、境きよう遇ぐうの結果「愛」となった。かつて、フィアンセのユリアという名のどこぞの国のお姫ひめ様さまがいたんですが、誰かにさらわれてしまったのだ。そして、彼女を探さがして冒険者をしながら旅をしている。

矢野：みるみるうちにケン○ロウ顔のフィルボルが（笑）。

ＧＭ：なんか雲行きがおかしくなってきたんですけど。それよりも、復興の話はどこに（笑）。

キング：さぁ？（一同笑）そして、ユリアを取り戻もどしに行くんだが、ライフパスの運命からすると、どうやら最後は負けるらしい。

大畑：なぜ？

キング：運命が「喪そう失しつ」だから（笑）。キャラクターはいつものとおり……イヤ、今回は仮か面めんは着けないぞ。その代わりにマントと王おう冠かんを着けよう。顔は二枚まい目めでニヒルなんだが、口くち髭ひげを生やしている。こう、ピンと（笑）。

矢野：フィルボルでヒゲ？　それは新しん機き軸じくかも。

大畑：きっと付けヒゲですよ。偉えらそうに見せるための。

キング：そして、声は渋しぶい。

矢野：でも、フィルボルだからちいちゃいです。

キング：それは仕方ない。フィルボルだからな（笑）。
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●矢野俊策の場合

矢野：えー、名前はルーリィ・スノールといいます。

キング：ルーリィ？　女じよ性せい？

矢野（以後、ルーリィ）：そうです。メインクラスがシーフ、サポートクラスがモンクです。そして、種族はフィルボルで……。

ＧＭ：矢野くんもフィルボルなの？

ルーリィ：まぁ、シーフですから、無ぶ難なんな選せん択たくだと思いますよ。

キング：いっそのこと、全員フィルボルとか（笑）。

まどか：……残念、ヒューリン。

大畑：こっちは、エルダナーンでやんす。

キング：さすがに全員フィルボルではないらしい。

ＧＭ：当たり前です。まぁ、シーフでフィルボルなら問題ないかと。

ルーリィ：はい。で、年ねん齢れいは11歳さいで、自分のことをスパイだと言い張はっています。

ＧＭ：は？

ルーリィ：自分はスパイなので、卑ひ怯きようなことをしなければならないという固定観念に基もとづいています。だから、毒手を使います。

キング：毒手って……あっ、モンクだから、格かく闘とうに《インベナム》を乗せるのね。
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ルーリィ：です。しかも出自で「邪じや神しんの祝福」が出てますし、モンクの《インテンション》も加わって、【ＨＰ】はかなり多いですよ。境きよう遇ぐうは「遺ゆい言ごん」なので、きっとスパイになるのだー、とか言われたんですよ（笑）。

ＧＭ：誰に？

ルーリィ：やはりモンクの先代に（笑）。その遺言にしたがって、世界でもっとも有名なスパイになるために冒ぼう険けん中。

キング：それは問題がないか？（笑）

大畑：００７とか？

ルーリィ：そんな感じ（笑）。




●藤村まどかの場合

まどか：名前はアマミ。

キング：アマミ？『アリアンロッド』をなめてるだろ（笑）。

ＧＭ：キングジョージ五世には言われたくないと思いますが……。

ルーリィ：確たしかに（笑）。

キング：それはどういうことだっ！

ＧＭ：いや、言ったとおりじゃないかと（笑）。
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キング：……アマミか、よい名前だ（一同爆笑）。

まどか（以後、アマミ）：メインクラスはウォーリア、サポートクラスはサムライのヒューリンです。

ＧＭ：ようやく、ごく普ふ通つうのＰＣがきてくれた（笑）。

アマミ：『アリアンロッド』は初めてなので、矢野さんに相談して、サンプルキャラクターの「剣の伝でん承しよう者しや」のスキルを少しだけ変えることにしました。

ＧＭ：どう変えたの？

アマミ：《インヴィジブルアタック》をやめて、《バッシュ》を２レベルに上げました。攻こう撃げき力りよく特化型ということで（笑）。

ルーリィ：命中はちょっときついですが、なかなかすばらしい攻撃力になってるはず。当たればでかいのではないかと。

ＧＭ：あとは？

アマミ：《コンバットマスタリー》を《プロヴィデンス》にしました。

ルーリィ：今回はリソースは重要ですからね。

ＧＭ：他には？

アマミ：……ない。

ＧＭ：相変わらず無口でいらっしゃいます（笑）。




●大畑顕の場合

大畑：名前はハーディアス。（嬉うれしそうに）なんて普通の名前なんだ。

ＧＭ：キングジョージとか、アマミとかに比くらべればな（一同笑）。

大畑（以後、ハーディアス）：メインクラスがアコライト、サポートクラスはメイジ。種族はエルダナーン。出自は「権けん力りよく者しや」。なんと、エルダナーンで権力者。

キング：かなり俗ぞくっぽいな。

ハーディアス：そうですね。エルダナーンの有り余あまる寿じゆ命みようを使って、我わが一族はいろいろと手を尽つくし、今回のシナリオの舞ぶ台たいとなる神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくに深く入り込こんでいるという、超ちよう世せ俗ぞくにまみれたエルダナーンなのですよ。

ＧＭ：まみれすぎです（笑）。

ハーディアス：すべては俺おれ様さまのために生き、俺様のために死すのだ。うははは……とか言ったりする。あっ、そうだ一いち人にん称しようは〝俺様〟にしよう（笑）。

キング：なに？　ならば対たい抗こうして、こっちは〝余よ〟だっ！（一同笑）。

ＧＭ：（あきれたように）そんなところで対抗してどうするんですか……。

ハーディアス：しかしっ！　ところがどっこい、運命は「忠ちゆう誠せい」なので誰かに仕えてしまうのです（一同笑）。

アマミ：誰に？

ハーディアス：もちろん、国に。

ルーリィ：愛国心はあると。

ハーディアス：うん。愛国心はある。すべては俺様のため、そして国のため。そして、たぶんグデグデ（爆笑）。

ルーリィ：最初からグデグデだからな。でも、きくたけさんには……。

ハーディアス：もちろん、敵かないませんとも（笑）。あっ、そして有り余あまる金でポーションなどを買いまくりますよ。

一同：ポーションかよっ！（笑）




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：さて、キャラクター作成も終しゆう了りようしたことですし、さっそく、ギルドを組んでいただきましょう。ギルドマスターは……。

一同：きくたけさんっ！

キング：おいっ!!

ＧＭ：では、そういうことで（笑）。

キング：おいっ!!!
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ＧＭ：嫌ですか？

キング：いや、嫌ではない（笑）。では、《蘇そ生せい》！

一同：早っ！

ＧＭ：ギルドスキルは、あとで決めてください。

ルーリィ：でも、なんでこんなヘンテコなギルドマスターに我われ々われはついているんでしょう（笑）。

キング：ヘンテコとは失礼な。威い厳げんがあると言ってくれたまえ。

ハーディアス：なんですと？　威厳がある？　よし、俺様はキングの一族に仕えてきたことにしよう。

キング：よし、部下がひとりできたぞ（笑）。さて、ギルド名はどうしよう。

ルーリィ：ギルド名決定表を振ふりますか？

キング：〝愛を取り戻もどせ〟とか、〝愛の詩〟とか、そんな感じがいいなぁ。

ルーリィ：ギルド名まで、ネタなんですか？

ＧＭ：さすがきくたけさん（笑）。

アマミ：（ぼそりと）ある愛の詩とか？

キング：それだっ！　では、〝ある愛の詩〟ということで（笑）。

ハーディアス：神しん槍そうブリューナクを手に入れて、それで天下を手に入れるでございますよ、ぼっちゃま。
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キング：じゃあ、おまえが余の右みぎ腕うでな（一同笑）。

ハーディアス：ハア、私はキング様の右腕でございます（笑）。

ＧＭ：そして、ハーディアスが死にそうになった時に……。

ルーリィ：（まるで雑ざ魚こキャラのように）いいんですか？　奴やつはキング様の右腕だったはずじゃ……。

キング：（自分の右腕を叩たたきながら）余の右腕はここにある（爆笑）。




　しばらく『北○の拳けん』の話で盛り上あがり、プレイ中ちゆう断だん（笑）。




ＧＭ：そろそろプレイに話を戻そう（笑）。で、ギルドスキルは？

キング：《蘇生》は必ひつ須すとして、あとひとつをどうするか。

ルーリィ：《目め利きき》を取って、ギルドレベルが上がったら、《派は遣けん販はん売ばい》でアイテムを買うというのは？

一同：それだっ！

ルーリィ：でも、なんで商人が派遣されてくるんでしょう？

ＧＭ：（自信ありげに）それはちゃんと考えてあるから大だい丈じよう夫ぶ。

ハーディアス：でも、最初に持っていけるのはひとつだけなわけで、《蘇生》で行くか、《目利き》で行くかは結けつ構こう重要ですね。

キング：最初の階は《目利き》の方がいいかな。金を稼かせぐために。そして、金が貯たまったところで《派遣販売》を使って、ポーションを買うのだ。

ルーリィ：分かりました。最初はお金を稼ぐという方向で。

ハーディアス：これで回復手しゆ段だんも完かん璧ぺきですね、キング様。

キング：うむ。死んでも稼げ。死んでもお前らの代わりはいるんだ（笑）。




　この一言が、あとで真実になるとは、この時はまだ、誰だれひとりとして気がつかなかった。








　OPENING PHASE




　◆Opening 01◆天然商人ビュレット、登場




ＧＭ：それでは、オープニングフェイズに入りたいと思います。

キング：その依い頼らい、引き受けたっ！。

ＧＭ：なんですとっ！　それはとても楽かも。じゃあ、そういうことで（笑）。

ハーディアス：早いっすよ（笑）。

アマミ：まだ、何も言っていないし。

ＧＭ：冗じよう談だんはさておき、舞ぶ台たいは神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくから始まります。みなさんは、神聖皇こう帝ていゼダンに直々に呼よびだされて……って、キングは亡ぼう国こくの王子なんだよね。

キング：そのとおり。

ＧＭ：ヴァンスター帝国って、近きん隣りんの国家を併へい吞どんして、大きくなっている国なんですけど、帝国に滅ほろぼされたことにする？　それとも、他の国に滅ぼされて、ヴァンスター帝国を頼たよってきたことにする？

キング：それはもちろん、ヴァンスター帝国に滅ぼされたに決まっている。

ハーディアス：それですよっ！　それっ！　で、我々はその身分を隠かくして帝国にいるんですよ。

ＧＭ：密ひそかに反はん逆ぎやくを狙ねらっている感じですね。しかし、皇帝ゼダンはキングの顔を見ると、嘲ちよう笑しようするかのような笑えみを浮うかべる。

ハーディアス：何か、知ってますよ。この皇帝（笑）。

キング：ならば、ひれ伏ふせずに立っていよう。立っても伏している他の人間と同じくらいの高さしかないが（笑）。

ハーディアス：じゃあ、俺様は膝ひざを折って、キングと同じ背せの高さにします。うかつにキングより高くなると、いろいろ言われるので（笑）。

キング：余よよりも高い位置にいるのはお前かー！（笑）

ハーディアス：ぎゃー。

ルーリィ：いきなりグデグデ（笑）。

アマミ：……。

ＧＭ：まぁ、そんな様子を横目で見ながら、ゼダンはキミたちに告げる。「先日、ヴァン山脈の遺い跡せきにて、転送ゲートが発見された」

アマミ：転送ゲート？

ＧＭ：中に入った人間を別の場所へ送る装そう置ちのこと。昔の文明のものですね。「この遺跡自体は以前から知られていたものだったのだが、地下へと通ずる道が新たに発見され、その奥おくに転送ゲートがあったとのことだ」

ルーリィ：その転送ゲートの行き先を調べろっていうこと？

ＧＭ：「うむ。文ぶん献けんによれば、神しん槍そうとも呼ばれるあのブリューナクが、その遺跡にあるらしいのだ」

キング：なんとっ！　あのブリューナクが……。と知っているふりをする（笑）。ちなみに、ブリューナクってどのくらい知っているの？

ＧＭ：まぁ、昔話程てい度どには。冒ぼう険けん者しやなら誰でも知ってるんじゃないかな。エリンディルに伝わる四つの秘ひ宝ほうの中のひとつで、魔まを払はらう効こう果かがあると言われているよ。

ハーディアス：つまり、その槍やりを取ってこいということだな。

ＧＭ：「そこから先は、ビュレットが説明しますぅ」キミたちのうしろから、ぽわーっとした感じの声が聞こえてくる。

キング：なんで、そんなアンポンタンなんだ（笑）。

ＧＭ：「ビュレットはアンポンタンじゃないと思いますぅ」

キング：じゃあ、頭悪そうな声。

ＧＭ：「ひ、ひどい言われようですぅ。プンプン」

ハーディアス：一体誰なんだ？　陛へい下かの御おん前まえであるぞ。などと、まともなことを言ってみたりして（笑）。

ＧＭ：陛下の御前だろうが気にしてない、ぽわぽわ系けいの女の子です。

キング：なるほど、実にゆーらさんらしい趣しゆ味みだ（笑）。

ＧＭ：どういう意味ですか。

キング：そのままの意味ですが（笑）。

ＧＭ：……。納なつ得とくがいかないが、まぁ、いいや。で、その女の子は、ペコリとおじぎします。「ビュレットです。よろしくお願いしますぅ」

ルーリィ：こ、この方は？

ＧＭ：「この者が遺跡につながる転送ゲートを発見したのだ。そして、そなたたちの案内役でもある」

キング：旅の商人か……。

ＧＭ：「ビュレットといいますぅ。よろしくお願いしますぅ」

アマミ：で、その転送ゲートって、どんな感じだったの？

ＧＭ：「えーっと、遺跡の奥に未み探たん索さくの場所を見つけたんですよぉ。それで、そこに入ってみたんですけどぉ、あらビックリ」

キング：あら、ビックリじゃねぇ。

ＧＭ：「そこには、転送ゲートがあったんですぅ。で、転送ゲートに入ってみると……」

ハーディアス：いきなり入ったんかいっ！（笑）

ＧＭ：「その先に遺跡があったんで、さらにビックリ」

キング：さらにビックリじゃねぇ（笑）。

アマミ：……説明になってない。

ＧＭ：「あわててそこから出てきて皇帝陛下に説明したら、どうやらブリューナクが、眠ねむっている遺跡ということじゃないですか。で、案内役ということで皆みなさんをお連れすることになりましたので、よろしくぅ」

キング：なるほどなるほど。よろしくされてあげよう。ちなみにキミの命は保ほ証しようできない。せめて余の命を保証してくれ（一同笑）。

ＧＭ：「えぇー。そんなこと言っても、ビュレットは商人ですから」

ルーリィ：戦ってはくれないんですね？

ＧＭ：戦いませんよ。商人ですから。

キング：じゃあ、アイテムをその場で買ってくれるとか。

ハーディアス：余分な荷物を持ってくれるとか。

ＧＭ：「ビュレットの荷物だけで、手て一いつ杯ぱいですぅ」

キング：じゃあ、なんのためについてくるんだ？
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ＧＭ：「えっ？　案内役ですけどぉ」

キング：うっ……。そ、そのとおりだ（笑）。ん？　まさか最後に裏うら切ぎって敵てきにならないだろうな？（笑）

ＧＭ：どうでしょ。まぁ、きくたけさんですからね。

キング：それはどういうことだ？

ＧＭ：いや、きくたけさんなら、やりかねないという意味ですが（笑）。

ルーリィ：ということは、キングの方が、裏切ったりして（笑）。

キング：そんなことしないですよ。仲間じゃないか（笑）。

ハーディアス：俺様たち仲よし。

アマミ：……。

ＧＭ：そんな空々しい会話がギルドの中で交かわされる（笑）。

キング：（ごまかすように）さて、時間もないので、さっさと転送ゲートに入るとするか。

アマミ：……ごまかしてる。

キング：そんなことないぞ。では、行ってくるぞ。

ＧＭ：皇帝にそんな尊そん大だいな口をきいていいんですか？（笑）

キング：余と皇帝の仲だからな。

ＧＭ：どんな仲なんだか……。








　MIDDLE PHASE




　◆Middle 01◆いざダンジョンへ




ＧＭ：それでは、ここでこのリプレイ用のランダムダンジョン作成ルールを説明します。

キング：うむ。説明してくれたまえ。

ＧＭ：なんで、そんなにいちいち偉えらそうなんですか？

キング：キングだからだ（一同笑）。

ハーディアス：さすがキング様（笑）。

ルーリィ：なに言ってるんだか（笑）。

ＧＭ：いいから、話を聞けっ！（笑）ランダムダンジョン作成ルールとの変へん更こう点てんは、エースが出た時は、専せん用ようのイベントが発生するということだけです。

ルーリィ：つまり、各フロアで必ずイベントが発生するということ？

ＧＭ：そのとおりです。その代わり、ジョーカーは使用しません。あと、一部トラベルイベントチャート（ハートのチャート）が変更になってます。

アマミ：なぜ？

ＧＭ：『上級ルールブック』に掲けい載さいされているミッションデータで使用するものがあるからです。今回のリプレイではあまり関係ないので、別のものと差し替かえました。

ルーリィ：なるほど。

ＧＭ：あと、今回のダンジョンは全部４フロアとなります。では、最初のカードは……。




　◆Middle 02◆第１フロア（Ｂ─Ｚ）転送ゲートを抜ぬけるとそこは……




ＧＭ：最初のカードはこれだっ！

ハーディアス：ダイヤのＱ！　いきなりプライズ!!

アマミ：プライズ？

ＧＭ：アイテムとかお金が手にはいるイベントですね。さて、キミたちが転送されたのは、氷柱つららが天てん井じようからぶら下がっている部屋です。

ルーリィ：氷柱？

ＧＭ：霜しもとかも壁かべにへばりついていたりとかします。

ハーディアス：もしかして寒い？

ＧＭ：ものすごく。あと、ビュレットがキョロキョロと辺りを見み渡わたしながら、不思議そうな顔をしている。

キング：余よはものすごく嫌いやな予感がするぞ。

ハーディアス：奇き遇ぐうですね、キング様。俺おれ様さまもです（笑）。

ＧＭ：しかも、うしろを振ふり返ると、キミたちが抜ぬけてきた転送ゲートが停止しています。

ハーディアス：なんですと！

ルーリィ：この遺い跡せきから、どうやって出るんだろ？

キング：大だい丈じよう夫ぶ。ビュレットが出てきたんだから出れるに違ちがいない。

ＧＭ：キングがビュレットを見ると同時に、彼女らはすっとんきょうな声を上げます。「あれぇ？」

ルーリィ：あれぇ？　って、なに!?

ＧＭ：「前に来た時と違ちがう部屋ですぅ。おかしいですねぇ」

ルーリィ：いや、部屋の問題ではなくて、ゲートの方……。

ＧＭ：「大丈夫ですよぉ。ほら、窓まどの外でお魚が泳いでますから」

ルーリィ：だから、そういう問題じゃなくって……。もうっ！　この［毒］を食らえー！　こんな海底で一生を過すごすのはイヤ！（笑）。

ＧＭ：「あらぁ？　転送ゲートも止まってますよぉ」

ルーリィ：だから、そう言ってるじゃないですかっ！

ＧＭ：「どうやら、ある一定の人数以上は入ることができないようになっているようですねぇ」

キング：あえてここで言おう、しまった（一同笑）。

ハーディアス：すばらしい。さすがでございます、キング様。

ルーリィ：もしかして、皇こう帝ていはキングがどうでもよくなったんで、他のスカポンタンと一いつ緒しよにまとめてここに送り込こんだんじゃない？（笑）

キング：それを言っちゃうと、キミもスカポンタンってことになるぞ（笑）。

ルーリィ：まぁ、世界一有名なスパイになりたいような奴やつに用はないでしょうからね（笑）。

ハーディアス：それはまったく、そのとおり。

キング：自分で言うな、自分で（笑）。

ハーディアス：はっ！　もしや……。

キング：何か分かったのか？

ハーディアス：俺様の運命の「死神」が原げん因いんでは（笑）。

キング：そこまで見み越こして作っているとしたら、ものすごいシナリオだがな（笑）。

ＧＭ：まぁ、そんなわけはないわけで（笑）。ちなみに、ビュレットはお気楽な感じで、あまり気にしていません。「しょうがないので先に進みますかぁ」
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ハーディアス：なんて気楽な。

ＧＭ：「それはそれとして、とっても寒いですねぇ」

ルーリィ：まったく動じてないのね。

ＧＭ：「そんなに誉ほめないでください。で、こんなこともあろうかと」ゴソゴソと防ぼう寒かん具ぐを出して……

キング：ありがとう。

ハーディアス：俺様にもくれ。

ＧＭ：「でも、残念ながらひとり分しかないんですよぉ」

ハーディアス：キング様！　あいつ、ものすごいむかつきます（笑）。

キング：キングはその場で凍こおってますんで（笑）。

ハーディアス：キ、キング様！　なんと、なんとお労いたわしい姿すがたに……。

アマミ：……

ＧＭ：では、その凍ったキングの向こうには「食料」と書かれた大きな箱が見えます。

キング：なに？　食料だとっ！

ルーリィ：反はん応のう、早っ！

アマミ：もう、氷が融とけた……。

ルーリィ：とりあえず、箱を調べに行きたいと思います。

キング：よし、行けっ！　我われ々われは離はなれて様子を見ていよう（笑）。

ＧＭ：では、【感知】判はん定ていどうぞ。

ルーリィ：なんか怖こわいよ（笑）。普ふ通つうの【感知】ですよね……（ダイスを振ふる）13。

ＧＭ：それは成功。で、箱の中には……えっと、２Ｄを振ってください。

ルーリィ：えい！（ダイスを振る）７。

ＧＭ：なんと、箱の中には「にく」が７個こも入っていました（笑）

ルーリィ：え？　にく？

キング：もしかすると、ここって冷れい凍とう庫こなのか？

ＧＭ：どうやらそのようですね。……でも誰だれが食べるんだろ（笑）。

ルーリィ：でも、今の私たちには非ひ常じように助かりますよ。７個もあれば、それなりに【ＨＰ】を回かい復ふくできますし。

キング：うむ。幸先いいぞ。この調子でどんどん進むとしよう。





戦利品

・にく（売れば１０Ｇ）×７






　◆Middle 03◆第１フロア（Ｂ─Ｙ）開始早々大ピンチ！




ＧＭ：しかしっ！　そんなにいいことは続かないのですよっ!!　次のカードはスペードのＫ！

ルーリィ：キング、なんとかしてください。これ戦せん闘とうですよ。

アマミ：スペードは戦闘なの？

ルーリィ：そのとおりです。しかも数字が高いほど、強いエネミーが出ます。

ハーディアス：つまり、現げん状じようで最大の敵てきというわけだっ!!　なんてことだ。もう、終わりだーっ!!　死ぬーっ!!

キング：戦って勝てないと分かった場合は撤てつ退たいしてもいいんだろうか？

ＧＭ：タイルの外まではエネミーは追いかけてきません。

ルーリィ：じゃ、いざとなったら逃にげましょう。まだ、別の道もあるし。

ＧＭ：では、イベントを進めます。さて、キミたちを出で迎むかえたのは、老人の顔をした一匹ぴきの魔ま獣じゆう。

キング：老人の顔をした？

ルーリィ：魔獣!?　なんかすごいこと言われてる（笑）。

ハーディアス：待って下さいよ。オレたち１レベルですよ（笑）。

ＧＭ：（無む視しして）「誰ジャ、我われノ思し索さくヲ邪じや魔まスルノハ……」

ハーディアス：け、獣けものがしゃべりましたよっ！　もう、終わりだーっ！　やっぱり死ぬーっ!!

ルーリィ：いちいち、うるさい（笑）。

ハーディアス：はっ、申しわけありません。いきなり卑ひ屈くつになるハーディアス（笑）。

ＧＭ：あのー。説明続けてもいいでしょうか？

一同：どうぞ、どうぞ（笑）。

ＧＭ：えっと……なんだっけ？

アマミ：……魔獣の解かい説せつ。

ＧＭ：あっ、そうだ。で、魔獣なんですが、何か悩なやんでいるようで動きが鈍にぶくなっています。ということで、魔獣の回かい避ひ判定はダイスが１個減へります。

ハーディアス：なーんだ。それなら、楽勝じゃないか（笑）。

ＧＭ：しかし、向こうは邪魔者が部屋に入ってきたので、問答無用で襲おそってきます。

キング：悩んでるんだったら、そこにいろよ（笑）。

ＧＭ：「イヤ、思索ダケデハ腹はらガ満チルコトハナイ」

キング：腹？

ハーディアス：腹が減っては悩みも解決しないって事ですよ（笑）。

キング：何を偉えらそうに解説しているんだっ！　それだったら、お前が戦いに行け！（笑）

ハーディアス：か、勘かん弁べんしてください。私はキング様の右みぎ腕うででは～（一同爆笑）。




　いきなり見捨てられる忠臣。




ＧＭ：それでは、戦闘開始していいですか？　まずはセットアップ。

キング：はい、セットアップ。んー、特にすることはないよね？

ＧＭ：《エンサイクロペディア》は？

キング：ああ、そうか。正体がマンティコアって分かっていたんで忘わすれていた（笑）。
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ＧＭ：まぁ、そうだね（笑）。

ルーリィ：ちなみに《エンサイクロペディア》は【ＭＰ】使いますよ。

ＧＭ：どうしますか？

キング：じゃあイイや別に。【ＭＰ】がもったいない（笑）。

ＧＭ：では、こちらの行動値ちは11です。

一同：早いっ！

ＧＭ：そして、ここから《ウィルブレス》でエンゲージ全体に攻こう撃げきします。（ダイスを振る）命中判定は18。

キング：か！　避よけられるわけねえだろ、そんなの！

ハーディアス：いきなり盛もり上がる大だい展てん開かいじゃないですか。

ルーリィ：いきなり全ぜん滅めつっ!?

ＧＭ：回避できた人は……いないね。ではダメージいきます。（ダイスを振る）17点の物理ダメージ。ちなみにバッドステータスの［毒］のおまけつき。

キング：はっははは……余よの物理防ぼう御ぎよ力りよくは３だ（笑）。

ハーディアス：うお、しまった。俺様の有り余あまる財ざい産さんでキング様の防ぼう具ぐ買うんだった（笑）。

ルーリィ：そういう問題なの？（笑）

ハーディアス：しかたない、《プロテクション》をキング様にかける……（ダイスを振る）３。ダメージを３点減へらしてください。

キング：げっ、残り【ＨＰ】が９だ。いきなり半分減った（笑）。

ＧＭ：いきなりふたつ目のタイルで全滅ですか？

キング：そんなことはないっ！

ルーリィ：そのとおりっ！　ということで私は待機。

キング：なぜっ！

ルーリィ：ハーディアスの《ホーリーウェポン》を待ってから行動します。

キング：む、それは一理ある。では、余が先だな。こっそりとマイナーアクションで横のスクウェアに移い動どう（笑）。で、メジャーアクションで《ウォータースピア》を撃うつっ！　ちなみに《エフィシエント》つき。魔ま術じゆつ判定は……（ダイスを振ふる）15！

ＧＭ：マンティコアは回避判定で１個こしかダイスを振れませんので……（ダイスを振る）命中。

キング：ダメージは３Ｄ６＋２……（ダイスを振る）14。

ＧＭ：ぐはぁ……と言いたいところだけど、さすがにマンティコアはレベルが高いだけあって、たいして効きいていない。「ン？　何カ当タッタカノ？」

キング：ふっ。しかし、［放心］を与あたえたので、当たりやすく……あっ！

ＧＭ：そのとおり。もともと回避はダイスが１個しか振れないです（笑）。

ハーディアス：意味ねー。

キング：いや、すべての判定が１個減へるから……って、マンティコアの方が行動先か……（がっくり）。

ハーディアス：では、俺様の番。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ホーリーウェポン》。

キング：なにっ!?《ヒール》じゃないのか。

ハーディアス：キング様。あと１ラウンド耐たえてください（笑）。

キング：いや、耐えられない（笑）。

ハーディアス：耐えられなければ、死んでください（笑）。判定は成功。キング様以外は武ぶ器き攻撃のダメージを３点上げるのだっ！

ＧＭ：では、次はアマミです。

アマミ：敵に突つっ込こみたいと思うのですが、どうすればいいの？

ＧＭ：一回の行動で、マイナーアクションとメジャーアクションが、それぞれ一回ずつできます。移動は、マイナーアクションでもメジャーアクションでもできますが、判定が必要な行動はメジャーアクションでしかできません。

アマミ：メジャーとマイナーの移動は距きよ離りが違ちがうの？

ＧＭ：いえ、同じです。アマミの場合、移動力が10メートルですから、２スクウェアまで移動できますね。

アマミ：相手と同じマスにはいると攻撃ができるの？

ＧＭ：そうです。

アマミ：了りよう解かい。じゃあ、マイナーアクションで移動して、メジャーアクションで《バッシュ》と宣せん言げんすればいいの？

ＧＭ：そうです。まず移動して、《バッシュ》のコスト分、【ＭＰ】を減らしてください。

アマミ：分かった。《バッシュ》のコストは４だから、【ＭＰ】を４点減らす。それで命中判定を振ればいい……（ダイスを振る）２？

一同：ぶばっ！

ＧＭ：それはファンブル、絶ぜつ対たい失敗です（笑）。判はん定ていで振ったダイスが全部１の目だとファンブルです。ちなみに６の目がふたつ以上の場合はクリティカルで、絶対成功です。

アマミ：……つまり、失敗？

ＧＭ：はい。で、さっそく言うのもなんですが、ここでフェイトを１点使うと、今振ったダイスを振り直すことができます。他に、フェイトを使うと振るダイスを増ふやすこともできます。この場合、フェイト１点でダイス１個です。

アマミ：何個でも増やせるの？

ＧＭ：能のう力りよく値ちの【幸運】の値までです。で、フェイトで振り直しますか？

ルーリィ：この状じよう態たいでファンブルするといろいろとヤバイので、できれば振り直して欲ほしいなー（笑）。

アマミ：分かりました。ではフェイトを１点使って、振り直します。ダイス目が10ですから、５＋10で15。

ＧＭ：さすがに振れるダイスが１個だと、それはムリ。

アマミ：ダメージは……（ダイスを振る）27？

ハーディアス：それに《ホーリーウェポン》の３点が加わる。

アマミ：じゃあ、30点。

ＧＭ：「ホウ、我ニ傷きずヲ負ワセルトハ……人間ヨ」さすがにそれだけのダメージはマンティコアにとっても痛いたい。だが、まだまだ（笑）。

ハーディアス：そりゃそうだよな。

ルーリィ：じゃあ、待機してた私が動きます。［毒］に関しては負けるかといいながら、転がりながら突つっ込こむ。でも《インベナム》はなし（笑）。

キング：ないのか！（笑）

ルーリィ：《インベナム》はマイナーアクションなんですよ。（ダイスを振る）命中は13！

ＧＭ：それもムリ。

ルーリィ：ではダメージは18点。たぶん、あと一回ずつ攻こう撃げきすればいけそうな感じです。

アマミ：もう一回、《バッシュ》使った方がいいのかな？

ルーリィ：そうですね。

アマミ：もしかすると、いきなり強い敵てき引いた？

ハーディアス：かなりっ！

キング：だが、成長点もお金もおいしいぞ（笑）。

ルーリィ：まあ、そういう考え方もできるわね。

キング：そう、前向きに生きよう！

ＧＭ：では、前向きなところをすいませんが、［毒］で【ＨＰ】を３点減へらしてください（笑）。

キング：ノー、死ぬー、死ぬー、死ぬーっ！（一同笑）

アマミ：［毒］だけで死んだりして。

ルーリィ：それだけは勘かん弁べんして欲しいな。

ＧＭ：では、次のラウンドー。




　しかし、さすがに６レベルのエネミー。マンティコアは次のラウンドでも沈しずまなかった。

　マンティコアは攻撃方法をよりダメージの大きい尾おの針はりへと切り替え、エンゲージしているアマミを攻撃し、じりじりと【ＨＰ】を削けずっていく。

　しかも、ルーリィの攻撃は外れ、キングの《ウォータースピア》のダメージも低く、頼たのみの［放心］も意味なし。このままではまずいと、ハーディアスは前言を撤てつ回かいし、キングではなく、アマミとルーリィヘと《マジックブラスト》＋《ヒール》を飛ばす。

　そして、アマミが渾こん身しんの攻撃を行なうも、残り【ＨＰ】１点でマンティコアが生き残った。そして、再ふたたび［毒］で【ＨＰ】が削られる。




ＧＭ：では、攻撃対象をダイスで決めます……アマミ！　ではもう一度、尾の針で攻撃……（ダイスを振る）命中は22。

アマミ：……当たり。

ルーリィ：しかたがありません。貴き重ちような戦力を守るために、メジャーアクションを捨すてて、アマミをかばいます。

ＧＭ：では、ダメージは24点。

ルーリィ：残り【ＨＰ】は11点。

キング：なんで、【ＨＰ】がそんなに残っているんだ？

ルーリィ：特とく徴ちようの「邪じや神しんの祝福」とモンクの《インテンション》で【ＨＰ】が10点増ふえているんですよ。

ＧＭ：１レベルで【ＨＰ】＋10点はかなり大きいかと。で、マンティコアは終わり。

ルーリィ：私はアマミをかばったので、メジャーアクションがありません。頭から血をダクダク流しながら倒たおれてます（笑）。

キング：ここで余よは待機を選せん択たく。ここは【ＭＰ】を温おん存ぞんしておこう。もし、全員が攻撃を外したら攻撃する。

ハーディアス：俺様はマイナーアクションで１スクウェア移い動どうして、キング様に《ヒール》。（ダイスを振る）あっ、クリティカル。【ＨＰ】が18点回かい復ふくしましたよ。

キング：おまえの忠ちゆう誠せい心しんは大したモノだ。オレの左ひだり腕うでにしてやろう（笑）。

ハーディアス：ありがたき幸せ（ぺこぺこぺこ）。キングへの忠誠度が上がった（笑）。

アマミ：これで、キングの右腕も左腕もハーディアス？

ＧＭ：絶ぜつ対たいにダマされている（笑）。しかし、回復でクリティカルを出すとは。

ルーリィ：これでアマミが当ててくれれば、問題なしっ！

アマミ：《バッシュ》しなくていいよね。

ルーリィ：いいです、いいです。

キング：外すなよ。

アマミ：……（ダイスを振ふる）ファンブル。

一同：またかっ！（笑）

ルーリィ：とすると、フェイトを使うか、キングの【ＭＰ】使うかだな。

キング：フェイトの方が貴き重ちようじゃないか？【ＭＰ】は回復する。

ルーリィ：そうですね。

キング：しょうがない、オレが一発いいところを見してやろう。（ダイスを振る）11。微び妙みようなところだが……。

ＧＭ：11？　それなら避よけられるかも……（ダイスを振る）ふっふふふ、避けたー。




　再び［毒］のダメージが全員に。そして、マンティコアの攻撃は三度アマミにっ！　この攻撃に対して、アマミはまたしてもファンブル。

　おいしすぎます（笑）。




アマミ：……（無言でコマを倒たおす）

キング：ついに壁かベが落ちたぁー！

ルーリィ：でも、あと少しです。とどめを刺さされる前に倒たおせば……。次は私の攻撃ですっ！




ルーリィの言ったとおり、マンティコアの残り【ＨＰ】は１点。このあとのルーリィの攻撃によって、マンティコアはあえなく撃げき沈ちん。ギルドスキルで《目め利きき》を取得していた一行は、めでたくマンティコアの毛皮（４００Ｇ）をゲット。

　アマミもとどめを刺されることはなかったので、【ＨＰ】１点で復ふつ帰きした。

　そして、冷凍庫で手に入れた「にく」を食いまくり、ハーディアスの《マジックブラスト》＋《ヒール》で【ＨＰ】を回復したのであった。





戦利品

・マンティコアの毛皮（４００Ｇ）






　◆Middle 04◆第１フロア（Ｃ─Ｙ）激げき闘とう！　妖よう魔ま軍ぐん団だんの襲しゆう来らい




ＧＭ：次はどっちに行きますか？　とはいっても、右にしか行けませんが。

キング：とりあえず先に進もう。右に行くぞ。

ＧＭ：ではカードを……（ぺラリ）。

キング：また、スペードだっ！　しかも、Ｋの次はＪかよっ！

ハーディアス：待って下さいよ。おかしいですよ。

ルーリィ：このダンジョン、殺意高すぎ。

キング：いやきっとね、ここにはスペードしかないんだよ（笑）。

ハーディアス：もっと最悪じゃないですか！（笑）

ルーリィ：分かりました。きっと、最初にこの試練を乗り越こえるという話なんですよ。

ＧＭ：私もだんだん不安になってきました。最初のフロアで全ぜん滅めつしたらどうしよう（笑）。

キング：まぁ、その時はその時ということで（笑）。

ＧＭ：ですね。さて、今回のタイルはこんな十字形です。

ルーリィ：うわ、細い！　イヤだな、これは厳きびしいな。

キング：やはり、《マジックブラスト》を取るべきだったか。《ウォータースピア》のレベルを上げるか、《マジックブラスト》を取るか迷まよったんだよな。

ハーディアス：《マジックブラスト》ならありますよ、ほら（自分のキャラクターシートを見せる）。

キング：お前が持っていても関係ないだろ（笑）。

ハーディアス：は、まったくそのとおりです。キング様（笑）。

ルーリィ：で、今度のエネミーは何？

ＧＭ：すでに戦闘態たい勢せいに入っている妖魔たちだ。「野や郎ろうドモ！　獲え物ものガ来タゼッ！」というわけで……ごっつい体たい格かくの妖魔が二体、別の妖魔のモブが五グループ。

ルーリィ：モブ？　それじゃ、アマミの《トルネードブラスト》が使えるかも。

アマミ：《トルネードブラスト》？

ＧＭ：エンゲージしているモブを全滅させることができるサムライのスキルです。ただし、相手のレベルがキャラクターレベル＋１以下のモブにしか通じません。

キング：とすると、これはモブの方をエネミー識しき別べつした方がいいな。

ＧＭ：では、セットアーップ。

キング：では、モブを調べる。《エンサイクロペディア》を使用。

ルーリィ：頑がん張ばってキング。愛してるわキング（笑）。

キング：愛してるとあっちゃ、しょうがねえな（笑）。……（ダイスを振る）５＋２Ｄで12。

ＧＭ：それなら問題なく分かる。バグベアだ。
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ルーリィ：うわ。

ハーディアス：あぎゃぁ。

ＧＭ：レベル３、種族は妖魔、属ぞく性せいはなし。ちなみに特とく殊しゆ能のう力りよくもなし。

アマミ：《トルネードブラスト》は使えない？

ルーリィ：使えません。

キング：さっ、帰ろうか（笑）。

ＧＭ：「帰エスモノカー」巨きよ漢かんの妖魔（オウガ）二体が、マイナーアクションでキミたちのスクウェアにエンゲージして、攻こう撃げきする。対象は……（ダイスを振る）アマミとハーディアス。
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キング：また、アマミか。キミは磁じ石しやくのような奴やつだな（笑）。




　オウガたちの攻撃はふたりに命中するも、両者にたいしたダメージを与あたえることはできなかった。

　そして、次のルーリィの行動。




ルーリィ：メジャーアクションでエンゲージを離り脱だつして、バグベアのいる前の方に進みます！

一同：なぜっ！（笑）

ハーディアス：ルーリィ、なぜ前に出るっ！（笑）

ルーリィ：キング、逃にげてー（笑）。

キング：ルーリィー！（笑）

ＧＭ：そして、そのルーリィのもとへ、大挙して押おし寄よせてくるバグベア。

キング：（冷静に）まぁ、ここで押さえなきゃ、全員死ぬモンな。

ルーリィ：そのとおりです。だから、早く逃げて（笑）。

ＧＭ：では、容よう赦しやなくルーリィへバグベアたちが攻撃。「コンナヤツ、俺タチダケデ十分ダッ！」では、五回攻撃行きます。一回目は11。

ルーリィ：６以上ー、（ダイスを振る）12で避よけ！

ＧＭ：二回目も11。

ルーリィ：（ダイスを振る）それも避けるっ！

キング：人生の見せ場だ。

ＧＭ：三回目は12。

ルーリィ：７以上か、だんだん厳きびしくなるな（笑）。えい、（ダイスを振る）やった避けた！

ＧＭ：四回目は９。

ルーリィ：それは余よ裕ゆうっ！

ＧＭ：ラストは12だっ！

ルーリィ：（ダイスを振る）14!!

キング：おお、全部避けた！

ルーリィ：こえ。マジこえ。もうヤダこんな生活（笑）。

キング：分かった。フィルボル勲くん章しようあげよう（笑）。

ＧＭ：では、次の方。

キング：次は余か。さて、この状じよう況きようをどうするか……。

ルーリィ：一言いいですか？　ここは私に任まかせて、別の道を先に進んでください。ここで全滅しては元も子もありません。っていうか、まじめにやって敵かなう相手じゃないっす。数多すぎ（笑）。

キング：うむ。確たしかにこれは離脱するしかないが。離脱したら……分かった。立りつ派ぱな墓はかを建ててあげよう（笑）。

ハーディアス：やべえ、こんな面おも白しろいシュチュエーションだなんて（笑）。

ルーリィ：うん。私もすっごい面白いんっすけど（笑）。

キング：よし。メジャーアクションで離脱して、そのままエリアから出る。みんな逃にげるぞ、と声をかけて、ルーリィにあとは頼たのむ、とキラキラした目で言うぞ（笑）。

ＧＭ：では、次の方。

ハーディアス：俺様か。もちろんキング様を追いかけて、メジャーアクションで離脱。では、ルーリィに向けて、ピリオドの向こう側で会おう（笑）。

ＧＭ：では、アマミ。

アマミ：……離脱。

キング：がんばれー！　避けろー！　避けて逃げるんだ、２ラウンド保もてばいける。

ＧＭ：それでは、次のラウンド。逃げていった連中を無む視しして、妖よう魔ま、こっちはオウガなのですが、戻もどってきます（笑）。これで全部で五体。

ルーリィ：すごいことになってる（笑）。

ＧＭ：じゃ、攻撃します。一体目の命中は（ダイスを振る）15。

ルーリィ：（ダイスを振る）避けられません！

ＧＭ：ダメージは12点。

ルーリィ：きゃあ～！

ＧＭ：次の攻撃もまた15。

ルーリィ：15はまた９以上。よっ！（ダイスを振る）ああ、ダメか。

ＧＭ：同じく12点のダメージ。

キング：たぶん、ここら辺でバックにピアノ曲がかかり始めるな。楽しかったキングとの思い出が、走そう馬ま燈とうのようにルーリィの脳のう裏りに（笑）。

ルーリィ：不安になるようなことを言わないでくださいっ！

ＧＭ：そしてルーリィの行動。

ルーリィ：離脱します。

ＧＭ：では、バグベアたちが再ふたたびルーリィにエンゲージして攻撃します。

ルーリィ：お日様なんか嫌きらいだ！（一同爆笑）

キング：大だい丈じよう夫ぶ。さっきみたいに、全部避よければいいんだよ（笑）。

ＧＭ：では……（ダイスを振ふる）あっ、クリティカル。

ルーリィ：うわ！

ハーディアス：ついに来てしまった。

キング：あれだけ振れば、一回くらいは出てもおかしくないからな。

ルーリィ：一いち応おう、少しでも抵てい抗こうしてみましょう。フェイトを使って、クリティカルに期待して……（ダイスを振る）ダメですっ！

ＧＭ：ならば21点のダメージです。

ルーリィ：うー、残りの【ＨＰ】は２点。

ハーディアス：もう、ダメージを受けられない状況まで来ましたね（笑）。

ルーリィ：盛もり上がって参りました。こい、妖魔たち（笑）。

ＧＭ：ではお言葉に甘あまえて、14。

ルーリィ：なんで高いんだよ（笑）。フェイトを使用して……（ダイスを振る）失敗です。フェイトを使って振り直し……回かい避ひっ!!

ＧＭ：三体目は13。

ルーリィ：なんでそんなに出目がいいんですか？（笑）７以上、７以上、７以上、７以上、７以上……（ダイスを振る）ダメ……か。

ＧＭ：これでルーリィは終わったかな？　ダメージは14点。

ルーリィ：物理防ぼう御ぎよ力りよくの５点を引いてＨＰダメージは９。【ＨＰ】が０になったので戦せん闘とう不ふ能のうです。

ＧＭ：では、最後のバグベアがとどめを刺さします。「ヤッター、俺ガ倒たおシタゾ」「イヤ、俺ノ方ダッ！」などと言い合いをしたりして（笑）。

キング：その瞬しゆん間かん、シーンが変わっるぞ。ん？　と、余が隣となりの部屋で何かを感じたかように、振り向く（笑）。

ハーディアス：じゃあ、俺様が部屋の窓まどから外を見るとですね、突とつ然ぜんズボーンとすごい音で石が落ちてきて……ブクブクブと沈しずんでいきます。

キング：海の中だけに流れ石（笑）。




　ルーリィ・スノール。

　ギルドの仲間を逃にがすために、小さき身体からだを盾たてとして、妖よう魔またちに前に立ちふさがる。

　彼女がその後、どうなったかキングたちは知るよしもなかった。

　その後のルーリィ・スノールの姿すがたを見た者はいない。




ＧＭ：では、一言どうぞ（笑）。

ルーリィ：シーフとしてじゃなく、盾として死ぬとは思わなかった（笑）。




　◆Interval 01◆新たなる仲間




キング：ついに最初の犠ぎ牲せい者しやが出てしまったか。で、このまま人数が少ないまま続けるの？

ＧＭ：さすがに三人では無理でしょう。とりあえず、ギルドシートのルーリィの備び考こう欄らんに、死し亡ぼうした場所などを書いてください（笑）。

ルーリィ：ギルドシートに記録が残るのか（笑）。いやぁ、でもすごく盛もり上がったよ（笑）。

ハーディアス：うんうん。すごいいい死に方ですな。俺おれ様さまも見習いたいところだ（笑）。

キング：そう何人も死んでたまるか。

ＧＭ：さて、それではキャラクターが死亡した、矢野くん。

ルーリィ：はい？

ＧＭ：事じ務む所しよに戻もどって、次の生いけ贄にえを連れてきてください（笑）。

ルーリィ：そういうことかっ！

ＧＭ：そういうことです（笑）。このダンジョンは一定の人数まで入ることができます。つまり、誰だれかが死亡すると、別の人が入れるようになるのです。では、よろしく！




　数分後。

　新たに戦列に参加することになったのは、こいつだっ！




田た中なか・信しん二じ

　かわいそうな田中。略りやくして、かわたなの愛あい称しようでも親しまれる好人物。藤ふじ村むらまどかと共に、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のＤＴＰを支ささえる重要人物である。

　リプレイでも、さまざまな作品の主人公を担たん当とうし、その熱く、かっこいいセリフを、流水の如ごとく、サラサラと吐はき出すことでも有名。

『アリアンロッド』リプレイでは、エイジを担たん当とうしていたこともあり、今回のリプレイでも期待大のプレイヤーである……はず。




かわたな：矢野くんから、シーフが必要だといわれてきたんですが。

キング：そのとおり。今の我われ々われに必要なのは壁かべとして活かつ躍やくできるシーフだ（笑）。

かわたな：そうなんですか？

一同：（うなずく）そのとおり。

かわたな：んー、一いち応おうサンプルキャラクターの「鋭えい刃じんの舞ぶ踏とう」を持ってきたんですが、新しくキャラクターを作成した方がいいですかねぇ。

キング：スキルだけ交こう換かんしちゃえばいいんじゃないの？

ＧＭ：別にそれでもいいですよ。




　他のプレイヤーと共にあーだ、こーだと相談しだすかわたな。

　そして、新たな仲間が完成した。

　その名は、サーマン・ザ・ボリノーク（ヴァーナ／女じよ性せい）。

　サンプルキャラクターの鋭刃の舞踏のスキルを変へん更こうしての投入である。命中の要かなめである《ダガーマスタリー》を《バタフライダンス》に変へん更こうすることにより回かい避ひに特化させ、壁としての役目を担になう。








[image: ]








　どこかの秘ひ密みつ結社に造つくられた（いわゆる「人工生命」）彼女は、その結社から脱だつ出しゆつした時に、「呪のろい」をかけられてしまったという設せつ定ていである。

　ちなみにライフパスの運命は「復ふつ活かつ」。果たして彼女は、この呪いを解とくことができるか？




キング：遅おそかったな。よーやく増ぞう援えんが来たか。おー、キミは盾たてとして活躍しそうだ（笑）。

かわたな（以後、サーマン）：盾としてですか？　ま、そのように生まれた女ですから（笑）。盾として生き、盾として死す。それが兎族アウリラの定めなの。

キング：まぁ、とりあえず盾役が来たので、これで撤てつ退たいは前より安全にできるはずだ。

ハーディアス：そうですね。もはや撤退することを考えている我われらパーティー（笑）。

アマミ：……。

サーマン：あんたら、新参者の実力も見定めずに盾役を任まかせるつもりですか？

キング：大だい丈じよう夫ぶだ。キミの実力はよく解わかっている（笑）。では、まずはスタート位置まで戻って、別の道を進むとしよう。妖よう魔まの群むれは後回しだ。




　こうして、ギルド〝ある愛の詩うた〟にひとりの仲間が加わった。

　しかし、そのモビルスーツみたいな名前はなんとかならんのか（笑）。




　◆Middle 05◆第１フロア（Ａ─Ｚ）魔ま族ぞく登場!?




ＧＭ：スタートタイルから左に進むと……（カードを引く）Ａです。最初にいったとおり、Ａだと特とく殊しゆなイベントが発生します。

キング：ようやくこの階かい層そうを突とつ破ぱか。

ハーディアス：しかし、あの妖魔の向こうにＡが出なくてよかったですよ。

アマミ：その場合はあそこを突破？

ＧＭ：ですね。さて、次のタイルに入ったキングたちが見たのは、扉とびらと格かく闘とうしているひとりの少女です。服ふく装そうからすると、どうやらアコライトのようですね。

キング：一体、何してるんだ？

ＧＭ：「立てつけが悪いのかしら。なんで開かないのよっ！」ガン！　気合いと共に扉に拳こぶしを叩たたきつけると、そのまま扉がその向こうの階かい段だんへと落ちていきます。

一同：!?

ＧＭ：「ようやく開いたわっと」

キング：ちょっと待って。その少女は誰だれ？

ＧＭ：人の気配を感じて、恐おそる恐る振ふり向く少女。「今の見てました？」

キング：ああ。

ハーディアス：ばっちりと。

ＧＭ：「はははは……。きっと気のせいですよ」

キング：ほぅ、気のせいか…。話を聞かせてもらおう。

ＧＭ：「私ショコラって言うんですけど。実は、この遺い跡せきに迷まよい込こんじゃって……」

一同：ショコラ!?




　ショコラとは『アリアンロッド・リプレイＥＸ』に登場したＮＰＣである。

　上位魔族のひとりで、かなりの力を持っている……らしい（笑）。




キング：そうですか（笑）

ＧＭ：「よろしければ一いつ緒しよに行きませんか……って、ビュレット！」ショコラと名乗った少女は、あなた方のうしろにいるビュレットを見て、驚おどろく？

アマミ：商人のこと？

ＧＭ：すると、ビュレットがキングの側に来て、耳打ちします。「騙だまされちゃいけませんよ。実はショコラさんは魔族なんですよ」

キング：ふっ、どっちの言葉を信じたらいいんだろう？　ふたりの目を見よう（笑）。

ＧＭ：ビュレットはぽわぽわっとしてて、ショコラはあなた方を睨にらんでる。
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キング：作戦タイム！　右みぎ腕うでっ!!

ハーディアス：は、俺様ですか？

キング：あのショコラというのは大変使える少女だ。とても戦せん闘とう力りよくが高いぞ。うむ、間ま違ちがいなく高い。この余よが保ほ証しようしよう（笑）。

ハーディアス：え、その保証のされ方はなんというか、プレイヤーとして納なつ得とくいかないものが（笑）。

ＧＭ：とまぁ、キミたちがゴニョゴニョと話しているとショコラが声をかけてくるぞ。「ちょっと、ちょっと」

キング：よし、話を聞こう。なんだね？　あー、ちなみにキミは何ができるのかね？　我われ々われに必要なのは火力だ（笑）。

ハーディアス：あの、範はん囲い攻こう撃げきとかできない？（笑）

キング：ついでにおつきのレライエが二体いるとすごく嬉うれしい（笑）。

ＧＭ：なんでそんなこと知ってるんですか（笑）。まぁ、このまま話していても埒らちが明かないかと思ったのか、ビュレットを警けい戒かいしているか、ショコラはあきらめたようにため息をつく。

キング：我々の勝ちだな（笑）。

ＧＭ：いやここで偉えらぶられても。「ふっ、まぁいいわ。とりあえずここは退ひいてあげるわ。でも、まだ戦う準じゆん備びができてないわけじゃないんだからねっ！」

キング：どこのツンデレかい（笑）。

ＧＭ：そして、ショコラは階段の方へとダッシュ！（一同笑）

キング：待て！

ＧＭ：階段をタタタタと降おりていっちゃいます。

キング：話が見えんぞ。あの女はいったいなんだね？

ＧＭ：「さっきも言ったとおり、ショコラさんは魔族なんですぅ」

キング：なんでおまえと知り合いなんだ？

ＧＭ：「知り合いというかぁ、ライバルというかぁ」

キング：さてはおまえも魔族だな。怒おこらないから、話してごらん（笑）

ＧＭ：「あははは。えっと、ショコラさんとはただのライバルっていうか、商売の邪じや魔まされてるっていうか」

キング：キミは被ひ害がい者しやってわけだ。

ＧＭ：「そうですそうですぅ」

キング：それを証明できるのかね？

ＧＭ：そうすると懐ふところからショコラに邪魔をされたリストというのが出てきて……（笑）。

キング：な、なんて信しん頼らいに値あたいする証しよう拠こなんだ（笑）。

ハーディアス：げっ!?　キング様があっさり信じたー！（笑）

ＧＭ：荷物を蹴け飛とばされたとか、仕入れるつもりの品を買い占しめされたとか、そんなことがずらーっと書かれている。

キング：ものすごーく、とてもとても、めいっぱい、死ぬほど怪あやしいが、キミのその目を信じよう（笑）。

サーマン：なんで目なんですか（笑）。

ＧＭ：「ありがとうございますぅ。実はあたしはこう思うんですけどぉ……」

キング：何かね？　情じよう報ほうならいくらでも欲ほしいぞ。

ハーディアス：特にダンジョンの構こう造ぞうとか（笑）。

ＧＭ：「そんなこと、ビュレットが知るわけないじゃないですかぁ」

ハーディアス：ごもっとも（笑）。

ＧＭ：「そうじゃなくてですねぇ。おそらく、たぶんー、ショコラさんは、槍やりを取りに来たんじゃないかとおもうんですよぉ」

アマミ：……。

サーマン：それは誰でも分かるんじゃないかと思いますが……。

ＧＭ：「えっ！　そうなんですかぁ？」

キング：ちっ、まったく役に立たん奴やつだ（笑）。

ＧＭ：まぁまぁ、そんなことはおいといて……。

一同：おいとけるか！（笑）

ＧＭ：成長点の配はい布ふでーす。

一同：おー！




　とかいいながら計算する。もっともレベルの高いエネミーはマンティコアだったので、そのレベルをミッション達成の成長点とし、使用したフェイト、倒たおしたエネミーのレベル……とはいっても、マンティコアだけだが（笑）、計算していく。

　しかし、レベルアップには微び妙みように足りない。そして、もちろんギルドレベルも上がらない。

　さらに、キャラクターたちの生死に関する重大な事実が判はん明めいする。




ハーディアス：そういえば、先ほどのマンティコアのドロップ品は？

アマミ：……ルーリィが持ってる。

キング：何っ？　そんなバカなっ！

ＧＭ：はっははは、それは仕方ありませんね（笑）。

キング：せっかく倒したのに（泣）。




　◆Middle 06◆第２フロア（Ａ─Ｚ）ささやかな報ほう酬しゆう




ＧＭ：それでは、第２フロア、最初のタイルをオープンします。位置はひとつ上、つまり第１フロアの直下となります。で、カードは……ダイヤの２。

ハーディアス：プライズだっ！

ＧＭ：今回のタイルはこんな感じだ。一回角を曲がると、そこには直線の道になっていますね。そして、この道の真ん中に何か落ちています。

ハーディアス：キランッ！　金か？

キング：今回はそういうキャラクターじゃないだろっ！（笑）

ＧＭ：それじゃ、ベネットとまったく変わらない。

ハーディアス：そ、そうでした（笑）。えっと……俺様はどうしたらいいんだ？（爆笑）

ＧＭ：それくらいのこと、自分で考えなさいってば（笑）。

キング：では、新たな仲間サーマンよ。シーフとしてのキミの腕うでを見せる時が来たぞっ！

サーマン：わたしは盾たてだったのでは？

キング：いや、盾は盾だが、シーフとしてもよろしく頼たのむ（笑）。

ＧＭ：別に判はん定ていとかはなくてもいいですよ。道の真ん中に落ちているのは財さい布ふです。

ハーディアス：（すぐに）財布？
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サーマン：早すぎ（笑）。

アマミ：……やっぱりベネットと変わらない？

ハーディアス：しまった。つい、条じよう件けん的に反はん射しやしてしまう（笑）。

サーマン：まぁ、ではわたしが拾いにいきましょう。

ＧＭ：それでは２Ｄを振ふってください。

サーマン：（ダイスを振る）３です。

ＧＭ：サーマンが財布を拾うと、中でチャリチャリと音がします。中を開けると、そこには３Ｇ入っています。

一同：たった３Ｇ？（笑）

ハーディアス：これ、一体誰の財布だ？

ＧＭ：さぁ？（笑）





戦利品

・現げん金きん３Ｇ






　◆Middle 07◆第２フロア（Ｂ─Ｚ）魔ま族ぞく再さい登とう場じよう!?




ＧＭ：あら？　いきなりＡです。

キング：今回はずいぶんと早かったな。まぁ、上の階の苦労を考えると当然だが……。

アマミ：……ということは、下の階はもっと大変だったりして。

サーマン：不ふ吉きつなことを言わないでください。

ＧＭ：などと会話をしながら、キミたちが最後のタイルに入ると、そこには何やら、ごそごそと動いている見覚えのある人ひと影かげが……。

キング：ん？　もしやショコラか。一体何をしてる？

ＧＭ：「うるさいわねっ！　今忙いそがしいんだから……はっ！　いつの間に」と振ふり返かえりながら、キミたちに文もん句くを言うのは、もちろんショコラだ（笑）。

一同：……。

ＧＭ：「私の予想を上回るとはなかなかね」

サーマン：上回るも何も……。

キング：お前が遅おそいだけなのではないか？

ＧＭ：「どうやらトラップを仕し掛かけるのは間に合わなかったようね」

ハーディアス：せこっ！

アマミ：あっ！　もしかして……。あの財布はショコラの？

ＧＭ：え？　なるほど。それは面白い（笑）。アマミが取り出した財布を見て、懐ふところをあらためるショコラ。「ど、どこで拾ったのよ」

キング：どこって、前のタイルだが。

ＧＭ：「ちょっと、返しなさいよ！」

キング：ふっ。この財布がキミのだという証しよう拠こはあるのかね？

ＧＭ：「うっ、そう言われると……」

キング：ダンジョン内で見つけた宝たからは、冒ぼう険けん者しやの物にしてよいというのは誰でも知っているルールだ。ならば、ダンジョン内で見つけたこの財布も我われ々われの物ということだ（笑）。

ＧＭ：「なんて屁へ理り屈くつなの」

ハーディアス：屁理屈も理屈のうちだっ！（一同笑）

ＧＭ：「きーっ！　次はこうはいかないわよッ！」指をキングたちに突つきつけたショコラは、そのままバックダッシュで階かい段だんを駆かけ下りる。

アマミ：また逃げた。

ＧＭ：しかし、今度は途と中ちゆうで階段を転げ落ちていく（一同笑）。

キング：しかし、まったく懲こりないヤツだな（笑）。誰だこんなキャラクターを作ったのは。

ＧＭ：あなたです（笑）。




　◆Middle 08◆第３フロア（Ｂ─Ｚ）余よ計けいな荷物？




　結局、財さい布ふを拾ったのとショコラのイベントだけでは、たいした成長点をもらうことができず、またしてもレベルアップはおあずけになった。

　そして第３フロアへと舞ぶ台たいは移うつる。




ＧＭ：では、次のフロアに降おりてきたところで、カードは……ダイヤの10ですね。

キング：なんで、フロアの最初はいつもプライズなんだ？

ＧＭ：不思議ですね。そういえば、クラブのカードはまだ出てないや。

ハーディアス：このままじゃ、回かい復ふくは全部ポーション頼だのみですよ。

キング：そろそろ休憩地イベントが欲しいところだな。

アマミ：収しゆう入にゆうも今のところは０？

ＧＭ：いや、収入ゼロじゃないよ。一番最初に「にく」をたくさん手にいれたし、ショコラの財布も（笑）。

アマミ：その「にく」は全部食っちゃったし……。

ハーディアス：ショコラの財布はたった３Ｇですぜ。でも、戦せん闘とうの大変なカードはもう出ているから、あとは楽勝ですよ。

ＧＭ：そうだといいね。さて、このタイルですが、なんの変へん哲てつもない部屋に、装そう身しん具ぐがひとつ落ちているだけです。

アマミ：装身具？

ＧＭ：そう、装身具。ダイスを１個こ振ふって、偶ぐう数すうならポイントアーマー、奇き数すうならルビーリングとなります。

キング：どっちがいいかなぁ？

ＧＭ：まずは、振ふるんだってば（笑）。というわけで、どなたかどうぞ。

キング：じゃあ、サーマン、行けっ！

サーマン：（ダイスを振ふる）２です。

ＧＭ：ポイントアーマーだね。

キング：誰だれか防ぼう御ぎよ力りよくが足りない奴やつに着けさせよう。

ハーディアス：俺おれ様さまはすでに聖せい印いんを持っているぞ。

キング：そうか。余よもグリモアを持っているのでダメなのだ。装身具をまだ持ってないのは？

アマミ：最初からポイントアーマーを着けてます。

サーマン：わたしもマント着てます。

キング：確たしか、ポイントアーマーの方が防御力が上だったはず。では、キミが着けたまえ、サーマン。
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サーマン：でも、行動値ちが１下がりますよ。

ハーディアス：行動値いくつ？

サーマン：10ですね。

ハーディアス：ダメダメ。行動値下げちゃダメ。移い動どうできるスクウェアが１下がりますぜ。

キング：じゃあ、ポイントアーマーはあとで売るしかないな。

ハーディアス：役に立つアイテムなんですがねぇ。

キング：使う人がいないんじゃ、役に立たんわっ！





戦利品

・ポイントアーマー（売れば１００Ｇ）×１






　◆Middle 09◆第３フロア（Ｂ─Ｙ）骨ほね折おり損ぞんのくたびれ儲もうけ




ＧＭ：次のタイルはハートの３！

ハーディアス：トラブル!?

ＧＭ：行けども行けども、終わらない長い回かい廊ろうが続いています。まるで合わせ鏡のようですね。

キング：おい、ここさっき通らなかったか？（笑）

ハーディアス：大だい丈じよう夫ぶですよ、キング様。気のせい、気のせい（笑）。

ＧＭ：では、全員【幸運】判はん定ていしてください。




　ランダムダンジョンでは、【ＨＰ】よりも【ＭＰ】の方が貴き重ちような場合がある。

　アコライトの《ヒール》、アルケミストの《ファーマシー》など【ＨＰ】を回復する手しゆ段だんはいくつかあるし、エネミーの中には「にく」をドロップ品として落とすものもいる。

　一方、【ＭＰ】を回復する手段は限かぎられているからだ。

　なんと、この【幸運】判定に誰だれひとりとして成功せず、【ＭＰ】が全員２点ずつ減げん少しようする。




キング：余の貴重な【ＭＰ】が減へってしまったじゃないか（笑）。

ハーディアス：魔ま術じゆつを使う我われ々われに取っては死活問題ですな。




　◆Middle 10◆第３フロア（Ｃ─Ｙ）きのこ狩がり？




ＧＭ：カードはまたハートですね（笑）。ハートの９は……さまよう怪かい物ぶつたち。

ハーディアス：げー！

キング：待て！　なんでエネミーなんだよ（笑）。

ＧＭ：いや、トラブルですから。

サーマン：……怪物が出ることもあるんだ。では、戦いの踊おどりでもしましょう。ダンサーだし（笑）。

キング：ヴァーナって頭が悪い？

ハーディアス：ヴァーナにも頭いい奴やついますよ、ちゃんと。頭悪そうに見えるのは、そういうのしか見ていないからです。

アマミ：……ベネットとか？

ハーディアス：それを言われると、困こまるでやんす（笑）。

サーマン：口調がベネットになってるし（笑）。

ＧＭ：では、どんなエネミーが出るかを、山札からカードを１枚まい引いて決定しましょう。

ハーディアス：絵札は出るな、絵札は出るな（笑）。

ＧＭ：たぁっ！　お？　えっと、タイルの真ん中に、五匹ひきの……。

ハーディアス：五匹！

ＧＭ：いや、五つの……。

サーマン：五つ？

ＧＭ：奇き妙みようなキノコが生えています。ムンクの叫さけびに書かれている人の顔のような模も様ようがあるキノコです。

キング：余よは近づきたくないぞ。

ＧＭ：まだ何も言ってないよ（笑）。まず戦せん闘とうか、逃とう亡ぼうかを選せん択たくできます。

ハーディアス：逃亡できる？　ここは逃亡ですぜ、キング様。

キング：確たしかに。こんなところで無む駄だに戦闘したくない！

ＧＭ：倒たおせば、お金儲もうかるのに……。

ハーディアス：お金なんかいらない、俺様的には命や【ＭＰ】の方が惜おしい（笑）。

ＧＭ：さすがにエネミーの正体はスクリーマーだってばれていますね。
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キング：ここは無む視し！　キノコの脇わきをスリッとぬけて、奥おくに行こう。




　◆Middle 11◆第３フロア（Ｃ─Ｚ）トルネードブラスト炸さく裂れつ！




ＧＭ：次のイベントは……。

ハーディアス：ぎゃあ、またスペード！

ＧＭ：場所は墓はか場ばですね（笑）。

サーマン：なんで、こんな海底遺い跡せきに墓場があるの？

ＧＭ：じゃあ、死体がごろごろと転がっていることにしましょう。で、その死体たちが次々と起きあがり始めます。

キング：ふん、なんだアンデッドごときか。

サーマン：なんか尊そん大だいですね、突とつ然ぜん。

キング：さっきの妖よう魔まとの戦闘に比くらべれば、造ぞう作さもない。

ＧＭ：で、数は動く死体が六体と……。

キング：と？

ＧＭ：動く骨ほねが五体ですね。こっちはモブです。

アマミ：十一体もいますよ。

キング：やっぱり《マジックブラスト》とっとけばよかった！　誰だれだよ、《ウォータースピア》レベル上げろって言ったの。

ハーディアス：誰です？

キング：矢野君だよ。あーっ、もう死んで詫わびてるよ（笑）。とりあえず、行動順番によって作戦を考えよう。

アマミ：……撤てつ退たいもあり？

キング：そうだな。まず余は《エンサイクロペディア》でエネミー識しき別べつだ。

ＧＭ：どっちを？

キング：五体の方から……（ダイスを振ふる）17！

ＧＭ：五体の方はスケルトン。レベル１のモブ。分類はアンデット、属ぞく性せいはなし、特とく殊しゆ能のう力りよくは特になし。
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キング：おし、戦うぞ。《トルネードブラスト》を使う時だっ！

アマミ：……分かりました。じゃあ、スケルトンは私が《トルネードブラスト》で倒たおします。

キング：うむ。反対側はサーマンに任まかせよう。

サーマン：止めるのはやりますけど、倒せるかどうか分かりませんよ。

アマミ：でも、問題は私の行動値が低いので、スケルトンが突つっ込こんでくる可か能のう性せいもある……。

キング：いや、たぶんスケルトンの方が遅おそいと思う。

ＧＭ：こっちの行動値は両方とも３。

キング：なんだ、こっちの方が全然早いじゃん。さっきとは全然違ちがう余よ裕ゆうの笑えみ（笑）。

ハーディアス：すべての不運はルーリィが持っていってくれたのだ、きっと（笑）。

サーマン：まずはわたしから。マイナーアクションで動く死体の方に移い動どうして、《エアリアルステップ》を使用します。これで回かい避ひにボーナスがつきます。

キング：次は余の番だな。まずはマイナーで移動して、死体の一体に《ウォータースピア》。もちろん《エフィシエント》つき。ここは楽勝だな、と超ちよう余よ裕ゆうぶっこいて……（ダイスを振る）ファンブル（笑）。

ハーディアス：キング様！

キング：イヤ、余裕ぶっこいてんだよ。余が出るまでもねえや（笑）。

一同：えーっ！（笑）

ＧＭ：その油断が命取り、と（笑）。次はハーディアスの番。

ハーディアス：では、俺様はマイナーアクションでキングとエンゲージ。おいていかないでと言いながら……。

キング：おまえはオレの右みぎ腕うでだろう。踏ふみとどまってそこで戦え（笑）。

ハーディアス：えーっ！　そんなこと言わないでくださいと言いつつ、サーマンに《ホーリーウェポン》。新人、腕うでを見せてもらうぞ。

サーマン：だから、回避専せん門もんなんですってばー（笑）。

アマミ：次はあたし。マイナーアクションで移動。《トルネードブラスト》！

ＧＭ：アマミのカタナの軌き跡せきが真一文字にきらめきます。そして、その一いつ閃せんで、すべてのスケルトンが粉みじんになっていきます。スケルトンたちはこれで全ぜん滅めつ！

一同：おーっ！

ＧＭ：では、こっちの死体の行動。というわけで、六回攻こう撃げきが行きます。ちなみに《インべナム》を使いますので、命中判はん定ていにボーナスがつきます。

キング：やはりゾンビのようだな。
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　しかし、《バタフライダンス》を取得した上に、《エアリアルステップ》でさらに回避能力が高まったサマーンに動く死体ゾンビの攻撃がそうそう当たるはずもなく、六体すべての攻撃は外れ。

　だが、ハーディアスの《ホーリーウェポン》で強化され、サマーンみずからが《ソードダンス》を使用した一撃をゾンビは耐たえる。




ハーディアス：うぉ、死なねぇ！

キング：死なないのか！

サーマン：えー！　うっそ！

ＧＭ：残念でした。ゾンビの【ＨＰ】は高いのですよ。

サーマン：《ソードダンス》は過か剰じようかと思ってたけど、そんなことない。こんなのが六体も？

キング：では、同じ対象に《ウォータースピア》。




　このキングの魔ま術じゆつによって、ようやくゾンビ一体が倒たおれる。

　そして、ハーディアスがアマミに《ホーリーウェポン》、アマミはゾンビを攻撃することにより二体目を倒す。

　しかし、ゾンビもアマミヘの攻撃に成功し、再ふたたびアマミが［毒］に冒おかされる。

　この後も、【ＭＰ】を温おん存ぞんしつつ戦うためか、なかなかゾンビを倒すことができず、結局、全滅させるのに５ラウンドも費やしてしまった。




キング：ようやく倒したー。

ハーディアス：今回も［毒］でけっこう【ＨＰ】持っていかれたか。

アマミ：……［毒］は地道に痛いたい。

ＧＭ：さて、エネミーを全滅させたことですし、次は……

サーマン：ドロップ品だっ！（笑）。

キング：今度はドロップ品を分散して持つぞ（笑）。





戦利品

・呪のろわれた心しん臓ぞう（３０Ｇ）×１

・ゾンビの粉（５０Ｇ）×４

・バゼラート（売れば２５Ｇ）×２

・踊おどるしゃれこうべ（１００Ｇ）×３






キング：まぁ、こんなもんかな。この調子で金を稼かせぐのだ（笑）。

サーマン：でもバゼラードはちょっと重いです。

ハーディアス：いざとなったら捨すてればいいんじゃないですか？

キング：そうだな。やはり《目め利きき》はおいしいぞ。




　しかし、このセリフが次のタイルでは一転する。




　◆Middle 12◆第３フロア（Ａ─Ｚ）ギルマンとの戦せん闘とう




ＧＭ：次のタイルは、さかなのにくをくわえた〝ぎょめんにんげん〟たちの登場だっ！

キング：〝ぎょめんにんげん〟？　なんだ、ギルマンか。ようやく海底らしいエネミーが出てきたな。しかし、たいしたことないな、たいした……しまった。余よの魔ま法ほうは〈水〉属ぞく性せいだ（笑）。
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　とはいっても、回かい避ひに特化したサーマンにギルマンの攻撃が当たるはずもなく、アマミとサーマンによって次々とギルマンたちは倒たおれていく。

　途と中ちゆう、ハーディアスが素す手でで攻撃したり、ギルマンの攻撃をキングがクリティカルで華か麗れいに避よけたりしたのだが、紙面の都合により、割かつ愛あいさせていただく（笑）。

　そして、このギルマンから手に入れたのは次のとおり。





戦利品

・にく（売れば１０Ｇ）×３

・トライデント（売れば１２５Ｇ）×４

・ギルマンの鱗うろこ（２０Ｇ）×２






ＧＭ：ちー、《目利き》使えん。なぜ、こんなにトライデントが出るんだ。

ハーディアス：売れば１２５Ｇになるんですがねぇ。

サーマン：重いのが難なん点てん。

アマミ：……。




　結局、トライデントは全部捨すてていくことになった。

　ちなみに、ここで手に入れた「にく」は、ギルマンたちがくわえていたものである。




キング：おー、にくが手に入ったぞ。ちなみに余はこんなギルマンがくわえていたようなものは食べないぞ。おまえたちが食え（笑）。

ハーディアス：ちょっと【ＨＰ】が減へってる人が食べるとよいのでは。

アマミ：６点減ってる。

ハーディアス：俺様５点。

キング：おまえら、さかなのにくを食え（笑）。

ハーディアス：ありがたき幸せ、むはむはむは（食べている音らしい）。




　◆Middle 13◆第３フロア（Ａ─Ｙ）ショコラの逆ぎやく襲しゆう




ＧＭ：ようやく第３フロアも最後となりました。

キング：というか、結局全部回っているし……。運悪すぎ。

ハーディアス：でも、第１フロアに比くらべたら楽なもんですぜ。

アマミ：……。

ＧＭ：と話していると、そこには何体もの妖よう魔ま、そしてショコラが待っていた。

キング：またおまえか……。さすがに余はお前の顔を見み飽あきたぞ（笑）。

ＧＭ：「ずいぶんなご挨あい拶さつね。でも、槍やりを渡わたすわけにはいかないの」

キング：ふん、余たちはブリューナクを必要としているのだよ。ここで引き下がるわけにはいかないのだ。

ＧＭ：「私だって、あなたたちをここから先に、通すわけにはいかないのよっ！」

ハーディアス：これはダメだな。

サーマン：お互たがいの主しゆ張ちようを認みとめるわけないしね。

キング：別に槍の一本や二本くらい、そんな目くじら立てなくてもいいではないか（笑）。

ＧＭ：「そんなわけにはいかないの。とにかくっ！　あの槍のところまで、あなたたちを行かせるわけにはいかないのよっ！」

アマミ：……どういう意味？

ハーディアス：槍を渡さないということでは？

アマミ：……だったら槍は自分が手に入れるとか言わない？

サーマン：確たしかに。

キング：ふっ、どうやら平行線のようだな。

ＧＭ：「そのようね」ショコラは腕うでを上げると指をパチリと鳴らす。すると、どこからともなく銃じゆうを持った妖魔たちが登場する。

キング：銃？　レライエじゃないのか。

ＧＭ：「あのふたりは休きゆう暇か中なのよっ！」

ハーディアス：魔族も休みを取るのか（笑）。

ＧＭ：なので、別の妖魔たちの登場です。で、ショコラは続けていいます。「彼らは、この海底遺い跡せきに閉とじこめられたところを……」

キング：おまえの部下じゃないのか！（笑）

ＧＭ：「ふっ、残念ながら違ちがうわ。この遺跡に閉じこめられていたところを助けたので、私についてくる決意を見せてくれた妖魔たちよ」

キング：つまり赤の他人？

ＧＭ：「今は立りつ派ぱな部下よ」

サーマン：昔は？

ＧＭ：「昔は閉じこめられていた、ただの妖魔」（一同笑）

キング：ここに？

ＧＭ：「そう。で、私が妖魔たちについてきなさいと声をかけたら、同意をしてくれたの」

キング：じゃあ、彼らの目を見ますが（笑）。

ハーディアス：ショコラ命と書いてあったりして（笑）。

キング：ホントにショコラ命なのかな？

ＧＭ：じゃあ、鉢はち巻まきを取り出して、きゅるきゅきゅと頭に巻きます。そこには「ショコラ命」と書かれている。

キング：いかん、本物だ（笑）。

ＧＭ：ちなみに銃を持ったモブと、ごつい体たい格かくの妖魔です。ちなみにショコラは何もしません。見ているだけです（笑）。
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　まずはセットアッププロセスでキングは《エンサイクロペディア》を使用し、銃を持っていない方がオウガであることが分かる。

　しかし、行動はオウガの方が先。オウガはＰＣたちにエンゲージし、キングに殴なぐりかかる。




ハーディアス：それはまずい！　《プロテクション》を使います。ダメージを４点減へらします。

キング：なーんだ、たったの６ダメージか。たいしたことないな。

サーマン：じゃあ、いきますよ。《エアリアルステップ》を起動……。

ハーディアス：あのー。待機していただけると、俺様の《ホーリーウェポン》がかかった状じよう態たいで攻撃できるんですけど……。

サーマン：うん、分かった。みんなにかけるんだっ！　あ、そうか《ソードダンス》をマイナーアクションで使えば、ダメージも上がるのか……。

ハーディアス：いや、そうじゃなくて、待機して待って欲ほしいんだけど……。

キング：おまえ話聞いてないだろ（笑）。

サーマン：あっ！　マイナーアクションは一いつ緒しよにやらないと意味ないのか。んー、待機。

ハーディアス：だから、そう言ってるだろっ！（笑）

サーマン：なんだか、この華か麗れいなるステップに足かせを付けられた気分なんです（笑）。

キング：さて、次は余か。どうしよう、同じ場所はヤバイよな。

ハーディアス：範はん囲いの攻撃がくるとまずいっすね。キング様に《ホーリーウェポン》は関係ないし。

キング：よし、離り脱だつしよう。

ハーディアス：次は俺様。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ホーリーウェポン》。発動は（ダイスを振ふる）……成功。攻こう撃げき力りよくを＋３して下さい。

ＧＭ：次の方。

アマミ：あたしです。移い動どうはしなくてよくて、オウガにメジャーアクションで《バッシュ》……ファンブル（笑）。

キング：今日、ファンブル出しすぎだろ、おまえっ！

ハーディアス：フェイト使って、振り直した方がいいんじゃないですかね。

ＧＭ：ファンブル出したの何回目なんだろ、これで（笑）。

アマミ：……四回目。（ダイスを振る）……12。

キング：これは、あたんないかも。

ＧＭ：うりゃ。（ダイスを振る）７＋５で12。避よけた（笑）。

キング：回かい避ひ７もあるのか。

ハーディアス：バカなー。あの巨きよ体たいが、軽々とカタナの上に乗るだとー（笑）。

ＧＭ：では、アマミのカタナの上で腕を組んで仁に王おう立だち（笑）。そして、おもむろに片かた手てを上げ、後方の妖魔たちに合図するかのように、手を振り下ろす。

キング：なんだか、偉えらそうだ（笑）。

ＧＭ：その合図に合わせて、うしろの妖魔たちがマスケットを撃うつっ！　しかも《アローシャワー》。キング以外避けてください……（ダイスを振る）10。

ハーディアス：なんだ。期き待たい値ちで避けられますよ。（ダイスを振る）ぱきゅうん（笑）。撃たれましたよっ！

キング：避けろよっ！

サーマン：回避。

アマミ：回避。

ＧＭ：ダメージは17点。

ハーディアス：えっと８点引いて……９点？　ひぃ、死ぬ（笑）。自分に《プロテクション》かけないと、次にオウガに殴なぐられたら俺様が死ぬっ！《プロテクション》を使って……（ダイスを振る）。うわっ！　１しかダメージを減へらせないっ!?　しまった……フェイト使えばよかった。

サーマン：これはフェイト使わないと当たらないかな？

ハーディアス：使うべし。オーガは強いぞ。

ＧＭ：さっき、ルーリィを死地に追いやったからね（笑）。

キング：こんな時こそ［放心］の意味があるぞっ！

ハーディアス：だったら、なんでエンゲージから逃にげ出すようなことしてるんっすか（笑）。

キング：いや、余よがここでダメージを受けていたらもっと大変なことになっていたぞ（笑）。

ハーディアス：はっ、それもそうですね（笑）。

サーマン：では、最後に待機していた私が行きます。マイナーアクションで《ソードダンス》。フェイトを使って、４＋３Ｄで攻撃しましょう。（ダイスを振る）あら？　13しかでません。

ＧＭ：それは余よ裕ゆうで回避しますが。

サーマン：フェイト使って、この有様です（笑）。

キング：役に立たない奴やつめ。

ＧＭ：そして、次のラウンド。サーマンの攻撃を避けた姿し勢せいから、そのままオウガはスッスッスッと、華麗なステップでデンプシーロールを始めます。

ハーディアス：オウガがスキルを使おうとしているぞっ！（笑）

ＧＭ：対象をダイスで決定して……ターゲットロック、目標はサーマン！　マイナーアクションで《スマッシュ》。そしてパーンチ！

サーマン：（ダイスを振る）クリティカル！

一同：おーっ!?

サーマン：踊おどるように余裕でオウガの攻撃を避けます。そして、わたしの番。さて、《エアリアルステップ》で回避上げようか、それとも攻撃しようかな。

キング：余が先に《ウォータースピア》撃つから、それまで待機しろ。その方がいいぞっ！

サーマン：［放心］を待つんですね。分かりました。

キング：では、余はフェイト１点使って、命中判はん定ていに１個こ増ふやして当てに行くぞ。《ウォータースピア》！　６＋３Ｄ……あら？　11？

ハーディアス：キング様ー！　それではかすりもしませんよ（笑）。

キング：うぉー。これじゃダメだ。ここはフェイトを使って振り直し。さらにフェイトをもう１点使って、もう一回３個ダイスを振る。

ＧＭ：じゃ、さらにフェイトを２点減らしてください。

キング：ここで当てなかったら死ぬからな。こんなところで、フェイトを３点も使ってしまった。

ハーディアス：一気に半分以上。

キング：ダイスは11！　命中は17。

ＧＭ：17？　さすがにそれはきびしい。……（ダイスを振る）ダメ、回避失敗です。

キング：よしよしよし。

ハーディアス：でも、これでダメージが入らないと、［放心］しないですから、気をつけてください。

キング：大だい丈じよう夫ぶ。２＋３Ｄだぞ。余を舐なめてはいけない。おしゃ！　ダメージは16！

ＧＭ：16？　さすがにそれはダメージが来る。うぐ、こちらは［放心］になる。

キング：よし。全力でぶん殴なぐるのだっ！

ハーディアス：分かりました。全力で攻撃します（笑）。

キング：頼たのむからお前は攻撃しないで、エンゲージから離り脱だつしてくれ。

ハーディアス：はっ、すみません（笑）。

ＧＭ：で、どうするの？

ハーディアス：目標を分散させるためにエンゲージを離脱！　こっちを撃たないことを期待しつつ（笑）。

アマミ：次はあたし。

キング：こういう時は各かつ個こ撃げき破はだ。１体ずつ倒たおしていくのだ。

アマミ：……分かった。《バッシュ》で攻撃……（ダイスを振る）15で命中。

ＧＭ：［放心］してるからムリっ！

キング：［放心］させたのは余だぞ。感かん謝しやしたまえ（笑）。

アマミ：ダメージは24。

ＧＭ：「マダマダッ！　コンナ傷きずナドタイシタコトナイワッ！」と言いつつ痛いたい。むちゃくちゃ痛い（笑）。

サーマン：次は待機した私の番？

ＧＭ：まだだ！　後方に控ひかえている妖よう魔まが銃じゆうを撃つっ！

ハーディアス：こっちに来るなっ！

ＧＭ：ターゲットは……（ダイスを振る）アマミとサーマン。《アローシャワー》で攻撃！

ハーディアス：助かったっ！　攻撃が来たら戦せん闘とう不ふ能のうになるところだった。

ＧＭ：命中は11。

サーマン：それくらいなら大丈夫ですよ。４＋３Ｄで……10。あら？（笑）

キング：当たってる（笑）。

アマミ：11だから避け。

サーマン：《エアリアルステップ》をかけてないですからね。

ＧＭ：ダメージは17点。

ハーディアス：《プロテクション》をかける……（ダイスを振る）２点しか軽けい減げんできないっ！

サーマン：10点もダメージを受けてしまいました。

ＧＭ：で、ダメージを受けたサーマンの番です。

サーマン：痛いじゃないの。マイナーアクションで《ソードダンス》、フェイトを１点使って斬きります。

ＧＭ：さすがにフェイトまで使われると避けられない……あっ、ファンブル。フェイトは意味なかったですね（笑）。

サーマン：なんかむかつきますっ！　ダメージは21点！

キング：おっ！　結けつ構こういったな。

ハーディアス：倒たおした？　倒した？

ＧＭ：イヤ、まだ倒れない。【ＨＰ】は５点残った。

キング：５点か。




　しかし、ショコラに忠ちゆう誠せいを誓ちかった（笑）、オウガもここまでだった。

　アマミへの攻撃が外れ、キングの《ウォータースピア》により撃げき沈ちん。

　後方のフォモールシューターが一いつ矢し報むくいるも、ハーディアスの《ヒール》で回かい復ふくされ、まさに焼け石に水。エンゲージしたアマミによって止とどめを刺さされた。




キング：ふぅ、危あぶなかったな。

ＧＭ：その様子を見ていたショコラが呟つぶやく。「我わが精せい鋭えい部隊が全ぜん滅めつ!?　そんなの認みとめないわ」

アマミ：……寄よせ集めの間ま違ちがいじゃない？

ハーディアス：確たしかに（笑）。

ＧＭ：「仕方ないわね。こうなったら、休きゆう暇か中のネーちゃんとハーちゃんを召しよう喚かんするしかないわね」




　ネーちゃん、ハーちゃんとは、ショコラが率ひきいている二体のレライエのことである。その活かつ躍やくは『死者の花はな嫁よめ』にくわしい。

　ちなみに本当の名前は、ネフェトゥレスとハーゲンである（笑）。




キング：なに？

ＧＭ：ショコラが一歩下がって、強大な魔族を召喚しようとする……。

ハーディアス：もう終わりだー（笑）。

ＧＭ：と、一歩下がったショコラの足の下で、カチッといい音がします。

一同：？

ＧＭ：すると、ショコラの足あし下もとに魔法陣じんが描えがかれていきます。「バカなっ！　こ、これは……」驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮うかべるショコラ。そして、そのままショコラは光となって、消しよう滅めつします。

一同：消滅？

ＧＭ：あ、シーフのサーマンは分かったことにしましょう。テレポーターのトラップですね。そして、一いつ緒しよに魔法陣も消えます。

キング：ああ、ちゃんと帰れるんだ。

ＧＭ：うん。もうトラップは作動してしまったので、別の帰り道を探さがさないとダメですけどね（笑）。

ハーディアス：まぁ、目的のものを見つけないから、まだ帰れませんけどね。

ＧＭ：まっ、そういうこと。

キング：しかし、ショコラはなんのために出てきたんだ？（笑）。

ハーディアス：そんなことよりも、ドロップですよっ！　ドロップ、ＤＲＯＰ（笑）。





戦利品

・現げん金きん５５０Ｇ

・ハイＭＰポーション（売れば１５０Ｇ）×１






　そして、おのおののポーションやら、ハーディアスの《ヒール》によって回復した一行は、再ふたたびダンジョンに挑いどむため、階かい段だんを降おりていく。

　この先に待つ、運命も知らずに。




　◆interval 02◆これが新たなる力だっ！




　ルーリィという尊とうとい犠ぎ牲せいを払はらった第１フロアに比くらべ、比ひ較かく的てき余よ裕ゆうで突とつ破ぱした第２、第３フロア。

　そして、キングたち一行は、ついにレベルアップ可か能のうとなる成長点を得たのだった。




ＧＭ：では、どのように成長したかを報ほう告こくしてください。

サーマン：なんと、このフロアだけで成長点が10点以上溜たまりましたので、私もレベルアップしました（笑）。

一同：おーっ！

サーマン：取得したスキルは《ダガーマスタリー》と《インタラプト》です。

ハーディアス：うん、すばらしい。重要ですよ。これで命中しやすくなりますし、いざとなったら敵てきの攻こう撃げきも止められる。

アマミ：あたしは《カタナマスタリー》を取得して命中を上げて、《ブランディッシュ》で範はん囲い攻撃ができるようになりました。以上。

ＧＭ：《ブランディッシュ》ですか……。それはかなり楽になるかもしれませんね。

キング：第２フロアでは範囲攻撃がなくて苦労したからな。

ハーディアス：そして、俺おれ様さま。まずはサモナーにクラスチェンジ！《ファミリア》によって【ＭＰ】が増ふえる。スキルは《ホーリーウェポン》と《プロテクション》のレベルを上げたぞ。これでさらにみんなの攻撃力がアップ、防ぼう御ぎよも完かん璧ぺき。

ＧＭ：無ぶ難なんな線で来ましたね。

キング：だが、それこそ重要。で、最後に余よだが、ハーディアス同様、サモナーにクラスチェンジした。そして、取得したスキルは、まずは《マジックブラスト》。理由はアマミと同じだ。

ＧＭ：ふんふん。

キング：そして《ウォーターウェポン》を取り、アマミとサーマンの攻撃力を上げることにした。なんて余は偉えらいんだ（笑）。

ハーディアス：偉いんなら、別の属ぞく性せいの魔ま術じゆつにして欲ほしいかなと（笑）。

キング：まぁ、美学ということで（笑）。

サーマン：美学じゃ仕方ないですね。

ＧＭ：あとはギルドレベルが２レベルになるので、ギルドスキルを新たに取得して、ここから先使うギルドスキルを選んでください。

ハーディアス：何持ってましたっけ？

キング：えっと、《蘇そ生せい》と《目め利きき》。

ハーディアス：とすると、《祝福》かな。

キング：普ふ通つうに考えると《祝福》だな。だが、ネタとしては《派は遣けん販はん売ばい》の方がおいしい（笑）。

サーマン：いえ、むしろ重要かもしれませんよ。ポーションを買えるということは、命にも直結します。

キング：よし、《派遣販売》にしよう。

ハーディアス：オレ達の金で【ＭＰ】を回かい復ふくする。俺様たちは夢ゆめがある、そう、これこそある愛の詩（笑）。




　◆Middle 14◆第４フロア（Ａ─Ｙ）商人登場!?




ＧＭ：最初に言ったとおり、ここが最後のフロアとなります。

キング：ようやく最さい下か層そうまで来たか。

ハーディアス：今のところ犠ぎ牲せい者しやはひとりだけですからね。まぁ、順調といったところですぜ、キング様。

ＧＭ：ただし、ここからＤＬは２になりますので、カードのナンバーに２を足した値あたいがイベントとなります。

キング：そうだった……。

サーマン：でも、まぁわたしたちなら、大だい丈じよう夫ぶですよ、と根こん拠きよのないことを言ったりして（笑）。

ＧＭ：その言葉にビュレットも「サーマンさんの言うとおりですぅ。きっとキングさんたちなら、槍やりのところまでたどりつけますよぉ」

キング：キミに言われてもうれしくないのは、どうしてだろう（笑）。

ＧＭ：「そんなひどいですぅ」とビュレットが言いながら、最初のタイルのカードをめくります……ハートのＱですね。イベントは「お安くしとくよ」です。

ハーディアス：それって、商人が登場するイベントなのでは（笑）。

キング：《派遣販売》の意味がねー。

ＧＭ：そんなことないですよ。二回買い物ができると思えば。

サーマン：さすがに最後のフロアで二回も買い物はしないと思いますが。

ＧＭ：イベント表だとフィルボルの商人が出てくるんですが、入れる人数に限かぎりあるというこのダンジョンでは矛盾むじゆんが発生してしまいます。

キング：そりゃ、そーだ。

ＧＭ：とゆーことで、ここのイベントはこうなります。「そーいえば、ビュレットは商人だったんです。いろいろと持ってきていたの忘わすれていましたぁ」

ハーディアス：いまさらかっ！（笑）

キング：案内人としても役に立たず、商人としても役に立たない奴やつだと思っていたが（笑）。
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ＧＭ：「役に立ったじゃないですかぁ」

キング：どこで？

ＧＭ：「今ここで」（爆笑）

キング：イベントとして出ただけじゃないか（笑）。

ＧＭ：あっ、ちなみにドロップ品とかの買い取りもしますよ。

サーマン：それは役に立ちますね。荷物が減へります。

キング：よし、ならばメイジハットを売ってくれ。

ＧＭ：「すいませーん。武ぶ器きと防ぼう具ぐは扱あつかってないんですよぉ」

キング：なにっ！　やっぱり役に立たないじゃないか。

ＧＭ：「ちなみに価か格かくは定価の二倍になりますぅ」

一同：なんだってっ！

サーマン：ますます役に立たない。

ＧＭ：「そんなこと言っても、しょうがないじゃないですかぁ」

キング：何がしょうがないだ。

ＧＭ：「だって、トラブルチャートに価格二倍って書いてあるんですもの」

キング：む、確たしかにそれはしょうがないな（一同笑）。

ハーディアス：しかし、二倍なんかじゃもったいなくて買えないですぜ。

サーマン：いっそ、ここで《派遣販売》を使います？

ハーディアス：そうだ。《派遣販売》をここで使って、ビュレットの目の前でもっといいものを買う。そして鼻で笑ってやりましょうよっ！（笑）

ＧＭ：もし《派遣販売》を使うと、ビュレットがこう言います。「そこまで言うのならしようがないですねー。分かりました。どーんとおまけして、定価でお売りします」

ハーディアス：げっー！

ＧＭ：ちゃんと考えてあるんですよ。そのためにビュレットを商人にしたんですから。

ハーディアス：お前を儲もうけさせるわけにはいかない。《派遣販売》はあとで使おう（笑）。

キング：よし、とりえあえずドロップ品や使わない武器なんかは売って、現げん金きん化かしよう。

ハーディアス：もうちょっと早く出ていれば、トライデントが、トライデントが……。

サーマン：捨すててしまいましたからね。

キング：ＭＰポーション欲ほしいなぁ。やっぱりＭＰポーション買わない？

ハーディアス：でも、二倍ですよっ！　それだったら、《派遣販売》使って買った方が得ですよ。

キング：そーだよなぁ。

アマミ：……倍買える。

キング：いらねーよ（笑）。

ＧＭ：えー、って顔をします。

キング：お前からアイテムなんか買わないよ。さっき【ＨＰ】も【ＭＰ】も増ふえたし。

ＧＭ：「しくしくしく……買わないんですかぁ」ビュレットは涙なみだを流します（笑）。

ハーディアス：買うかっ！




　結局、所持品のスペースを空けるためにドロップ品だけを売るＰＣたちであった。




　◆Middle 15◆第４フロア（Ａ─Ｚ）シーウルフの挑ちよう戦せん




ＧＭ：続いて次のタイルは……スペードの４。

アマミ：……なんか戦せん闘とう多いような気がする。このダンジョン。

キング：それを言うな。余よもそんな気がするが、気にしないようにしていたんだから（笑）

ＧＭ：そのとおり。ＧＭとしても、とっても不思議なんだから（笑）。さて、部屋に入ったキミたちが、周囲を動物たちに囲まれていることに気がつきます。

サーマン：どんな？

ＧＭ：狼おおかみというか犬というか、そんな連中がいます。

ハーディアス：おい、狼！　なんで、こんなところにいるんだ（笑）。

ＧＭ：じゃ、名前はシーウルフということで（笑）。いや、データはウルフと変わらないのですが。
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ハーディアス：偉い大だいなる海うな原ばらという草原を駆かける王者（笑）。

キング：草原じゃないじゃないか。

ハーディアス：夢ゆめがあるじゃないですか、夢が（笑）。

ＧＭ：ちなみに、不意打ちしてくるぞ。数は７グループだ。

サーマン：なんだって！　し、死ぬ（笑）。夢とか言ってる場合じゃない。




　とはいっても、しょせん２レベル（モブ）のウルフ。不意打ちの攻こう撃げきをハーディアスとアマミに与あたえると、ダメージの量はたいしたことなく、次のラウンドにアマミの《トルネードブラスト》によって全ぜん滅めつさせられてしまう（レベルが上がったことにより、使用回数が一回増えたのだ）。





戦利品

・おおかみのにく（売れば１０Ｇ）×３

・骨ほねくず（５Ｇ）×３






　しかし、ここで得た肉はすべてハーディアスの腹はらの中に収おさまり、得たアイテムは骨くずだけであった。




　◆Middle 16◆第４フロア（Ｂ─Ｚ）水VS水？




ＧＭ：次のタイルはハートのＪ。トラブルイベントです。

アマミ：クラブが出ない。

ハーディアス：もしかして、クラブのカードを全部抜ぬいているんじゃないですか？

ＧＭ：そんなことはありません。まぁ、そのうちに出ますよ、きっと（笑）。さて、ハートのＪは元のチャートだと「覇は王おうのコイン」というイベントなんですが、今回のリプレイとは関係がないんで、別のイベントを用意しました。

キング：なるほど。用意されている都市と別の場所でランダムダンジョン作成ルールを使った例というわけだな。

ＧＭ：まぁ、そういうところです。で、この部屋ですが、天てん井じようからポタポタと水が漏もっています。そして、その雫しずくが集まり、三体のエネミーへと変化します。

ハーディアス：三体が一いつ緒しよのエンゲージにいない!?

キング：せっかく《マジックブラスト》取得したのに。

アマミ：せっかく《ブランディッシュ》取得したのに。

ＧＭ：ふっふっふ。しかし、こっちの行動値ちは４なので、行動は一番最後になります。

キング：チャンス。ここは念のために《エンサイクロペディア》を使って……（ダイスを振ふる）12！

ＧＭ：ウォーターエレメンタルです。分類は精せい霊れい、属ぞく性せいは水、レベル２、《ウォータースピア》を使用します。
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キング：水か……。相あい性しようが悪いな。いいか、［放心］には気をつけるんだ。

アマミ：どうやって？

キング：簡かん単たんなことだ。当たらなければいい（一同爆笑）。

サーマン：一体は私、もう一体をアマミが押おさえるという感じかな？

キング：うむ。あとは任まかせたぞ。余の魔ま法ほうは、奴やつにはほとんど効きかないのだ。

サーマン：では、マイナーアクションで移い動どうして、攻撃します。（ダイスを振る）４＋３Ｄで12。

ＧＭ：ウォーターエレメンタルは……（ダイスを振る）クリティカルで回かい避ひ！

サーマン：それは仕方ありませんね。またクリティカルで避よけられました。あっー。間ま違ちがえた。最初に《エアリアルステップ》を使うんだった。

ＧＭ：ふっふふふ、先走ってしまったようですね（笑）。

キング：サーマンが外したか。ならば、とりあえず数を少しでも減へらすためにダメージを与あたえておくべきだな。《ウォータースピア》を使う。命中は……（ダイスを振る）９。

ＧＭ：こっちの回避は失敗。キングの《ウォータースピア》が突つき刺ささるっ！　そして、この部屋の特とく殊しゆな効こう果かで、〈水〉属性の攻こう撃げきによるダメージロールは、ダイスが１個追加されます。

キング：それは嬉うれしい……って言うことはウォーターエレメンタルもか。

ＧＭ：そのとおり。ちなみに〈火〉属性の攻撃によるダメージロールはダイスが１個減るけど、あまり関係ないですね。

キング：では、部屋の力で先が少し尖とがった余の《ウォータースピア》のダメージは……（ダイスを振る）15。

ＧＭ：属性は〈水〉なので魔法防ぼう御ぎよ力りよくが倍になりますが……ダメージは受けます。しかも［放心］を受けるっ！

ハーディアス：では、アマミに《ホーリーウェポン》。失敗したなー。サーマンにも待機してもらえばよかった。（ダイスを振る）判はん定ていは成功。アマミのダメージに＋６！

アマミ：けっこう大きい。

ハーディアス：《ホーリーウェポン》の神しん髄ずいは２レベルからですよ。

アマミ：次はあたし。ダメージは集中した方がいいよね。

キング：うむ。さっきも言ったが各かつ個こ撃げき破はが基き本ほんだ。それに、今は［放心］してるからな。攻撃が命中しやすい。

アマミ：マイナーアクションで移動して、《バッシュ》を使う。命中判定は……（ダイスを振る）クリティカル。

キング：よしっ！

ＧＭ：こっちは［放心］してるから、絶ぜつ対たいに避けられません。何もせずに一体落ちるのか……（泣）。

アマミ：ダメージは26。

ＧＭ：それはさすがに無理。バシャーっと水みず飛沫しぶきとなって、ウォーターエレメンタルは飛び散る。

キング：なんだ。たいしたことないではないか。もう、このダンジョンでは、我われ々われの実力を発はつ揮きするまでもないということかな（笑）。

ハーディアス：まったくそのとおりですぜ、キング様（一同笑）。




　突とつ然ぜん、余よ裕ゆうを見せだすキング。この言葉どおり、ウォーターエレメンタルはハーディアスにダメージを与あたえただけで全ぜん滅めつしてしまう。

　しかし、この余裕が命取りになるとは、この時まだ誰だれも気がついてなかった……。





戦利品

・水精霊の欠片かけら（３０Ｇ）×２






　◆Middle 17◆第４フロア（Ｃ─Ｚ）ハーディアスの忠ちゆう誠せい




キング：この調子で、このままどんどん進むぞ。我われらに敵てきなしっ！

ＧＭ：では、カードをめくります。ハートの８、イベントは「さまよう怪かい物ぶつたち」です。

キング：またか。ふっ、どうせ雑ざ魚こが出るだけだ（笑）。

ＧＭ：山札からカードを引いて、そのカードのナンバーで戦せん闘とうイベントが発生します……（カードを引く）クラブのＫ。

アマミ：この場合、スートは？

ハーディアス：スートは関係なし。だから、スペードのキングとして見ることに……げっ！

キング：今回の一番いいところが来たな（笑）。

アマミ：……《バッシュ》はあと１回しか使えない。

ハーディアス：キング様っ！　我々はなんで回かい復ふくしていないんですか？

キング：はっ！　回復する前に、扉とびら開けちゃったー（一同爆笑）。

ハーディアス：待ってくださいよ、キング様（笑）。

キング：しまった。余裕ぶっこいて扉開けちゃったよ（笑）。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。エネミーは一体だけだから（笑）。

サーマン：だから、余よ計けいに嫌いやな予感がするんだけど。

アマミ：形は？

ＧＭ：コウモリの翼つばさを持った、巨きよ大だいなトカゲのような怪物。

一同：ぎゃーっ！

ＧＭ：さらにどうやら腹はらが減へっているらしく、目をぎらつかせ、襲おそう気満々。

キング：一いち応おう、《エンサイクロペディア》でエネミー識しき別べつしておくか。ダイスが６だから13。

ＧＭ：もちろん予想どおり、ドラゴンパピー。分類は竜りゆう、属ぞく性せいはなし、レベル６。特殊能のう力りよくは《ブレス：火》で６Ｄ６の〈火〉の魔ま法ほうダメージを与える……。
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サーマン：６Ｄ６!?

ＧＭ：さらに腹が減っているので特別にダメージは７Ｄ６。ただし、物理防御力は-4。

キング：いくらドラゴンの物理防御力が下がったって、その前に全滅するわっ！

ＧＭ：まぁ、まだ《蘇そ生せい》もあることだし。では行きます。行動値ちはドラゴンパピーが先なので、まずはブレスを吐はきます。対象は範はん囲いなので全員。命中は……（ダイスを振ふる）18！

キング：それは無理。

アマミ：……ダメ。

ハーディアス：こっちも失敗。せめて、サーマンだけでも回かい避ひしてくれっ！

サーマン：え？　14で失敗なんだけど。

ハーディアス：ほら、フェイト使って振り直すとか。

サーマン：あっ！　その方法があった（笑）。では、振り直し……（ダイスを振る）14。さっきと同じでした（笑）。

ＧＭ：では《ブレス》の洗せん礼れいを受けてください。ダメージは……（ダイスを振る）。

一同：ぐわっ！

ハーディアス：待ってください。そのダメージはなんですか？

キング：これは死んだか……？

ＧＭ：10、20、27……31点の〈火〉属性の魔法ダメージ！

キング：魔法ダメージ？　余は魔法ダメージへの耐たい性せいの方が高いのだよ。なんと８もある。

ハーディアス：【ＨＰ】は？

キング：20……ぶっ、４点足りない。はっはは、余の魔法防ぼう御ぎよ力りよくは８もあるんじゃよ、ボッ！（笑）

サーマン：こっちは、【ＨＰ】がぴったり０なんだけど。

ハーディアス：なんだって？　俺様もちょうど０。

アマミ：あっ、１残った（笑）。

ハーディアス：くっー、《サモン・アラクネ》を取っておくべきだったか……。

キング：《蘇生》を使うと、誰か助かるか？

アマミ：《蘇生》を使うとどうなるの？

ＧＭ：ダメージを受ける前に《蘇生》を使うことになるので、【ＨＰ】が全ぜん快かいしたあとに、31点のダメージを受けることになります。

サーマン：それだと、私の【ＨＰ】は２点残ります。

ハーディアス：提てい案あんがあります、キング様。ここで《蘇生》を使いましょう。そうすれば、アマミとサーマンが残る。そして、俺様の《プロテクション》が……。はっ、大変です、キング様、ひとり助かりません（一同大爆笑）。

キング：仕方ない。偉い業ぎようには犠ぎ牲せいがつきものなのだ。

ハーディアス：さて、この《プロテクション》を俺様に使うか、キング様に使うか……いや、ここはライフパスの運命にしたがおう。俺様の運命は「忠ちゆう誠せい」だ。今こそ、主君に忠誠の心を見せる時っ！

一同：おっー！

ハーディアス：キングに《プロテクション》を使う。あとは頼たのみました、キング様。フェイトを３点使って……（ダイスを振る）14点軽けい減げんしてください。

キング：ハーディアス。お主の忠誠、しかと見み届とどけたぞ（笑）。

サーマン：あのー。

一同：？

サーマン：《インタラプト》って、《ブレス》に使えるの？

ハーディアス：ぶばっー！　つ、使えますよ。持っているのなら、なんで使わないんですか？

サーマン：え？　いや、持っているの忘わすれていました（笑）。

ＧＭ：ダメージまで算出してしまいましたからね。

キング：手て遅おくれだな。

アマミ：……。

サーマン：す、すいません。

キング：このばかもーん（笑）。

サーマン：でも、そもそもキングが扉とびらを開けなきゃよかったんじゃないですか？

キング：（自分に）このばかもーん（一同笑）。

ハーディアス：では、ドラゴンパピーの炎ほのおのブレスでゴーッと燃もえながら、最後にボフッと髪かみ型がたがアフロになって、そのまま崩くずれていきます（笑）。戦せん闘とう不ふ能のう。

ＧＭ：ではみなさん。行動をどうぞ。

サーマン：申しわけなさそうに撤てつ退たい。

キング：後ろ髪を引かれるように撤退。

アマミ：……撤退。

ＧＭ：では、次のラウンド。扉の向こうからハーディアスの悲鳴が。

ハーディアス：や、やめてくれー。うご、ぼき、ぼく（笑）。




　ハーディアス。

　キングジョージ五世の忠ちゆう臣しんとして、その役目を立りつ派ぱに果たし、その生しよう涯がいを終えた。

　彼の勇ゆう敢かんなる行動は、後の世まで語られることだろう。




ＧＭ：では、一言どうぞ（笑）。

ハーディアス：キング様への忠誠により俺様は死す（笑）。




　◆interval 03◆続・新たなる仲間




　ドラゴンパピーのブレスに焼かれ、ほうほうの体ていでスタート位置まで戻もどってきたＰＣたちの前に、ひとりの人物が待っていた。

　そう、再ふたたび転送ゲートが作動したために、皇こう帝ていに送り込こまれた新たなる冒ぼう険けん者しやである。

〝ハーディアス〟大おお畑はたの代わりに投入されたのは、こいつだっ！




関せき・幸ゆき雄お

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のウェブサイトの作成や、更こう新しんを行ないながら、ゲーム・フィールドへ出向し、多くの商品の納のう品ひんや出しゆつ荷かを担たん当とうしている。皆みなさんのお手元にゲーム・フィールド商品をお届とどけできるのは、彼のおかげと言っても過か言ごんではない。

　社内では〝兄あに貴き〟のあだ名で親しまれている。しかし、なんで〝兄貴〟なのかは不明（笑）。

　なんと、リプレイは初登場！




関：あらかじめキャラクターを作ってきました。

キング：ちなみにそれはなんだね？

関：キャリバー、つまり銃じゆう（笑）。

ハーディアス：アコライト／ガンスリンガーかよっ！（笑）

キング：おい！　その銃で傷きずを治すのか？　なぜ、アコライト／アコライトにしないのだっ！

関：え？　いや、こういうのは面おも白しろい方がいいじゃないですか。それに大畑さんに言われて、《プロテクション》は２レベルにしました。

サーマン：それなら大だい丈じよう夫ぶかな。

キング：うむ。

ＧＭ：ちなみにキャラクタークラスは１レベルなので、よろしく（笑）。

一同：!?




　新たな仲間の名は、ダン＝ベル（ヒューリン／男だん性せい）。

　先ほどにも書いたとおり、クラスはアコライト／ガンスリンガーである。取得したスキルは《プロテクション》を２レベル、《ガンパード》を１レベルという男らしいもの。

　神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくの建国に関わった「英えい雄ゆう」の子として生まれるが、その親を殺される（「略りやく奪だつ」）という不幸な生い立ちの青年である。




キング：お主も英雄の子というわけか。それは馬が合いそうだな。では、まずひとつ頼みたいことがある。

アマミ：私の【ＨＰ】が１点。

サーマン：わたしは２点。

キング：そして、余の【ＨＰ】が９点だ。まずは、《ヒール》を頼みたいのだが（笑）。

関（以後、ダン）：まずは回かい復ふくしろと（笑）。

キング：そのとおりだ。キミが来るのを待っていたんだ（笑）。さぁ、【ＭＰ】の限げん界かいまで吐はき出せ（笑）。




　新たに加わった仲間ダン＝ベルの力を借り、一気に【ＨＰ】を回復するＰＣたち。もっとも完全に回復することはできなかったが……。

　そして、ついに切り札を使用する。そう、レベルアップで取得したギルドスキルの《派は遣けん販はん売ばい》である。








[image: ]








ＧＭ：「ようやく買ってくれる気になってくれましたかぁ。今ならＭＰポーションを安く売りますよ」

キング：いくらだ。

ＧＭ：「ほんの５０Ｇですぅ」

キング：それは定てい価かだ。せめて半はん額がくにして欲ほしいものだ。

ＧＭ：「ダメです（きっぱり）」

キング：ちっ、融ゆう通ずうの利きかないヤツだ。しかたない。定価で買ってやろう。

ＧＭ：「そんなこと言う人には、売ってあげませんよぉ」

キング：すいません。うそです。売ってください（笑）。




　ここで全員がありったけのお金を集める。なんと合計は９８３Ｇ！

　実じつ際さいにはもっと多かったのだが、死し亡ぼうしたルーリィやら、ハーディアスが持っていた分もあったので、結局この金額となった。それでも十分な額である。

　そして、ビュレットから買ったアイテムは次のとおり。





・ＨＰポーション×２

・ＭＰポーション×18






　残金は２３Ｇ。そして、みんなでＭＰポーションをがぶ飲みし、【ＭＰ】を回復。残ったＭＰポーションはなんと４本。

　さすがにここまで無む補ほ給きゆうで来ただけのことはある。

　しかし、ポーションしか買わないのなら、《祝福》の方がよかったような気がするのは、私だけであろうか（笑）。

　そして、さらにだめ押しするかのようなイベントが発生する。




　◆Middle 18◆第４フロア（Ｂ─Ｙ）無意味な休きゆう憩けい




ＧＭ：みなさんが回復したところで、次のタイルです。カードはクラブの５。

キング：ようやく回復がきたっ！

ダン：それって嬉しいことなのか？

アマミ：……なんか間が悪くない？

ＧＭ：私のせいではありません。イベントはＨＰ回復です。

一同：えっ！

キング：ちょ、ちょっと待て！

ＧＭ：「なんかここで休憩できそうですよぉ。よかったですねぇ」とビュレットが言います。

サーマン：なんかむかつき（笑）。

ＧＭ：全員【ＨＰ】を１Ｄ６回復させていいですよ～（笑）。

キング：やったーっ！　全ぜん快かい（笑）。

アマミ：……【ＨＰ】減ってない。

サーマン：わたしも。

ダン：オレも。

ＧＭ：では、【ＨＰ】を回復したところで、イベント終わりっ！

キング：終わりかいっ！








　CLIMAX PHASE




　◆Climax 01◆第４フロア（Ｃ─Ｙ）ブリューナクの秘ひ密みつ




ＧＭ：残るカードは１枚まい。つまり、ここのタイルがＡイベントとなります。

キング：結局、全部回ることになったか（笑）。

サーマン：まぁ、その分収しゆう入にゆうもあったということで（笑）。

アマミ：ひとり死し亡ぼうしたけど……。

キング：うむ。尊とうとい犠ぎ牲せいであった。さすが余よの忠ちゆう臣しん（笑）。

ＧＭ：では、クライマックスフェイズに移うつります。さてさて、部屋の奥おくには祭さい壇だんのようなものがあり、そこに一本の槍やりが突つき刺ささっています。

キング：あれか？

ＧＭ：そのようですね。部屋の壁かべには、さまざまなレリーフが彫ほられています。どうやら魔ま族ぞくとの戦いの様子のようですね。戦士らしい人物が、悪魔のような姿すがたをした魔物に槍を突き刺している絵が描えがかれています。

アマミ：……あれがその槍？

キング：おそらく。

ＧＭ：「あれがブリューナクですぅ。間ま違ちがいありません。あの柄えに施ほどこされた装そう飾しよく。うわさに違たがわぬ神こう々ごうしさ。ほら、ほのかに光も放っていますよ」確たしかにビュレットの言うとおり、槍はかすかに燐りん光こうを放っています。

キング：どうやら間違いないようだな。よし、サーマン、抜ぬけっ！

サーマン：え？　わたし？　まぁ、そうだね。シーフだもんね。よし、抜きます（槍の場所まで近づいていく）。

アマミ：左右から槍がビュンビュンと飛び出てきたりして（ぼそっと）。

サーマン：えっ！　そうなの？

ＧＭ：そんなことはないです。普ふ通つうに抜けますよ。特に判はん定ていもいりません。

キング：一いち応おう、全員で部屋の真ん中まで移い動どうしておくか。

ダン：オレはとりあえず何かあった時のために、エンゲージから離はなれる。

サーマン：じゃ、抜きますよー。すぽっ！（一同笑）

キング：そんな音がするのか？

ダン：お風ふ呂ろの栓せんかよ（笑）。

アマミ：周りの空気が抜けたりして。

ＧＭ：空気は抜けません。まぁ、そんな音と共にブリューナクが抜けたということで（笑）。

キング：よくやった。そのままその槍を持ってくるのだ。

ＧＭ：ちなみに重量は７ね。

サーマン：重量オーバーです。持ってこれません（笑）。

キング：なんだってっ！

ＧＭ：そして、槍を抜いた瞬しゆん間かん、空気は抜けませんが、そこから瘴しよう気きがあふれ出でてきます（笑）。

サーマン：あら？　どうしましょう。刺さし直してみようとしますが……。

ＧＭ：もちろん刺せません（笑）。そして、その瘴気はビュレットへと吸すい込こまれていきます。

キング：やはり、魔族か……などといかにも知っているかのように呟つぶやこう（笑）。

サーマン：知っていたなら、早く言ってくださいよ（笑）。

キング：よくある話じゃないか。そういう話は、余は大好きだぞ。ただし、自分がＧＭならばなー（爆笑）。

ＧＭ：「でもぉ、あたしが魔族だって言ったのは、あなたですよぉ（笑）」

キング：うむ。やはり余の目は確かであった（笑）。

ＧＭ：「では、ここまで連れてきていただいたお礼に、ビュレットがいろいろと教えてあげますぅ」

キング：よし、教えてあげられよう（笑）。

ＧＭ：「この遺い跡せきには、ビュレットの力が封ふうじられていたんですよぉ。その槍、ブリューナクは不死たる上位魔族を封じるためのもの。この槍は魔族であるビュレットには抜くことができないんですよぉ。で、冒ぼう険けん者しやのあなた方に抜いてもらったというわけですぅ」

キング：なるほど……。待て、ということは、そのブリューナクを使わないと封印できないほど、ビュレットは強いということか？

ＧＭ：「それほどでもありませんよぉ。それに、実はここだけの話ですが、ブリューナクっていっぱいあるんですよ」

一同：なんだってっ!!

ＧＭ：「だって、上位魔族っていっぱいいるんですよ。槍一本でどうにかなるもんじゃないじゃないですかぁ」

ダン：そりゃ、そうだ。

ＧＭ：「ビュレットもその昔、ちょっと油ゆ断だんした隙すきにその槍で倒たおされたんですけどぉ、なんとか力の一部を外に逃にがすことに成功したんですよぉ」

キング：それで、人間の中に潜もぐり込こんでいたわけか。ん？　じゃ、なんで同じ魔族のショコラが邪じや魔まをするんだ？

ＧＭ：「魔族の中にも、勢せい力りよく争いみたいなものがあるんですよぉ。ビュレットが完全に力を取り戻もどすのが嫌いやらしくて、それで邪魔していたみたいですね」

サーマン：魔族って一体……。

ＧＭ：「さて、だいぶん力を取り戻すことができましたし、そろそろあなた方を倒したいと思いまーす」

キング：思いまーす、じゃねぇ。しかし、だとするとなんでポーションとかを売ってくれたんだ？

ＧＭ：「商人としての生活が長かったから、身体からだに染しみついているんですよぉ。つい、売ってしまったんですぅ」

ダン：商しよう魂こんたくましい魔族？（笑）

キング：ショコラといい、ビュレットといい、魔族ってみんなそんなのばかりか？（笑）

ＧＭ：「そんなに誉ほめないでください」

一同：誉めていないって！

ＧＭ：「さてっと」ビュレットはカバンからごそごそとボクシンググローブのようなものを出して、両手にはめ、両手の拳こぶしを合わせて、ボスッボスッと叩たたきます。

キング：格かく闘とうキャラかよっ！（笑）

ＧＭ：さらに背せ中なかから昆こん虫ちゆうにも似た羽根、頭から触しよつ覚かくのようなものが生えて、身体も甲こう虫ちゆうのような黒光りする鎧よろいに覆おおわれます。

サーマン：姿すがたまで変わった？

ＧＭ：それと同時に周囲に漂ただよっている瘴気が形になり、コウモリの羽根が生えた小こ悪あく魔まのようなエネミーが二体、カタナを持った妖よう魔まのモブが二グループ現あらわれます。

ダン：最初から囲まれている!?

ＧＭ：そんな予定はなかったんですけど、みんなが移動するから、そんな面白い配置になってしまいました（笑）。

ダン：ふっ、何もするまもなく死にそうだ（笑）。

キング：さっき登場したばかりで、いきなり死ぬなっ！　しかし、せっかく《マジックブラスト》取ったのに、これでは役に立たんじゃないかっ!!

サーマン：一応、こっちのモブがひとつのエンゲージになっていますよ？

キング：そうだっ！　全員ひとつのエンゲージにならないかね（笑）。

ＧＭ：なりません（きっぱり）。

キング：……そうだよな（笑）。











[image: ]








●第１ラウンド

ＧＭ：では、ラストバトル開始！　まずはセットアッププロセスから。
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キング：《エンサイクロペディア》で小悪魔を調べる。７＋２Ｄでダイス目は９。エネミー識しき別べつは16。

ＧＭ：それは余よ裕ゆうで分かります。インプです。分類は魔族、属ぞく性せいなし、レベル３。常つねに飛行状じよう態たいで、《ファイアボルト》を撃うってきます。
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キング：まぁ、そうだな。《ファイアボルト》が面めん倒どうだな……。ん？　しまった。ビュレットを調べるべきだった。どんな能のう力りよくを持っているか分からんじゃないか。

サーマン：攻こう撃げきしてみれば分かります。次はわたしっ！　マイナーアクションでモブのところまで移い動どう、そしメジャーアクションで離り脱だつして、ビュレットとエンゲージします！

ＧＭ：「でも、サーマンさんはここで終わりなんですよねぇ。では、次はあたしの番ですね」ビュレットは、身体の右みぎ脇わきに、両手で円を作るように構かまえます。マイナーアクションで《ソウルチャージ》。

キング：《ソウルチャージ》？　そんなスキル知らないぞ。
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ＧＭ：ビュレット専せん用ようの特とく殊しゆ能力です。なんと、この特殊能力を使うと、ラウンド終しゆう了りようまで物理防ぼう御ぎよ力りよくが０になります。

サーマン：自分の？　それって、意味ないんじゃ……。

ＧＭ：これは気を溜めるために、無む防ぼう備びになることを表わしているんですよ。そして、マイナーアクションで《ソウルチャージ》を使った時だけ、使用できる特殊能力《ソウルブラスト》をメジャーアクションで使用しますっ！

一同：《ソウルブラスト》!?

ダン：名前からして、非ひ常じようにやばそうな技わざだ（笑）。

アマミ：それもビュレット専用？

ＧＭ：そうです。命中判はん定ていが７＋３Ｄ、20ｍ以内の範はん囲い（選せん択たく）の対象に６Ｄ６の無む属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージを与あたえます。

キング：ま、まさか真空波○拳（笑）。

ＧＭ：そのとーり。とゆーことで、対象はアマミとキング！　掌てのひらの中で作られた光球がみるみる大きくなる。それを押おし出すように、手を前に突つき出すと、その光球がキングたちの方に向かって飛んでいくっ！　命中判定は……（ダイスを振ふる）19です。

キング：避けられんっ！

アマミ：……失敗。

ＧＭ：では、ダメージ……げっ！　低い。18点の魔法ダメージ。

サーマン：待って！　ここで《インタラプト》を使います。

ＧＭ：いや、だからもうダメージ決定しているし（笑）。

サーマン：あっ……、またやっちゃいました（笑）。

キング：サーマン！　少しは学習してくれっ！　そんなことよりも、《プロテクション》をくれっ！

アマミ：……こっちも。

ダン：《プロテクション》はひとりにしか使えない。

サーマン：とすると、【ＨＰ】が少ないキングかな？

アマミ：分かった。まだ【ＨＰ】に余裕あるから大だい丈じよう夫ぶ……だと思う。

ダン：では、キングに《プロテクション》。（ダイスを振る）８点軽けい減げん。

キング：なんだ、２点しかこないではないか。大げさな割わりにはたいしたことないな（笑）。

ＧＭ：キングの実力じゃなくて、《プロテクション》のおかげだし。

キング：それを言ってはいけない（笑）。ならば、今度はこっちの番だ。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《エフィシエント》つきの《ウォータースピア》を妖魔のモブに撃つ。ここでこいつらを一いつ掃そうするぞ。魔ま術じゆつ判定に最後のフェイトを使用する！

アマミ：そうしてくれると移動が楽になるので助かる。

キング：（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：こっちの回かい避ひは失敗！

キング：よし、《マジックフォージ》も使用するぞ。ダメージは（ダイスを振る）31点！

ＧＭ：さすがそれは耐たえられない。召しよう喚かんされた妖魔フォモールだったんですが、水の槍やりに次々と貫つらぬかれて倒たおれていく。
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キング：ふはははは。いい気になって、余よはもう寝ねるぞ（笑）。

ＧＭ：次はインプ。さて、ダメージを受けているのは……

アマミ：……どき。

ＧＭ：そこだな。アマミに向けて、インプが《ファイアボルト》を撃つ……（ダイスを振る）12。

アマミ：８以上で回避……（ダイスを振る）７。失敗。

ＧＭ：ダメージは13点。

ダン：《プロテクション》！。……（ダイスを振る）５点軽減。

アマミ：それでも４点のダメージ。

ＧＭ：もう一体のインプもアマミへ。（ダイスを振る）命中は15。

アマミ：11以上で回避……（ダイスを振る）10。失敗。

ダン：また１足りない（笑）。

ＧＭ：ダメージは14点。

ダン：いる？

アマミ：……欲ほしい（笑）。

ダン：同じく《プロテクション》で５点軽減する。

アマミ：残り【ＨＰ】は12点。で、次はあたし。

キング：行けーっ！　このために余がフォモールを一掃したのだ。

ＧＭ：あのー、ビュレットの物理防御力が０なんですが（一同爆笑）

ダン：今がチャンス！

ＧＭ：くっそー。フォモールが足止めするはずだったのに。まさかクリティカルで全滅してしまうとは……。

キング：ビュレットくん、これが作戦というものだよ（笑）。

アマミ：マイナーアクションで移動。メジャーアクションで《バッシュ》。命中は……（ダイスを振る）17。

ＧＭ：（ダイスを振る）避けられない。「なんでですかぁー。痛いたいですぅ。やめてくださいですぅ」ビュレットの悲鳴が上がる（一同爆笑）。

キング：なんで、ダメージを受けるだけで、こんなに笑われているんだ？（笑）

ダン：不運だからじゃないか？

ＧＭ：「ほんと、こんなはずじゃなかったんですぅ」

アマミ：《ボルテクスアタック》も使います。９＋６Ｄです。

ＧＭ：ひー。容よう赦しやない（笑）。まぁ、これで《ボルテクスアタック》も《マジックフォージ》も使わせましたからね。

キング：それは違ちがう。使ったんだ。自分の意思で（笑）。

サーマン：そんなことで張はり合わなくても（笑）。

アマミ：……低い。24点のダメージ。

ＧＭ：た、助かった。「し、死ぬかと思ったですぅ」

キング：そんなに弱いのか（笑）。

ＧＭ：「だって、今は物理防ぼう御ぎよ力りよく０なんですよぉ」

キング：【ＨＰ】がごまんとあるかも知れないじゃないか（笑）。

ＧＭ：「とにかく助かったですぅ」

サーマン：あとはダン？

アマミ：……《ヒール》。

ダン：だな。では、アマミに《ヒール》。判はん定ていは成功。７点回かい復ふくだ。

アマミ：……19点まで回復した。




●第２ラウンド
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キング：ビュレットに《エンサイクロペディア》を使う。お前の特とく殊しゆ能のう力りよくを教えろ（笑）。判定は14。

ＧＭ：分かりません（笑）。

キング：えーっ。

サーマン：待機した方がいいかな？

アマミ：ハーディアスはもういない。だから《ホーリーウェポン》がないから待機しなくても平気。

サーマン：あ、そっか。よし、マイナーアクションで《ソードダンス》。メジャーアクションで攻こう撃げき……（ダイスを振ふる）命中は15。

ＧＭ：避よけられません。

キング：よくやった！

サーマン：ダメージは20点。

ＧＭ：では反はん撃げきします。「サーマンさんには当たらないから、アマミさんを攻撃するですぅ」

サーマン：何かスキル使うの？

ＧＭ：使います。

サーマン：じゃあ、ここで《インタ……。

キング：待て、スキル名を聞いてからにしろ（一同笑）。

サーマン：そうか（笑）。

ＧＭ：《クロススラッシュ》というスキルを使います。対象はアマミです。

キング：あー、あれか。ＧＭの時に使ったわ。

サーマン：知ってるの？　どんな技わざ？

キング：もう忘わすれたよ（一同笑）。あ、思い出した二回攻撃だ。

サーマン：ダメージが来ているところに二回攻撃はまずいかな。ここが使いどころと思います。《インタラプト》で《クロススラッシュ》をキャンセルします。

ＧＭ：では、アマミに攻撃しようしたビュレットですが、目の前でサーマンがひらりと踊おどり、ひらひらする服で邪じや魔まされて、攻撃は失敗となります。「目の前が見えないですぅ」

キング：次は余よか。やはりここはビュレットに追い打ちを……。

アマミ：……インプ、怖こわい（笑）。

キング：分かったよ。インプ攻撃するよ。今、前ぜん衛えいがひとり落ちるとやばいからな。《ウォータースピア》。（ダイスを振る）命中は15。

ＧＭ：回かい避ひ失敗。

キング：［放心］しろっ！　ダメージは12点。

ＧＭ：しかし、インプは各かつ個こ撃げき破はを続けるのであった（笑）。

アマミ：これ以上はダメかも。

ＧＭ：対象はアマミ。《ファイアボルト》で攻撃。命中は11です。

アマミ：ダイス目７以上で回避。

ＧＭ：あら？　ダイス１個でもインプの攻撃は結けつ構こういくなぁ。

アマミ：命中しました（笑）。

キング：［放心］関係ねー（笑）。結局、ダメージを受けるんじゃないか。

ＧＭ：ダメージは11点。

ダン：《プロテクション》で６点軽けい減げん。

アマミ：１点来た。残り【ＨＰ】18点。

ＧＭ：うー、このままじゃダメージがいかない。目標変へん更こうっ！　あそこの《プロテクション》を使う変な銃じゆうを持っているアコライトを先に攻撃。

キング：そういえば、その銃は何のために持っているんだ？

ダン：飾かざり？（一同笑）。

ＧＭ：《ファイアボルト》で13。

ダン：回避はダメ。

ＧＭ：ダメージは平へい均きん的てきに14点。

ダン：自分に《プロテクション》を使う。（ダイスを振ふる）10点軽減だから、余よ裕ゆうでノーダメージ。

ＧＭ：「なんですって。やっぱり各個撃破すべきですぅ」

アマミ：ビュレットに《バッシュ》。命中は……（ダイスを振る）13。低いのでフェイトを使って振り直して……（ダイスを振る）18。

ＧＭ：さすがにそれは……（ダイスを振る）ムリ。

アマミ：ダメージは23点。

ＧＭ：「痛いたいー。痛いですぅー」

ダン：オレはＭＰポーションを飲む。

ＧＭ：しかし、ほんとに銃は飾りだな。

ダン：ほっといてくれ。やること多いんだよ。これで【ＭＰ】が７点回復。まだまだ行けるぜっ！

アマミ：……銃は？

ダン：だから、飾り（一同笑）。




●第３ラウンド

サーマン：このまま普ふ通つうに攻撃するのもありだけど……［放心］するまで待機した方がいいかな？

キング：ん？　それだったらビュレットに《ウォータースピア》を撃うつぞ。インプを［放心］させても、アマミが避けられないなら意味がない（笑）。

サーマン：じゃあ、待機。

ＧＭ：では、《クロススラッシュ》。対象はアマミ。「サーマンさんには当たらないし、ダメージもたいしたことないですぅ」

アマミ：……。

ＧＭ：１回目の攻撃……（ダイスを振る）17で命中。

アマミ：ピンゾロのみ……ごめん、６ゾロのみで回避だった（一同笑）。だめ、避けられない。

ＧＭ：では、ダメージは19点。

ダン：《プロテクション》はいる？

キング：今回のダメージはたいしたことない。２回目の攻撃に取っておいた方がいいかも。

ダン：了りよう解かいっ！

アマミ：残りの【ＨＰ】が６点。もうダメかも……。

ＧＭ：では２回目の攻撃いくぞ。命中判はん定ていは16。

アマミ：……（ダイスを振る）ダメ。

ＧＭ：（ダイスを振る）よし、今度は大きいぞ。ダメージは27点。

ダン：ここでフェイトを３点使って、《プロテクション》を使う。（ダイスを振る）５、５、５、４、６で合計25点軽減っ！

アマミ：物理防ぼう御ぎよ力りよくと合わせて、全部止める。

ＧＭ：なんだって！　がっくり……。

アマミ：その上で、《ヒール》もお願い（笑）。

サーマン：でも、その前にインプの攻撃が来るよ。

アマミ：インプ一体が［放心］すれば助かるかも。

キング：いや、だってインプ［放心］させても、キミは避よけられないじゃないか（一同笑）。

ＧＭ：それは言える（笑）。

キング：だから、ビュレットに攻撃する。《ウォータースピア》で命中は10。低っ！

ＧＭ：それは余裕で……（ダイスを振る）回避。お待たせいたしました。インプの攻こう撃げきです。まず、一体目。

一同：誰だれに？（笑）

ＧＭ：え？

ダン：いや、さっきこっちに攻撃してきたから。

ＧＭ：「ここまで追いつめたら、各個撃破ですよねぇ、キングさん？」

キング：うん。キミは正しい（一同笑）。

一同：おいっ！（笑）

ＧＭ：では、アマミに《ファイアボルト》……（ダイスを振る）13。

アマミ：回かい避ひ失敗。

ＧＭ：ダメージは20点。

ダン：《プロテクション》使用っ！　フェイトを２点使って……12点軽減。

アマミ：残り【ＨＰ】は２点。

ＧＭ：だが、もう一体いる。13で命中。

ダン：気合いで避けるんだっ！

アマミ：ここをしのげば……。フェイトを２点使って回避。これでフェイトも尽つきる。ダイス４個で９以上が出れば……（ダイスを振る）さすがに避ける！

ＧＭ：倒たおせなかったか……。

アマミ：インプが終わったから、次はあたし。

サーマン：せっかく［放心］してるんだ。当てちゃえー。

キング：誰が？

アマミ：ビュレットは［放心］してない。

サーマン：あら？　そっか、《ウォータースピア》外れたんだっけ（笑）。

ＧＭ：「キングさん、キングさん。あいつキングさんをバカにしてますよ」

キング：ひどい奴やつだな（笑）

ＧＭ：「どうですか？　私の仲間になりませんか」

キング：いいですねぇ（一同笑）。

アマミ：そこ、息を合わせない（笑）。

サーマン：懐かい柔じゆうされている場合じゃないってば（笑）。

キング：懐柔ではない。……命いのち乞ごいだ（一同爆笑）。

アマミ：ビュレットに《バッシュ》。命中は……（ダイスを振る）11。

ＧＭ：それは余よ裕ゆうですね……（ダイスを振る）クリティカルー！　なんで、命中の時のクリティカル出ないのー。

キング：そうそうクリティカルを出されてたまるかっ！

ダン：アマミに《ヒール》。（ダイスを振る）10点回かい復ふく。

アマミ：これで【ＨＰ】は12点。まだまだピンチかも。

サーマン：では待機していた私がビュレットを攻撃……（ダイスを振る）命中は12。

ＧＭ：こちらの回避は失敗。

サーマン：えっと、ダメージは……あっ！《ソードダンス》を使うの忘わすれました（笑）。

一同：またかっ！（笑）

サーマン：うー、仕方ない。ダメージにフェイトを使って……。ダメ、はげしく低いです。20点。

ＧＭ：「まだまだ平気ですぅ、でも《ソウルブラスト》が使えれば！」

キング：使ってみたまえ（笑）。

ＧＭ：「最初に使ったじゃないですかぁ。あれを使うと、ラウンド中は物理防御力が０になるから、今は使えないんですぅ」

キング：難なん儀ぎな技わざだな（笑）。

ＧＭ：「フォモールがもう少し生き残っていればぁー」

キング：うむ。余の知ち恵えの勝利というべきだろうな（笑）。




●第４ラウンド

サーマン：今回は待機しなくてもいいよね？

キング：当たるならな。

サーマン：さっきの感じなら、当たると思いますが……。

キング：大だい丈じよう夫ぶ。キミなら当たる。

サーマン：［放心］させてくれれば、それにこしたことはないんだけど……。

キング：キミはどうやら余に何か言いたいことがあるようだね（笑）。

アマミ：キングにはインプを攻撃してくれた方が、あたしが生き残る可か能のう性せいが高くなる。

キング：こだわるね、キミも（笑）。

サーマン：じゃ、待機はしないで攻撃しますよ？　今度はちゃんと《ソードダンス》を使います（笑）。命中は18です。

ＧＭ：回避失敗っ！

サーマン：ダメージは19点。

ＧＭ：地道に削けずられてるなぁ。意外にサーマンの攻撃も侮あなどれない。

アマミ：……（うなずく）。

ＧＭ：しかし、初しよ志し貫かん徹てつの各かつ個こ撃げき破は。ここまで一いつ緒しよに冒ぼう険けんしてきたから、ビュレットはパーティの弱点を的てき確かくにつくのだ（笑）。

キング：その割りには何もしていなかったような気が……。

ＧＭ：だから、観察していたんですよ。みなさんの様子を。

キング：なるほど。それなら仕方ないな（笑）。

ＧＭ：とゆーことでアマミに《クロススラッシュ》！　一回目の命中は14。

アマミ：……失敗。

ＧＭ：ダメージは……あら？　ありえないくらい低い。15点だけ。

キング：《プロテクション》は……うーん、微び妙みようなダメージだな。

ＧＭ：もう一回来ますよ。

ダン：次に回した方がよいのでは？

キング：だな。

アマミ：では、残り【ＨＰ】は４点。

キング：なぜ、《蘇そ生せい》がないんだ。

ＧＭ：それはドラゴンの時に使ってしまったから（笑）。では、二回目の攻こう撃げき……（ダイスを振ふる）クリティカル！　回避は失敗？　ではダメージ……（ダイスを振る）低い、28点だけ。

キング：低くないって！　これはさすがに助からんか……いや、ここは賭けよう。英えい雄ゆうの度量を見せる時！　ダン、フェイトを使って、全力で《プロテクション》を使うんだ。さぁ、さっきのダイス目を思い出すんだっ！（一同笑）

ダン：そんなに都合よく出るわけないって（笑）。まぁ、いいや。《プロテクション》！（ダイスを振る）５、６、２、５！

一同：出たっ！

ダン：合計で18点軽けい減げん。

アマミ：あっ、【ＨＰ】が１点残った。

キング：よしっ。えらいっ！　これでインプの攻撃をしのげるかも。

サーマン：次はキングですよ。

キング：ここでインプを一体倒たおせば、あとは《プロテクション》でなんとかなる。このギリギリ感がたまらない（笑）。

アマミ：ギリギリ過すぎです。

キング：大丈夫だ。ここでインプを攻撃する。《ウォータースピアー》！（ダイスを振る）

一同：おおー！　クリティカル!!

キング：ヒーローはこういう時に決めるのだよ（笑）。

ＧＭ：こっちもクリティカルを出せば……（ダイスを振る）ダメ。

キング：ダメージは《エフィシエント》があるから２＋５Ｄ……（ダイスを振る）あ、あら？　ダメージは14点？

サーマン：ここで外しますか（笑）。

ＧＭ：えっと……魔法防御力を引いて10点のダメージ？

キング：倒せないかも。

ＧＭ：倒せませんねぇ（一同笑）。

アマミ：でも、［放心］はしたんでしょ？

ＧＭ：はい、［放心］はしました。

ダン：チャンスは増ふえた……のか？

サーマン：微妙ですね。

ＧＭ：では、まず［放心］してない方から攻撃。とどめを刺さすのに［放心］は関係ないからね。

キング：だよね。

ＧＭ：《ファイアボルト》で16。

アマミ：あら？　ファンブル（一同笑）。

ＧＭ：ダメージは16点です。

アマミ：魔法防ぼう御ぎよ力りよくは４だから、16から４引いて、残りは12点？

ダン：ムリじゃん。

キング：１／36の確かく率りつ！

サーマン：ダンはいい目を出しているから、流れは来ていると思うんだが（笑）。

ダン：さすがにないと思うが……。一いち応おう、《プロテクション》する？

キング：まぁ、一応やってみよう。

ダン：ＯＫ。（ダイスを振る）６と……。

一同：おっ！

ダン：５。

一同：お、惜おしいっ！

アマミ：【ＨＰ】が０になりました。戦せん闘とう不ふ能のうです。

ＧＭ：では、もう一体のインプがとどめを刺します。

アマミ：パタン（コマを倒す）。

キング：苦しくなってきたな。

ダン：で、オレはどうしよう。やることがなくなってしまった（笑）。

キング：とりあえずＭＰポーションを飲むんだ。

ダン：やはり、銃は飾かざりのようだな（一同笑）。




●第５ラウンド
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ＧＭ：そろそろ大おお詰づめという感じですね。こっちも【ＨＰ】がけっこう厳きびしくなってきました。

サーマン：よし。ならば、またチクチクを削けずってあげます。命中は16です。

ＧＭ：サーマンの攻こう撃げきはなかなか避さけられないからなぁ……失敗。

サーマン：あっー。また《ソードダンス》使うの忘わすれました（笑）。

キング：このスーパーすっとこどっこいめっ！（笑）。

サーマン：ダメージは10点です。

ＧＭ：それだと１点しか通らない（笑）。

サーマン：次こそは使います（笑）。

ＧＭ：さて、次はビュレットだけど……どうしよう。エンゲージを離り脱だつすると、それだけで行動終わるし。

ダン：サーマンに攻撃？

ＧＭ：それしかないんですよねぇ。でも、当たらないんですよ。

キング：遠えん距きよ離り攻撃は？

ＧＭ：それを使うと物理防ぼう御ぎよ力りよくが０になります。

キング：サーマンの攻撃が終わってるから、関係ないじゃ……。

ＧＭ：いや、そこに銃じゆうを持っている奴やつがひとり……。

キング：え？

ダン：いえーい（一同笑）。

キング：なんだ。意味があるじゃないか。牽けん制せいのために、役に立っているよ（笑）。

ＧＭ：仕方ない。サーマンを攻撃しよう。《クロススラッシュ》！　一回目の命中は18。

サーマン：でも、それって過か大だい評ひよう価かなんですよね。それって噓なんですよ。あっ、避けた。

一同：避けてるじゃないか（笑）。

ＧＭ：二回目！

サーマン：それも避けた（笑）。

ＧＭ：やっぱり当たらない。「だから、サーマンさんは嫌きらいなんですよぉ」

キング：よし、では余よがとどめを刺さす。《ウォータースピア》で命中は……（ダイスを振ふる）あら？　９。

ＧＭ：ダイス目だけ避けてます（笑）。

キング：手て加か減げんしているのだよ。

ＧＭ：さて、インプはどこに攻撃をするかというと……。

サーマン：主人のビュレットがピンチですよ（笑）。

ＧＭ：いや、ここはやはり《プロテクション》使う、ダンさんから倒たおすのが常じよう套とう手しゆ段だんではないかと思います。

ダン：よし、来い！

ＧＭ：《ファイアボルト》で命中は16。

ダン：回かい避ひ失敗。

ＧＭ：ダメージは17点。

ダン：《プロテクション》で11点軽けい減げん。魔ま法ほう防御力と合わせて全部防ふせぐ。

ＧＭ：げっ！　では、次のインプも同じく《ファイアボルト》！

ダン：回避失敗。

ＧＭ：ダメージは16点。

ダン：《プロテクション》で４点軽減。６点のダメージ。

ＧＭ：「ダンさんを攻撃するのは意味がないような気がしてきましたぁ」

キング：しかし、余の魔法防御力は８もあるのだよ。

ＧＭ：とすると、やはりサーマンを攻撃した方がいいのかな……。難むずかしいところです。

ダン：最後はオレだ。ＭＰポーションを飲んで終わりっ！

一同：またかっ！（笑）




●第６ラウンド

ＧＭ：さて、では次のラウンド。

サーマン：《ソードダンス》！　ついに唱えましたよ。（ダイスを振る）そして命中は16です。

ＧＭ：回避失敗！

サーマン：ダメージは……（ダイスを振る）19点です。

ＧＭ：うぉー。あと残り【ＨＰ】が２点。「い、痛いたいですぅ。こうなったら反撃してやるですぅ」そしてサーマンに《クロススラッシュ》！　まずはジャブから、一回目の命中は19です。

サーマン：ちょっとまずいかも……（ダイス振る）17、回避失敗。

ＧＭ：「当たった！　ついに当たりましたよぉ、キングさん」

キング：よくやった……って違ちがうだろっ！（一同爆笑）。

ＧＭ：ダメージは23点。

ダン：《プロテクション》で６点軽減。

サーマン：【ＨＰ】が12点減へります。

ＧＭ：二回目。「これでとどめですぅ！　といって渾こん身しんのストレート！」命中は20。これは当たるっ！

サーマン：ま、まずいです。……（ダイスを振る）回避失敗。

ＧＭ：「これでサーマンさんも終わりですぅ」ダメージは22点。

サーマン：それなら《プロテクション》がなくても、【ＨＰ】は１点残ります。

ＧＭ：なんだって!?「倒たおせませんでしたぁ。もうダメですぅ」これで終わりかな。

キング：では、余がとどめを刺さしてあげよう。

ＧＭ：インプに？（一同笑）

キング：そんなわけないだろう（笑）。しかし、自分でキングなどと名乗っていますが、実はプレッシャーに弱いんですよ（一同爆笑）。

ダン：なんでここにきて急に弱気になるんだよっ！

キング：なんか、すごく外しそうな予感がするけど……（ダイスを振る）。

一同：おっ！　クリティカル!!

ＧＭ：こんなおいしい場面のところで、クリティカルを出すとは、さすがきくたけさん（笑）。

キング：まかせたまえ。

ＧＭ：しかし、ここで私がクリティカルで避よければ……（しかしダイス目は５と５）お、惜おしい。

キング：残念だったな。さすがにこのダメージは防ふせげまい。さらばだ、ビュレットくん。ダメージは……（ダイスを振る）20点。キミはよい友人であったが、キミが魔族なのがいけないのだよ（一同爆笑）。

ＧＭ：「まさか最後にキングさんに裏うら切ぎられるなんてぇ」

キング：裏切ってねぇよっ！（一同爆笑）。

ＧＭ：「やっぱり力をすべて取り戻もどしてから戦うんでしたぁ……がっくり」

キング：なに？　あれで50％の力とは、魔族とはなんと恐おそろしい存そん在ざいなのだ（一同笑）。

ＧＭ：「でも、上位魔族であるこの私を完全に倒すことはできないですぅ。そのうちに蘇よみがえって、復ふく讐しゆうしてやるですぅ」

キング：もう来なくていいよっ！　しかし、もう一度言うが、その頭悪そうな話し方はなんとかならないのか。

ＧＭ：「むっ！　ぷんぷん。言ったですねぇ。それなら、道連れですぅ」そう言うと共にビュレットは自じ爆ばくする！

サーマン：え？

ＧＭ：トラップの自爆が作動する。エンゲージしているサーマンは、難なん易い度ど12の【幸運】判はん定ていをどうぞ。

サーマン：【ＨＰ】が１点しか残ってないんだけど……。

ダン：最後の攻こう撃げきは《プロテクション》しなかったからなぁ。

ＧＭ：それでは判定をどうぞっ！

サーマン：９以上、９以上……えいっ！（ダイスを振ふる）

ＧＭ：ちゅどーん！　サーマンが光の中に消えていく。そしてダメージは……。








　ENDING PHASE




　◆Ending 01◆大たい義ぎと正義




ＧＭ：とゆーわけでエンディングです。

キング：けっきょく、生き残ったのは余よとダンだけか。

サーマン：まさか、自爆されたあとに、インプにとどめを刺さされるとは思っていませんでしたよ（笑）。

ＧＭ：はっははは。で、どうします？

キング：とりあえず上まで戻もどろう。

ＧＭ：了りよう解かい。さて、ビュレットを倒たおしたのち、入り口まで戻ると、入ってきた転送ゲートが復ふつ活かつしています。そして数時間後。キミたちは、その槍やりを持って皇こう帝ていゼダンの前にいます。

ダン：早っ！

キング：いきなり皇帝の前？

ダン：皇帝の前ということならば、膝ひざをついて敬けい意いを表わそう。

キング：ふっ、たとえ皇帝であろうが余は頭こうべは垂たれぬわ（笑）。

ＧＭ：しかし、ゼダンはそんなことは気にしない。「神しん槍そうブリューナクを手に入れたきたようだな。よくやった。誉ほめてつかわす」

キング：しかし、そのためにかなりの犠ぎ牲せいを払はらいましたぞ。

ＧＭ：「だが、その犠牲のおかげで魔ま族ぞくに対する貴き重ちような武ぶ器きを手に入れることができた。今、エリンディルの各地では魔族どもが跋ばつ扈こしており、そのために甚じん大だいな被ひ害がいが出ているのだ」

ダン：大たい義ぎのためには小さな犠牲など構かまわないということか。

ＧＭ：「まぁ、なんとでも言いたまえ。この玉ぎよく座ざにある者は、そのような決けつ断だんをしなければいけないということなのだよ」

キング：そのような為い政せい者しやがいるから世界は変わらんのだ。

ＧＭ：「ふっ、それはどうかな？」

キング：鼻で笑われたっ！

ＧＭ：「もし、状じよう況きようが変わっていたらキングジョージ五世よ、お主はどうするつもりだったのかな？」

キング：？

ＧＭ：「もし、最後の戦いで犠牲者が出なかったらどうやって帰るつもりだったのだ？」

ダン：どういう意味だ？

ＧＭ：「あのダンジョンは一定の人数の人間が入っていると、転送ゲートが閉とじていたと聞く。状況から考えて、ショコラやビュレットやらといった魔族や妖よう魔まは、その制せい限げんに入っていないのだろう。とすると、最後にビュレットを倒したあと、そなたたちはどうやってあの場所から出るつもりだったのかな」

キング：そうかっ！　もし、全員が生き残ったとしたら……我われ々われは出ることができなかった？

ＧＭ：「もしくは同どう士し討うちで、誰だれかひとりを殺すしかないだろうな。その時にそなたは、どのような決断をすることになったのかな」

キング：くっ！

ＧＭ：「先達が、どのような意味であの遺い跡せきを造つくったのかは分からん。だが、ずいぶんと悪あく趣しゆ味みなものを造ったとは思わないかね。まぁ、いい。とりあえずはご苦労であった。下がって休むといい」皇帝はそのまま退たい室しつします。呆ぼう然ぜんと立ちつくすキングとダンを残して……。




　　　＊　　＊　　＊




キング：なんてえげつないシナリオなんだ（笑）。

アマミ：まったくです。

ダン：こんなシナリオ、よく考えつきますね。

ＧＭ：いやね、遊ぶだけならただのランダムダンジョンでもいいんだけど、せっかくリプレイなんだし、ちょっとした趣しゆ向こうということで（笑）。

サーマン：でも、全員が生き残ったら、どうするつもりだったんですか？

ＧＭ：まぁ、ゼダンの言うとおり、そのまま戦ってもらうのはひとつの方法ですね。もちろんプレイヤーがそういう選せん択たくを取った場合は、だけど。

キング：ひとつはということは、まだ別の方法があるってことか。

ＧＭ：まぁ、ね。その場合は……。

アマミ：その場合は？

ＧＭ：まだ行っていないタイルの場所に、他のダンジョンへの転送ゲートがあったことにしようかと。

一同：なんだって!?

ＧＭ：そして、今度は上へ上へと登る冒ぼう険けんをしてもらおうかと思っていたんですよ（笑）。

アマミ：それは大変かも。

ＧＭ：しかも、神槍ブリューナクを持ち逃にげなんで、帝てい国こくに追われるというおまけつき（笑）。

キング：おっー！　そっちの方もかっこよいエンディングじゃないか。

ダン：帝国への復ふく讐しゆうになるし？
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サーマン：ずいぶんとせこい復讐ですけどね（笑）。

キング：うるさいっ！　余は帝国に復讐ができればよいのだ。

サーマン：じゃあ、別のエンディングということで続きをやりませんか？　それだったら、新しいキャラクターを作りますよ。

アマミ：あたしも。

キング：ついでだ。事じ務む所しよに戻もどった矢野くんと大畑も呼よんでくるのだ（笑）。

ダン：じゃあ、オレとキングは、上に戻らずにそのままブリューナクを持って逃げたことにして、残り４人が新キャラで合流かな。

キング：よし！　ここからは外伝ということで、もう一度プレイしようっ！

一同：おーっ！




　そして、冒ぼう険けん者しやたちの新たなる旅が始まる。





『アリアンロッド』

ランダムダンジョン・リプレイ

「魔を貫つらぬくもの」

ＦＩＮ
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悪の秘密結社ダイナストカバル




　ダイナストカバルは、神聖ヴァンスター帝国を中心に活動している秘密結社だ。〝大首領〟と呼ばれる人物をリーダーとし、その勢力はエリンディルだけでなく、東方世界にまで広がっているという噂もある。これほどまでに巨大な組織であるが、その目的ははっきりとしていない。神殿に対抗しているということまでは判明しているのだが、なぜ、なんのためにそのような行動に出ているのが不明なのである。

〝聖都〟ディアスロンドを中心とする神殿は人々の生活と密着している。その神殿と対立する組織が、これほどまでに広い範囲で構成員を確保しているということは、まさに奇跡としかいいようがない。もっとも、組織の資金繰りは厳しいらしい。祭りの出店や大首領をマスコットとしたダイナストカバルグッズの販売などの活動で資金稼ぎをしているようだ。それとは別に巨大な組織（と思われる）ならではの資金源としてスポンサーが存在するはずだが、神殿の調査でも、そのような存在については手がかりすらつかめていない。

　神殿に対して敵意をむき出しにし、正面から対立しているダイナストカバルだが、彼らはテロリズムで民衆を害するような無粋なことはしない。それどころか、町を牛耳っている悪徳商人を追い払った話や、ドラゴンに襲われている町を助けた話すら伝わっている。街角の演説やグッズの販売が功を奏してか、市民たちの受けもよいようだ。

　ダイナストカバルは特に害もないことからほとんどの場合、放置されている。だが、一部の神官たちは地域に密着した彼らの活動は、市民を味方につけ、神殿の信用を落とすことにあると主張し、ダイナストカバルを安易に受け入れないよう市民に訴えかけている。

　神竜ゾハールとの戦いの後、ダイナストカバルは解散したと噂されている。だが、組織の元構成員たちは〝ネオ・ダイナストカバル〟を名乗り、今までと変わらない活動を続けているようだ。




追加データ

　これまでに書かれたのが、『ルージュ』シリーズに登場した、秘密結社ダイナストカバルのあらましである。ＧＭはこのような設定および次ページからのデータを採用し、プレイに取り込んでもよい。アイテムデータの見方は『アイテムガイド』Ｐ７、エネミーデータの見方は『エネミーガイド』Ｐ７を参照のこと。また、これらのデータを使用するには、その卓のＧＭの許可が必要だ。
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　超あとがき座談会




　二〇〇八年二月某日───時は、刻一刻と迫っていた。

　座談会形式で、あとがきを書かねばならない。

　しかし、時間はない。

　そんなわけで……




　私と久保田は、某マイクロソフトライブメッセンジャーを使い、ネット上でチャット座談会を敢行することになったのであった。




座談会に参加した面々




菊池たけし

　ご存じ、『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズの著者。

　本書ではその外伝リプレイを執筆している。




久保田悠羅

『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』シリーズの著者。

　本書では、ランダムダンジョンルールを使ったリプレイ「魔を貫くもの」を執筆。




　　　＊　　＊　　＊




ダイス目の話

きくたけ：力丸さんってすごいと思うんだ。

ゆーら：なんですか。いきなり。

きくたけ：いえね、この本の前書きでも書いたけど……ＴＲＰＧにおいては、ダイス目って確率を無視することがしばしばあるじゃないですか？

ゆーら：ああ、ありますね。世の中には〝ダイス運のいい人〟と〝悪い人〟って必ずいると思いますよ。『ハートフル』シリーズでプレイヤーをお願いしている小暮さんや小島さんは、やっぱり全体通してダイス運がよかったですし。

きくたけ：ああ、たしかに。特に小暮さんはおかしい。あの人、他のリプレイでも、必須の時には11以上かクリティカル、もしくはネタになるときはファンブル。

ゆーら：ええ（笑）。

きくたけ：小島さんはここぞという時に、ダイス目がいい。

ゆーら：ダメージの時のダイス目はすごかったですからね。力丸さんも、そっちの人？（笑）

きくたけ：力丸さんは、ちょっとちがう……。ほら、例えば俺とか（『ハートフル』では）フェイトつぎ込むとダメな人だったじゃない。

ゆーら：ええ。思いっきり。

きくたけ：それを人は「おいしい」と呼ぶんだけど……力丸さんは、俺と小暮さんのいいとこ取りなダイス目なんです。

ゆーら：おいしく、しかもここぞという時にダイス目がいい？

きくたけ：ふだんは悪いダイス目でウケをとって「おいしい」。ここぞという時は、「なんだその出目!?　すげ───っ!?」ってことになる。

ゆーら：ＧＭやっているとやっぱり、ダイス目で盛り上げられる人はいると痛感します。

きくたけ：いる！　それはやっぱりいる！　というか自慢じゃないが、俺もけっこー得意！

ゆーら：でもプレイヤーになると微妙に悪いですよね。

きくたけ：悪いんじゃない。「おいしい」んです。

ゆーら：…………そういうことにしておきましょうか。で、今回のリプレイですけど、あの出店勝負……料理勝負の出目って……。

きくたけ：ええ。あれで力丸さんのダイス目をおいしさを再確認しました。ノエル、いくら食っても、けろっとしてるんだもの。もちろん、あの時にたまたま出目が偏ったって見方はあるけどそーゆーことが頻発するのは───。

ゆーら：やっぱりダイスの神はいると。

きくたけ：ネタの神はいるな、と。

ゆーら：ネタかいっ!?

きくたけ：そうでなければ、「ここでファンブル振ったらおいしい！」というみんなの思いが、希望が！　ダイス目に左右するという科学現象です。

ゆーら：それは科学現象言わない。

きくたけ：いつか、科学現象として解明されるかもしれないじゃん!?

ゆーら：……でも、そういう面白い体験が、またＴＲＰＧをやりたいという気持ちにさせるんですよね。

きくたけ：いきなりいい話に。

ゆーら：『ハートフル』でも対決形式で競技をしましたけど（第二巻）、やっぱりダイス目が炸裂していましたから。

きくたけ：私がすごい、素敵で、すばらしかったという話ですね。

ゆーら：……そういうことにしておきましょう。

きくたけ：ええ。




「ルージュ」最後の一編

ゆーら：この「ノエルと白馬の王子」ってリプレイ、ドラゴンマガジンに前後編で連載することになって書き起こしたんですよね。

きくたけ：ですです。死ぬほど苦しみました。

ゆーら：苦しんだ？

きくたけ：こう……私の書くリプレイって、ＴＲＰＧ特有の無駄話をたくさん文章内に入れるじゃないですか。前後編だとそれをあんまり入れられなくて（笑）。

ゆーら：自分で無駄話言うな。

きくたけ：だってほれ。ダイス目がどうとか、みんなの大騒ぎとか、メインの話と直接関係ない話───全部入れたくて……いやまあ、文庫でも全部は入れてないですけど。

ゆーら：どうしても分量の限界がありますからね。

きくたけ：今回の文庫化で、ちょっと増やせた……というか、雑誌掲載版にシュリンクする前のバージョンに戻しただけですが───書き足りない（笑）。

ゆーら：おい（笑）。

きくたけ：これが、最後の「ルージュ」のリプレイになるのでやっぱ書きたいわけで……。

ゆーら：それはわかります。特に三巻（「ノエルと白亜の悪夢」）のあの事件の直前の話ですからね。でも、キャンペーンが終わったあとの外伝的な話っていいですよね。メインストーリーの中では語られなかった、隠された話とか大好きです。

きくたけ：いいですな。特に、セッションは終わっていて、その前の話となるとこれから起こることをみんな知ってる状態でセッションすることになる。ゆえに、みんなのセリフが……（笑）。

ゆーら：泣ける！

きくたけ：ええ！　みんなわかっててやるからなあ。今回のリプレイ、なにが書きたかったってそんな惨劇がくる前の、平和な楽しいひととき。そこがいちばんやりたかったとこで……。

ゆーら：ぜひノエルと白馬の王子を読んだら、もういちど本編を読み返して欲しいですねぇ。

きくたけ：ええ、できればダイレクトにみっしょん06を読んで欲しいです（笑）。やっぱ、惨劇の直前には平和なひとときですよ！　そして死にフラグですよ！

ゆーら：死にフラグかい！　そういえば、『ハートフル』でも小島さんのファムに立てまくっていたし……。

きくたけ：…………立てたっけ。

ゆーら：立ててますよ。カッツが。

きくたけ：…………いかん。息をするようにやってるのか───記憶にない。

ゆーら：小島さん……きくたけさんはこーゆー人です。

きくたけ：小島さんもおいしい人だ。「ルージュ」も、「ハートフル」も「アリアンロッド」のリプレイは、みんなダイス目のおもしろいプレイヤーにめぐまれてますな（笑）。

ゆーら：やっぱり、ＴＲＰＧはＧＭとプレイヤーで物語を作っていくことを実感します。

きくたけ：ダイス目が影響して、そこからみんなが新しいドラマを思いつき、紡がれていく───。

ゆーら：……なんかいい話に。

きくたけ：これまで出した「アリアンロッド」のリプレイって、基本的に物語を紡いでいくタイプのものじゃないですか。

ゆーら：うんうん。

きくたけ：ストーリーとキャラに焦点をしぼったリプレイというか。世の中には、セッションする環境がなくて読む専門の人もいる。だから、「アリアンロッド」というのは、そーゆーゲームだと思ってる人がいると思うんですが……。

ゆーら：そこで、もう一方の「＋１」ですよ（笑）。

きくたけ：さあ、次の話に（笑）。「ルージュ」よりページの多い「＋１」に（笑）。




「魔を貫くもの」

ゆーら：「魔を貫くもの」は「アリアンロッド」でいろんな遊び方できるよということを、紹介するために書かれたリプレイなんですよ。

きくたけ：ですな。

ゆーら：「ハートフル」ではそれを拡張して、いろんなパターンのシナリオを提示していく形にしましたが、ある意味ではその原点といえるのが、このリプレイです。

きくたけ：原点……（笑）。

ゆーら：読んだ人が『アリアンロッド』を遊びたいとか、シナリオを作ってみたいとか、そう思って欲しいという願いが込められているわけです。

きくたけ：願い……（笑）。

ゆーら：…………そのはずだったのが気がつくとあんなことに。

きくたけ：大惨事でしたな。

ゆーら：大惨事言うな。

きくたけ：イベント感覚というか、お祭り感覚というか……もともと、ＪＧＣでやったイベントが元ネタでしたよね、これ。

ゆーら：ですね。なるべく大勢の人にゲームを遊んでもらいたいと思って、企画したネタですからね。

きくたけ：あの時は『セブン＝フォートレス』でやったんだったかな。お客さん同士でパーティ組んで、死んだ人は並んでる次のお客さんと入れ替わり……ひどいイベントだ（笑）。

ゆーら：１セッションはどうしても数時間かかってしまいますし、人数も限られてしまいますから、それを打開する必殺技みたいなものです

きくたけ：一発ネタとも言……

ゆーら：それを言うな───っ！

きくたけ：うひひ。

ゆーら：……そういえば、「白馬の王子」も「魔を貫くもの」もプレイヤーに矢野くんがいるじゃないですか。

きくたけ：ええ。両方、彼のキャラが死んでる。

ゆーら：かたやトランであんないい話なのに、「魔を貫くもの」では笑顔でサムズアップですよ。

きくたけ：ひでえ（笑）。

ゆーら：この落差はいったい（笑）。

きくたけ：「魔を貫くもの」は、ＴＲＰＧにはいろんな遊び方がることを世界に発信したという、まこともって崇高な使命と意味を与えられたリプレイであったと思うわけでして、はい、ええ。実に。うん。

ゆーら：なんかセリフが棒読みちっく。

きくたけ：だって……（笑）。それはともかく、あのセッションね、死ぬほど面白かったけど……反面、すごい緊張したんですよ。

ゆーら：緊張？　ああ、あの頃はまだ菊池さんがプレイヤーって珍しかったですからね。

きくたけ：「デザイナーの名に懸けて、まちがっても早いうちには死ねない」と。

ゆーら：そっちかいっ!?

きくたけ：さくっと死んだら恥ずかしいじゃないですか。もしくは、ほんとに最初にさくっと死んで「おいしい」と言われるか、どっちか。でも、ゲーマーの性質というか……死んでたまるか、生き残るにはどうしたらいいかと本気になった（笑）。

ゆーら：それはわかります。ファンブルを出しても自分は死なないくらいの気持ちでいかないと。

きくたけ：そうそう（笑）。でも、死んでもいいように、すぐに代わりの名前をつけられるように超てきとー（笑）。

ゆーら：なにせキングジョージですからね。菊池さん、軍艦の名前多すぎ。

きくたけ：死んで、もし二回目がまわってきたら、キャラ名は「プリンス・オブ・ウェールズ」にしようと思ってた（笑）。で、次もあったら、「デューク・オブ・ヨーク」「アンソン」「ハウ」と……。

ゆーら：そういえば、プリンス・オブ・ウェールズが空母として復活するとか。

きくたけ：おお。感慨深い。

ゆーら：まるで当時生きてたような言い方しないでください。




渦巻く妄想

きくたけ：佐々木あかねの感性はおかしい。

ゆーら：なんですかいきなり。

きくたけ：四コマの話です。「ルージュ」三巻でジュライ初登場した時って、絵がなかったじゃないですか。ジュライ。脳内では、ただのモヒカンキャラだったんですよ。なのに四コマで、なんであんな萌えっこになったのかと。

ゆーら：わたしもモヒカンの女はどうかと思います。

きくたけ：ゆーらさんの趣味については深くなるのでおいといて！

ゆーら：でも、ジュライはあの四コマで人気が出たわけじゃないですか。

きくたけ：いや、私が言いたいのは「げーっひゃっひゃ」って女キャラをみて、ほんとに萌えちゃう、佐々木あかねの感性についてです。

ゆーら：アリです。

きくたけ：ありなのか!?

ゆーら：アリですよ

きくたけ：…………。

ゆーら：……。

きくたけ：ゆーらさんの趣味については深くなるのでおいときまして……。

ゆーら：おいとくなっ！

きくたけ：じゃあばらしていいのですか。

ゆーら：……だめ（笑）。

きくたけ：ですよね。ええ、いかんです。ばらしちゃ。あれはいかん。ばらすべきではない。

ゆーら：誤解されるような発言は慎んでいただきたい。

きくたけ：話を変えよう。四コマはもっと見たかったな。リプレイ文庫だと、どうしても話に直接関係ない部分って表現しきれないので……そーゆー意味で四コマはよかった（笑）。

ゆーら：あれでルージュは完全に補完されましたよっ！

きくたけ：あれで補完か!?

ゆーら：補完です。

きくたけ：まだまだですよ。脳内には、死ぬほどいろいろまだうずまいてて……前にもちらっとどこかで書いたけどガーベラというキャラがいるじゃないですか。

ゆーら：うわ、きた（ぽそ）。

きくたけ：あれの話が、脳内にいっぱいあります。八〇〇年前の過去話。シリーズ一本いけます。神竜ゾハールが薔薇の巫女に与えた五人の守護騎士の話ってのがあって……。

ゆーら：まぁ、それはまた別の機会ということで。

きくたけ：[image: ][image: ][image: ]（←本を反時計回りに九十度、傾けて見ていただきたい）




新たな物語の幕開け

きくたけ：さて、そろそろ紙面もなくなってくるころだ。「あの話」をちらっとだけしておきましょうか。

ゆーら：あー……そうですね。本書「ルージュ＋１」が出た翌月の四月、「ハートフル」の最終巻が出ますが───。

きくたけ：ええ。これで「ルージュ」「ハートフル」と終了して、現行の「アリアンロッド」リプレイシリーズは終了となる。次はなにやるんだろう、いつから始まるんだろうと思ってる人は、きっといると思うんですよ。

ゆーら：そうですね。終わりがあれば、始まりがありますから！

きくたけ：ええ！　そんなわけで、「ハートフル」最終巻のあとがきは必見です！　きっと、それを読んだら「なんじゃそら！」と、つっこむこと請け合いで、新企画のネタを仕込んでみました。それを「ハートフル」最終巻のあとがきと、あとおそらく弊社のＷＥＢページでも連携して発表されることと思います。

ゆーら：現在、鋭意企画進行中です。

きくたけ：今までのリプレイとは、またちがった仕掛けを用意してみました。

ゆーら：くわしくは「ハートフル」最終巻のあとがきで発表しますので、「ルージュ＋１」に引き続き、「ハートフル」もよろしくお願いいたしまーす。

きくたけ：よろしくおねがいしまーす！

ゆーら：じゃあ、そっちの企画の話ですが……（フェイドアウト）。

きくたけ：ああ、そうそう。例の設定についてなんですけど……（と、フェイドアウトしかけて戻ってきて）……って、文庫のあとがきで書くネタじゃないぞ、これ（笑）。なんだこの時事ネタ（笑）。

ゆーら：まあ、そこは持ち味ということで……。

きくたけ：ええ（笑）。で、例の設定についてなんですけど……──（と、フェイドアウトしていく）。





二〇〇八年二月某日　菊池たけし＆久保田悠羅

「超あとがき座談会」終わり
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